
    
      
        
      
    

  






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　戦いに身を置く者たちにとってはごく当たり前の真理、『数は力』である。大型草そう食しよく獣じゆうもゴマ粒つぶほどの小さな生き物に幾いく千幾万と襲おそわれればあえなく力ちから尽つきるだろう。

　しかし数の力を最も活用し、その恩おん恵けいを受けてきたのはおそらく人間である。

　確かに人間ひとりの力は弱く強大な魔ま物ものには太刀たち打ちできない。しかしそういった魔物が巨きよ大だいな群れをつくることは珍めずらしかった。

　群れをつくる生き物は多い。が、個体として人間以上の強さを持つ生き物はいても人間ほど大勢で群れる生き物はいない。また人間よりも多数で群れる生き物もいるが、その個体能力は人間に到とう底てい及およばない。

　何より決定的なのは『本能による結果』として群れるのではなく、群れることの『メリットを理解した上で集団を作る』生き物が人間だけであるという点だ。

　天敵と言うべき魔物ですら一部の例外を除けば数にものを言わせて駆く除じよすることができる。ひとりでダメなら十人で、十人でダメなら百人で、百人でもダメなら千人で。人間はそうすることで他ほかの生き物を出し抜ぬきここまで繁はん栄えいしてきた。

　しかしそれも個体として遥はるかに強い魔物を常に数で上回っていればこそである。同数で戦ったなら種としての強きよう靱じんさはやはり魔物に軍配が上がる。軍隊に匹ひつ敵てきする数の魔物など、大多数の人間にとっては悪夢以外の何ものでもない。

　悪夢であるからこそ人はそれを忘れようとする。

　知識人が歴史から学ぶことを怠おこたり、親から子へ、子から孫へとかつての教訓を語り継つぐものがいなくなったとき、災さい厄やくは目に見えない形で人々へ忍しのび寄っていく。

　放置され人々の記き憶おくから忘れられた湖の底で、悪夢は滅ほろびることもなくただただ息を潜ひそめ続けていた。




　　　　[image: ]




「これだけの人数をひとりで面めん倒どう見るのは大変だな。若いのに大したもんだ」

　門兵が黒くろ髪かみの少年に向けて感心したように言った。

　声をかけられた少年は門兵の言葉に対して答えず、無表情のまま入門税を手て渡わたす。髪かみと同じ黒い瞳ひとみを持った平へい凡ぼんな顔つきだが、額に巻いたスミレ色の布が少しだけ少年の容姿に特とく徴ちようを与あたえていた。

　その門兵に悪気はないのだろう。だが女性の存在をただ『養われるだけ』の役立たずと暗に示すような言葉を耳にして、少年の連れである若芽色の髪をした少女が頰ほおを膨ふくらませる。本人はポーカーフェイスのクールな侍じ女じよを気取っているつもりのようだが、端はたから見れば機き嫌げんを損そこねていることは丸わかりであった。

　町に入るための門を抜け、しばらく歩いたところで少女が口を開く。

「共和国へ来たのは今回が初めてですが……、聞いていた通り不ふ愉ゆ快かいな国ですね」

　年の頃ころは十六、七。外がい套とうの合間から覗のぞく深緑色のワンピースは上流階級の子女が身にまとうような上質の仕立てだが、彼女の髪は肩かた口ぐちに届くか届かないかというストレートミディアムである。やや短めの髪と上等な衣服の組み合わせは見る者へ若じやつ干かんの違い和わ感かんをもたらす。

　その隣となりで歩くのはひとりの少女とふたりの幼子。ひとりは先ほどの少女と同じくらいの年頃ごろだ。ゆったりとした白いブラウスのような衣服の上から青く染めた胸当てを身につけ、その上に外套で身体からだ全体を包んでいる。

「なんで？」

「どうして？」

　その少女と手をつないでいたふたりの幼子が左右から同時に疑問をぶつける。

　幼子たちの頭はすっぽりと包むフードで隠かくされていたが、真ん中の少女を見上げようとした拍ひよう子しに顔があらわになりかけた。幼子たちは慌あわててフードをおさえ、しっかりとかぶり直す。

　その様子を微笑ほほえましく見守りながらも、問いかけられた少女は答えに困って視線を後ろに向けた。ポニーテールでまとめられたシルバーホワイトの髪が跳はねるように動く。

「えーと、アルディス……」

　彼女たちの後ろを歩いているのは藤ふじ色いろのローブに身を包んだ黒髪の少年と、涼すずやかな顔でその隣に並ぶ天色の瞳をした少女だ。アルディスと呼ばれた少年は無言で肩かたをすくめ、代わりに白い長衣で身を包んだ少女が口を開いた。

「あまり関かかわり合いになりたくないというのも確かだが、ゆるりと旅の疲つかれを取るためにはどこかの時機で宿を取らねばならぬ。仕方なかろう」

　普ふ段だんは揺ゆるぎもしないその天色の瞳にやや不快の色が浮うかぶ。どうやら彼女も同様に先ほどの門兵に思うところがあったらしい。

　とはいえ、問いを投げかけた幼子たちにとって彼女が口にした言葉はなんの答えにもなっていない。フードの中から幼子たちは互たがいに顔を見あわせる。コテンと首がフードごと斜ななめに傾かたむく姿は周囲の目に愛らしく映った。

「ネーレさんの言うことも一理ありますが、でしたら途と中ちゆうのトリアへ立ち寄るべきだったのでは？」

　若芽色の髪を持つ少女が、天色の瞳を持つ少女の名と共に疑問を呈ていす。

「まあ、俺たちにもいろいろと事情があってな」

　今度はネーレの代わりにアルディスが答えを返した。

　かつてトリアの町を拠きよ点てんにしていたアルディスは、ネーレと共にトリア侯こう爵しやくと揉もめたことがある。ふたりの幼子を巻き込んでトリア領軍を敵に回したあげく砦とりでごと領軍へ大きな損害を与え、逃にげるようにしてトリアの町を後にした。

　公式情報ではトリア領軍の被ひ害がいも事故という形で処理されているようだが、彼らにしてみれば当事者のアルディスやネーレに対する恨うらみはまだ消えていないだろう。下手へたにトリアの町へ逗とう留りゆうしてかさぶたになりかけた領軍の傷きず跡あとを引っ搔かくようなことになれば面倒は避さけられない。表向きは一いつ旦たん収まった騒そう動どうをわざわざ蒸むし返す必要もないのだ。

　コーサスの森を抜けたアルディスたちはそのまま帝てい国こくから来るであろう追っ手の目をごまかすためトリアを素す通どおりした。その後、北の国境を越こえて隣りん国ごくブロンシェル共和国へ足を踏ふみ入れて今に至るというわけだ。

「それにセレスやカレンにとっても王国は危険だ。帝国にとっては明確な敵対国だろう？」

「それは否定しませんがセレス様もお疲れでしたし、一日くらいは……」

　アルディスの指し摘てきに若芽色の髪を持つ少女は理解を示しながらも未練がましくつぶやいた。

「私は別に疲れてないから大だい丈じよう夫ぶよ、カレン。でもミシェルさんたちといっしょだったら楽しかったのに、とは思うけどね。せっかく打ち解けられたんだし」

　コーサスの森を抜けるまで同行していた行商人ミシェルの一行は、アルディスたちに付き合う理由もないため行動を別にしてトリアへと留とどまった。アルディスたちがトリアで別れてからの時間を考えると、今いま頃ごろはゆっくり町で休息を取り終えて出発の準備にかかっている頃だろう。

「帝国から追っ手が来る心配が無ければそれでも良かったんだけどな。さすがにトリア領軍と帝国の追っ手を両方警けい戒かいするのは疲れそうだ。昼ひる寝ねする時間が減りかねん」

「いったいトリアで何をしでかしたんですか？」

　カレンと呼ばれた少女が緑色の瞳に訝いぶかしげな感情を浮かべてアルディスに問う。

「なに、大した事じゃない。こっちは欲しくもないものを無理やり売りつけてきたから、ただで買ってやっただけだ」

　何を、とは口にせずアルディスは受け流した。

「さすがにここは素通りしないんでしょう？」

「ああ。もちろんセレスも疲れてるだろうが、フィリアとリアナを休ませてやりたい。これだけ大きな町なら宿も十分あるだろう」

　トリアから北東に進み、国境を越えて最初の大きな町がこのティオリアであった。ティオリアはブロンシェル南の玄げん関かん口に位置する町である。共和国において外がい壁へきを有するほど大きな町は一いつ般ぱん的に『市』と呼ばれており、住民は自分たちの住む町を『ティオリア市』と呼んでいた。

　ティオリアの南門を抜け、大通りを北へ向かって一行は進んでいく。道の左右を埋うめ尽つくすように露ろ店てんが並び、盛んに道行く人を引き寄せようと店主たちが声を張り上げていた。売っている物も種々様々で、中には焼いたソースや香こう辛しん料りようの香かおりで食しよく欲よくに訴うつたえてくるものもある。

　本能を刺し激げきする魅み惑わく的な香りに我が慢まんしきれなくなったのだろう。幼子がつないでいた手を軽く引っぱり訴えた。

「セレス……お腹なかすいた」

　フードの奥から聞こえてくる控ひかえめな要求に、セレスと呼ばれたポニーテールの少女が幼子へと視線を向ける。

「そうだよね、ここのところずっと保存食ばっかりだったから、きちんと調理したものなんて口にしてないし……」

　よし、という声が聞こえそうな勢いで首を縦に振ふると、セレスは後ろを振り返った。

「ねえ、アルディス。私すっごくお腹すいちゃった。宿を探すのは後にして、ひとまず何か食べていかない？」

「まあ、確かにこの匂においでは仕方ないな。軽く食べられる物でも買おうか」

　黒髪の少年は苦く笑しようを浮かべるとセレスの申し出に同意した。

　コーサスの森を抜け、さらにそこからトリアを素通りして共和国へ入るまでの間、ずっと食事は保存食や果実、そして刈かり取った獣けものの肉だったのだ。森の中でミシェルたちと同行している間は香辛料を分けてもらえたためまだ良かったが、トリアを過ぎてからは肉も単純な塩味がほとんどで味気ないものであった。

　香こうばしいタレや調味料によって複雑な味となった露店の料理は、そんな単調な味に慣れたアルディスたちの舌をこの上なく楽しませてくれる。少し食べるだけのつもりが、久しぶりのおいしい食事についついふたつ目、三つ目と手が伸のびてしまったのも仕方がないことだろう。

　家か畜ちく肉の串くし焼やき、香辛料の効いたスープ、ひき肉と野菜をパン状の皮でくるんだ包み料理。次々とそれらを胃い袋ぶくろに収めた一行が次に目をつけたのは赤い調味料を絡からめた揚あげ芋いも料理だった。

「いい匂いだな。辛からそうだが、子供でも食べられるか？」

　露店には中年の男女がふたり立っている。年ねん齢れいから考えるとおそらく夫ふう婦ふであろう。アルディスは妻と思われる女性へ話しかけたが、帰ってくるのは困ったような表情のみ。何か言いたそうにはしているものの、アルディスに対する回答はその口から出てこない。

「いらっしゃい！　子供ってのはそこのチビたちかい？」

　アルディスと女性の間へ割り込むようにして、夫と思われる男性が代わりに答える。

「そのくらいの子にはちょいと辛いだろうなあ。だけど安心してくれよ。調味料の量はこっちで調整できるし、何ならまったくかけなくても下味はしっかりついてるから十分美味うまいはずだぜ！」

　その対応に引っかかるものを感じながらも、「そうか」とアルディスは短く返事をしてセレスたちにどうするか視線で問いかける。

「じゃあそれを人数分ちょうだい」

　それならばとセレスがアルディスの代わりにオーダーを口にした。

　しかし露店の主人はセレスの方を一いち瞥べつしただけで、アルディスへ向かって確かく認にんを口にする。

「それでいいかい、旦だん那な？」

「……ああ」

　まるでセレスの言葉など耳に入っていないかのような振る舞まいの主人は、アルディスの肯こう定ていを受けてようやく商品の準備にかかり始める。

「毎度あり！」

　その様子を見ていた幼子のひとりが不思議そうに疑問を投げかける。

「ねえセレス。あのおじさん、なんでセレスじゃなくてアルディスに訊きいてるの？」

　そんな幼子の問いかけにセレスは困ったような笑え顔がおを見せた。明らかに露店の主人はセレスの言葉を無視していたが、本人にしてみればだからといって騒さわぎ立てるほどのことではないと考えているのだろう。

　だがセレスの侍女であることを誇ほこりに思うカレンにとっては話が別である。セレスをないがしろにされたと感じたのだろう。ゆっくりとその手が剣けんの柄つかを握にぎった。

「カレン、大丈夫だから」

　慌ててそれを察知したセレスがなだめる。

「しかし姫ひめ──セレス様。あの男、セレス様に対して無礼にもほどがあります」

「私はもうただの傭よう兵へいなんだから。『様』もそういう言こと葉ば遣づかいもいらないって言ったでしょ？」

「そういうわけにはまいりません」

　もともと帝国の皇女であるセレスとそれに仕える侍じ女じよのカレンは主従の間あいだ柄がらである。すでに国を捨て身分も捨てた以上は対等の関係だと主張するセレスに対し、どこまでも一歩下がって主あるじを立てようとするカレンだった。どこかの自じ称しよう従者とは大おお違ちがいだとアルディスはぼんやり思う。

　正体を隠かくすため、森の中で主従入れ替かわって演技していたときは涼しい顔で呼び捨てにしていたくせに、隠す必要がなくなった途と端たんにどうしてそれが出来なくなるのか、アルディスにはさっぱりわからない。

　剣へ手をかけたカレンに気付いたのだろう。露店の主人がおどけるようにアルディスへと余計なお節せつ介かいを焼き始めた。

「おいおい旦那。女に剣を持たせておくなんて酔すい狂きようにもほどがあるぜ。取り上げておいた方が良いんじゃないか？」

「あんたには関係のない話だ」

　それに対してアルディスはそっけない言葉を返す。

　他国でも知られた話だが、ブロンシェル共和国では男性優位──あけすけに言えば男尊女じよ卑ひ──の文化が根付いている。国内の政治や他国との対外的な交こう渉しよう、その他ほかにも『職』と名のつくものは全すべて男性の為ためにあり、女性は男性を支えるために一生を捧ささげるのが美徳とされていた。

　貴族制を廃はい止しし、民衆からの推挙と支持により期間限定の権力者として政治家が選ばれるこの国は、自らを『万ばん民みんのための開かれた先進的な国家』と誇るが、結局その政治家を選ぶ民衆とやらも資産家や旧名家の男性に限られているのが現実だ。元貴族たちはなお富ふ裕ゆう層として確固たる地位を得ており、結局政治家として権力を握っているのも大部分は彼らである。階級社会の残ざん滓しはあいかわらず人々の間に格差を生み出しており、性別による扱あつかいの差がひどい分、むしろ王国や帝国よりも生きにくい社会であろう。

　アルディスから予想外の反応を向けられ、露店の主人は行き場を失った苛いら立だちを怒ど鳴なり声という形で妻らしき女性へ向ける。

「おい、いつまでトロトロしてんだ！　まだ用意出来ねえのか！」

「すみません」

　決して女性が怠なまけていたわけではない。露店の主人がアルディスへくだらない忠言を向けている間も、手て際ぎわよく揚げ芋を袋ふくろに詰つめていた。だがそんな事はお構いなしに怒ど声せいが浴びせられ、女性は反論もせずに萎い縮しゆくして謝罪の言葉を口にする。アルディスは共和国の歪いびつさをそこに垣かい間ま見みた気がした。

　怒鳴り声に幼子が怯おびえてセレスにしがみつく。

「あのおじさんこわい……」

　居い心地ごこちの悪さを感じたアルディスは代金と引き替えに商品を受け取り、「行くぞ」と声をかけてさっさと歩き始めた。

　不快感を引きずりながら一行は早々に露店から離はなれる。距きよ離りをとってようやく落ち着きを取りもどしたふたりの幼子が、アルディスから受け取った揚げ芋の袋を手にして楽しそうな雰ふん囲い気きをにじませていた。

　握っていたセレスの手を放し、袋から取り出した揚げ芋を頰ほお張ばってハフハフと熱さに驚おどろきながらも、夢中になっている。フードの陰かげから緩ゆるんだ口元が覗のぞき見えた。

　だがそれで周囲への警戒が薄うすれてしまっていたのだろう。食べ歩きながらフラフラとしていた幼子のひとりがすれ違ちがう人の足を踏ふんでしまったのだ。

「あっ……」

　問題はその相手であった。

　アルディスよりも頭ふたつ分高い身長に、愛あい想そのかけらも持ち合わせていなさそうな顔の男だ。腰こしには数打ち品と思われる剣を佩はいているものの、防具の類たぐいは身につけておらず、その佇まいにも実戦経験からくる雰囲気は感じられない。

　傭兵や探たん索さく者には見えないが、ただの一般人ならば街中で堂々と剣を持ち歩いたりはしないはずだ。そのことから導き出される結論にアルディスは嫌いやな予感が頭をよぎった。

「痛えじゃねえか。なにすんだこのガキ！」

　案の定、男は激げき怒どして声を荒あららげる。たかが幼子に足を踏まれたくらいで激げき昂こうするなど、いい大人としては恥はずかしいにもほどがあるが、街中でこれ見よがしに剣を身につけているような男だ。恥はじよりも自らの虚きよ勢せいを前面に押し出す方が彼にとっては大事なのだろう。

「ご、ごめんなさい……」

　足を踏んだ幼子がとっさに謝るが、そんな事はお構いなしに男は腕うでを伸ばしてつかみかかろうとした。それを阻そ止ししようと動きかけたアルディスに先さき駆がけて、男と幼子の間に見慣れぬ人物が割って入る。

　薄うす紅べに色いろの髪かみをサイドテールにした少しやせ気味の少女だった。少女は幼子を庇かばうように仁に王おう立ちすると燃えるような赤い瞳ひとみで男を睨にらむ。

「なんだあ？　邪じや魔ますんな小こ娘むすめ！」

　突とつ然ぜんの乱入者によりあっけにとられていた男だが、すぐに気を取り直して凄すごんでみせる。

　しかし一方の少女も肝きもが据すわっているらしく、引くどころか前のめりになって男へ言葉を叩たたきつけた。

「ちゃんとこの子は謝ってたじゃない。だいいちこんな小さな子供に足を踏まれたからって、大して痛くもないでしょう。大げさに怒鳴ったりして、端はたから見ててあんたみっともないよ」

「あんだと？　おめえこのガキの顔見知りか！」

「別に何の関係もないけど、だからってでかい図ずう体たいした大人が子供に手を上げようってのは見過ごせないでしょ」

「はん、女のくせに出しゃばりやがって！　おめえみたいな身の程ほど知らずはいっぺん張っ倒たおされなきゃわかんねえってか！」

「暴力にものを言わせなきゃ、女に勝てない小心者が。あんたみたいなのを『男のクズ』って言うんだよ！」

「このアマぁ！」

　売り言葉に買い言葉。そもそも必要もないのにこれ見よがしと帯たい剣けんして回るような人間がまともなはずもない。予想通り一歩も引かない少女に向けて男が激昂した。

　剣を抜ぬかないのはわずかにでも理性が残っているからか、それとも剣をまともに扱えるだけの技量がないのかはわからない。だが振ふり上げられた手が少女に向かっているのを見過ごすことなどできるわけもないだろう。

　振り下ろされる男の手首をがっしりとつかみ、今度はアルディスが少女と男の間に割って入る。

「てめえも邪魔するつもりか！」

「邪魔するもなにもその子は俺の連れだ。ケンカを売りたいならその娘むすめじゃなくて俺が責任をもって買ってやる」

　男は忌いま々いましそうにアルディスを睨みつけるが、摑つかまれたままの腕はピクリとも動かない。それどころか男の表情が次し第だいに色を失い始める。アルディスが手に力を入れて男の手首を締しめ付けているのだ。

「い、痛いてててて！」

「お代は腕の骨一本でどうだ？」

　痛みに耐たえかねて男はアルディスの手をふりほどこうとする。しかし男が全身をよじって必死さを見せるのとは対照的に、摑まれたままの腕は揺ゆるぎもしなかった。

「な、なんて馬ば鹿か力ぢからだ……！　くそお、わかった。わかったよ！　わかったから手を放せ！」

　たまらず男が白旗を揚あげる。

「ちぃ！　どいつもこいつも！」

　アルディスが手を開いて解放すると、男は赤く痕あとの残った手首をさすりながら後ずさり、十歩ほどの距離を稼かせいだ後で悪態をついて立ち去っていった。
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「あ、あのね……。ありがと」

　男の足を踏んだ方の幼子が庇ってくれた少女に礼を言うと、「いいのいいの」と彼女は笑顔を見せる。

「なんかまあ、結局あたしの方が助けてもらっちゃったけどね」

「いや、助かった。礼を言わせてくれ」

　確かに少女が出てこなくてもアルディスならひとりで対応できた問題だろうが、だからといって彼女の行こう為いが無価値というわけではない。感謝を伝えたアルディスに、少女は自らをレダと名乗った。

「あんたたち、旅の人だよね？　もしかしたらこの町に着いたばかりなの？」

　アルディスたちの格好を見て訊たずねてくるレダ。アルディスを含ふくめて三人が帯剣しており、しかも幼子を連れていることから旅人と判断したのだろう。首しゆ肯こうしたアルディスに向けてレダは唐とう突とつに自分を売り込み始めた。

「だったら街中の案内が必要でしょ？　どうかな、安くしておくからあたしを雇やとってみない？」

　どうやらアルディスたちが国外から来た人間と知り、ティオリア市内の案内役を買って出ようということらしい。

「別に観光で来たわけじゃないから案内はいらないんだが……」

「そう言わずにさ。あたしは生まれも育ちもティオリアだから、この街のことなら大たい抵ていのことはわかるよ。品しな揃ぞろえの良い店がどこかとか、逆にぼったくりのあこぎな店はどこかとか。美味うまい酒を出す酒場もそこそこの料金でお腹なかいっぱいになる食堂も知ってるよ。宿だってさっきみたいな荒くれ者が大勢泊とまるようなところは避さけたいでしょ？　よそ者のあんたらにはわかんないだろうけど、地元の人間から見ても安全な宿とそうでない宿ってのはあるからね。どれくらい滞たい在ざいするのかは知らないけど、どうせならハズレの宿に泊まるより快適な宿に泊まる方がいいでしょ？」

　あまりにレダが必死で売り込んでくることにセレスが疑問を抱いだく。

「ねえカレン。あの子、なんだかずいぶん必死に頼たのみ込んでるみたいだけど、街の案内ってそんなに割のいい仕事なの？」

「特別割のいい仕事とは思えませんが……。彼女があそこまで食い下がるのはここが共和国であることと、彼女が女性であることが理由だと思います。この国では女性の地位が非常に低いというのはご存知ですよね？」

「うん。さっきの露ろ店てんもひどかったし。他の露店もほとんどが男の人で、女の人がいたとしても裏方というか……小間使いみたいな扱いだもん」

　表情を曇くもらせてセレスがついさっきのやりとりを思い出す。

「わたしも書物や人ひと伝づてに聞いた話ですが、女性は男性を支え家庭を守り子育てに専念することがこの国では一いつ般ぱん的な在り方とされているそうです。そのため女性が自ら職を求めることに対して、世間の目は相当に厳しいとか」

　この目で見るまではあまり実感がなかったのですが、とカレンは最後に付け加える。

「なんだか嫌な話ね」
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「嫌な話です」

　しみじみとつぶやいたセレスにカレンが同意する。

「でも、だったら街の案内くらいお願いしてもいいんじゃない？　結果的にはアルディスが追い払はらってくれたけど、フィリアちゃんを助けようとしてくれたんだし。別に法外な案内料を要求されているわけでもないんでしょう？」

　セレスとしてみればそれくらいという気持ちなのだが、どうやらアルディスの考えは違うらしくずいぶんと渋しぶっている。カレンに対して投げかけられた問いの答えは、何故なぜかネーレの方から返ってきた。

「金額の問題ではあるまい。フィリアをかばってもらった感謝もあろう。だがまあ、我が主あるじが気にしておるのは……」

「気にしているのは？」

「ふふっ。あのような仏ぶつ頂ちよう面づらをしておるくせに、我が主は妙みようにお人ひと好よしが過ぎることよ」

　普ふ段だんはアルディスよりも仏頂面であるネーレが自分の事を棚たなに上げて、その美しいかんばせへかすかに笑えみを浮うかべる。

「仕方ないな。フィリアを庇ってくれた礼代わりだ。一日だけ案内を頼もう」

　どうやら根比べはレダの方に軍配が上がったようだ。普段なら折れないだろうアルディスも幼子を庇ってもらったことで普段よりも態度が柔やわらかい。ため息をつきながらレダの売り込みをとうとう受け入れた。

「あ、ありがと！」

　レダは満面の笑みを浮かべ、飛び上がらんばかりに喜ぶ。その喜びようがこの国における女性の境きよう遇ぐうを窺うかがわせて、セレスの気分を沈しずませた。
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「まずは宿ではないか？　フィリアとリアナも疲つかれておろう」

　ネーレが幼子の疲れを気き遣づかって提案する。

　確かにレダへティオリア市の案内を頼んだのは間ま違ちがいないが、アルディスたちは野営続きで旅をしてきたところだ。さすがに幼子たちをこのまま連れ歩くのは酷こくだろうということで、街中の案内は翌日に先延ばしした。

「ここがあたしおすすめの宿『湖こ畔はんの森亭てい』だよ」

　レダに案内されたのは二階建ての小規模な宿だった。規模は小さいが、だからといってさびれた印象はまったくしない。決して贅ぜい沢たくではないものの、素そ朴ぼくさと清潔さを両方兼かね備えた建物の内装は不思議と落ち着いた雰ふん囲い気きを感じさせる。

「じゃあ明日の朝迎むかえに来るからね」

　本番は明日とばかりに、レダはそう言い残し去って行った。

　部屋割りはセレス、ネーレ、カレンが三人部屋をひとつ。そしてアルディスがひとり部屋という形になる。料金は三人部屋ひとつとひとり用の部屋ひとつで銀貨一枚と銅貨四枚。格安というわけではないが十分安い部類に入るだろう。幼子ふたり分の宿代をサービスしてくれたというのも大きい。

　幼子をどちらの部屋へ寝ねかせるかは特に定めていない。セレスに対してもずいぶんと心を開いている様子であることから、アルディスはふたりの意思を尊重するつもりだった。

「じゃあ夕食は下の食堂でな」

　セレスたちにそう告げてアルディスはひとり部屋へと入っていく。その後ろをトコトコとふたりの幼子がついて来た。

「こっちにするのか？」

　何気なく口にしたその言葉に、ふたりの幼子が肩かたをビクリと跳はね上げる。

「どうした？」

「…………アルディスといっしょがいい」

「ダメ……？」

　その声に不安と怖おそれの色を感じたアルディスは自らの失敗を悟さとる。

「あー……。ダメじゃないぞ。というか、俺の部屋とセレスたちの部屋、どっちでも好きな方を選んでいいってことだ」

　説明を聞いてようやく安心したのか、小さな足を動かして近寄ってきた幼子たちがアルディスの両足にしがみつく。

「アルディスといっしょ」

「こっちがいい」

　内心ホッと胸をなでおろしたアルディスは、幼子たちのフードを外してその頭を撫なでる。

「部屋の中にいるときは隠かくさないでいいぞ」

　あらわになった幼子の顔立ちはそっくりである。どんぐりのような眼めがアルディスを見上げていた。やや青みがかった浅緑色の瞳ひとみには不安の色が見える。良く見比べてみれば片方の幼子はわずかに目め尻じりが上がっているが、それはアルディスにもようやくここ最近で見分けがつくようになった程度の差だ。初対面でこのふたりの違ちがいを判断できる者はおそらくほとんどいないだろう。幼子たちはこの世界で教義により忌いみ子とされている双ふた子ごであった。

　短く整えられたプラチナブロンドの髪かみをゆっくりとアルディスに撫でられ、双子の腕うでから力が少しずつ抜けていく。

「じゃあ、夕食までひと眠ねむりするか」

　双子が落ち着いたのを確かく認にんして、アルディスは旅装を解き始める。正直なところ眠ねむ気けは限界に達していた。双子よりもよほどアルディスの方がベッドを恋こいしがる気持ちが強い。

　上着や剣けんを部屋に備え付けられたテーブルの上に放り投げると、アルディスはベッドへと身を投げ出して大の字になる。その両りよう脇わきへそそくさと双子が潜もぐり込んで身を丸くするが、そんな事はお構いなしに黒くろ髪かみの少年は睡すい魔まへろくに抵てい抗こうもせず眠りへ落ちた。

　アルディスが目覚めたのはそれから五時間ほど経たってからのことだ。夕食時になり、ネーレに起こされるまでアルディスたちは久しぶりのやわらかい寝ね床どこをたっぷりと堪たん能のうすることができた。

　一階の食堂へ降りるときは双子も再びフードを被かぶって顔を隠す。毎回部屋に食事を持ち込んで食べることも考えたのだが、セレスとカレンが旅の道連れとなった今、双子をあわせて総勢六人の人間が部屋で食事をとるのはスペース的にも難しいし、同時に別の意味で悪目立ちするだろう。結局双子にもアルディスたち以外の人間に馴なれる必要があるという判断から、若じやつ干かんのリスクは承知の上で食堂へ下りることにした。

　幸いなことにアルディスたちへ干かん渉しようしてくる者もおらず、フードを被ったままの幼子を詮せん索さくする輩やからもいなかったため、食事も非常に和なごやかな雰囲気で終えることができた。出てくる料理も特別な材料や調理法を使っているわけではないが、どこか家庭料理を思わせる優やさしい味で量も十分満足のいくものだった。

「いい宿に案内してくれたみたいだな」

「そうですね。地元の人間が薦すすめるだけのことはあります」

　アルディスの言葉にカレンが同意する。

　自信満々に言っていただけはあり、レダが案内してくれた宿はひとことで言って『当たり』であった。それは彼女の提供する情報が確かであるということを証明している。疲れた身体からだを癒いやすのに、見知らぬ土地で双子の正体を隠しながら余計な気苦労を抱かかえるという可能性を考えれば、案内料を払うのも決して無む駄だではなさそうだとアルディスはひとり納なつ得とくした。
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　翌日、アルディスたちは改めてレダの案内で街中を散策する。

「どこから案内しようか？　何かリクエストはある？」

「屋外用の保存食が買える店と魔ま物ものの皮を買い取ってくれる店。あとは……」

　今日明日に発たつわけではないから急ぎはしないが、どうせならとアルディスは出発時に必要となるであろう品を思い浮かべながら列挙していく。加えてトリア草原で討とう伐ばつした獣けものや魔物の皮やその他価値のある部位をそれなりに採取しているため、それらを売り払ってしまいたい。路銀に困っているわけではないが「え、採取しないの？　もったいない」という妙に庶しよ民みん的な元皇女の主張に流される形で律りち儀ぎに運んできていたのだ。

「それと、重じゆう鉄てつ製の剣が買える店か鍛冶かじ師のところへ案内してくれ。値が張っても良質の物を扱あつかっているところがいい」

　アルディスにとっては最も大事なのが新たな剣を手に入れることだった。トリア領軍の若い士官が持つ魔ま剣けんと打ち合い、王都で三さん大だい強ごう魔まを相手にし、先日森の四つ腕うで巨きよ人じんを斬きり伏ふせてきたアルディスのブロードソードはさすがに限界が来ていたからだ。

「値が張ってもって、どれくらいの予算までならいいの？」

「質が伴ともなうなら金貨百枚くらいは出す」

「ひゃ、ひゃくまい？」

　予想以上の金額にレダが目を丸くする。

　もちろんアルディスにしてみても金貨百枚は決して安くない。だが命を預ける得物に金を惜おしむつもりはなかった。

「もしかして……、お兄さんたちどこかの貴族様だったり？」

「いや、ただの傭よう兵へいだ」

　ネーレやカレンの所作と雰囲気からレダも思うところがあったのか、恐おそる恐るといったふうの問いかけをアルディスはあっけなく否定する。

　実際のところネーレはともかくとしてカレンはエルメニア帝てい国こくの元貴族令れい嬢じようだし、セレスに至ってはまったくといっていいほど貴族階級らしさを感じられないとはいえ元皇女様である。しかし問いかけられたアルディス自身は貴族階級などとはまったく縁えんの無い出自だったため、あくまでも自分のこととして答えたまでだ。あえてセレスたちの素す性じようまでレダへ説明するつもりはない。

「そ、そうなんだ……。えーと、間違いのない物を扱う店となると……、あそこかなあ？」

　安心したのか拍ひよう子し抜ぬけしたのかわからないような表情で言葉を詰つまらせると、気を取り直したレダはこめかみに人さし指をあてて頭の中から要望に適した情報を引っ張り出してくる。

「じゃあまずは一番近いところから案内するね。ここからだとまずは剣を扱うお店だね」

　一行の先頭に立ってレダが案内したその先は、表通りに面した一いつ軒けんの商会だった。

　レダが言うには軍へも武具を納入している老舗しにせで、決して価格も安くはないものの扱っている商品の品質は信しん頼らいできるという話だった。

「ここだよ」

「へえ、立派なお店ね」

　思ったよりもしっかりした店構えを見て、セレスが楽しそうに正直な感想を述べる。

　店構えが良ければ品が良いというものでもないが、やはりそれでも怪あやしげな見た目の店よりは当たりの確率も高い。アルディスがレダに続いて店に入ろうとしたとき、立ち止まって看板を見上げていたネーレがわずかに顔をしかめたことに気付く。

「どうした？」

「……いや、大した事ではない」

　珍めずらしく言葉を濁にごしたネーレの態度に首をひねりながらも、どうせ追つい及きゆうしたところで口を割るわけもないと判断してアルディスは入り口へと足を進めた。

　扉とびらを抜ぬけて入ったアルディスは、表から見て想像していたのとはずいぶんと違う店内の様子に目を見張る。どうやら奥行きがかなりあるらしく、一いつ般ぱん的な商会の売り場よりも広々としていた。店内で働く従業員の数も見たところ十人は超こえているようだ。

　店内は棚たなや壁かべに沿って整然と商品が並べられ、清せい掃そうも行き届いているのか目立った汚よごれや埃ほこりも見当たらない。その品しな揃ぞろえも王都グランの大おお店だなに比べればやや劣おとるものの、武具以外の商品も手広く扱っているらしく一地方都市の商店としてはかなりのものである。

「ここなら粗そ悪あくなものを摑つかまされる心配はまずないし、購こう入にゆう後のアフターフォローが充じゆう実じつしてるから軍や傭兵からの評判もいいんだよ」

「アフターフォローはいらないが、確かに品揃えはいいな」

　どのみちティオリア市に居を構えるつもりがないアルディスたちにとっては購入後のフォローなど意味がない。とはいえざっと見み渡わたしたところ、重鉄製の武器も数多く取りそろえられており、少なくとも粗悪品の中からわずかな良品を探し出すような苦労はせずに済みそうである。

　片手剣を中心に商品を眺ながめていたアルディスの目がひと振ふりの剣に留とまる。

「これは……」

　アルディスが手を伸のばしたのはシンプルな握にぎり手と柄つかの剣。仮の鞘さやに収められたそれは、並べて陳ちん列れつされた他ほかの剣ともそれほど変わったところがなく、特に人目を引くようなところのないデザインである。

　しかしアルディスの目は他の剣が視界の外へ消えてしまったかのように釘くぎ付づけとなる。

「気に入ったかい？」

　そこへ突とつ然ぜん従業員らしき男が声をかけてきた。

「こいつはもしかして……」

　アルディスの言わんとするところを理解したのか、従業員は勝手に剣の説明をし始めた。

「へえ、わかるのか？　そう、それは魔ま力りよくを込められた剣──いわゆる魔剣ってやつさ」

　それを聞いてセレスとカレンが驚おどろきの表情を浮うかべる。

　魔力を込められた剣というのは非常に希少な存在だ。歴史ある貴族の家で家宝にされるような代しろ物ものが、このように粗そ雑ざつな扱いをされているなど普ふ通つうは考えられない。それどころか普通は店先に並べられることすらないだろう。さすがのアルディスもこれには驚きを隠しきれなかった。

「売り物じゃないってことか？」

「いやいや、売り物だよ。気に入ったなら是ぜ非ひとも買ってくれ」

　探さぐるようなアルディスの物言いにもあっけらかんと従業員の男は答える。

「正気か？」

「正気もなにも、ここは客に商品を売る店だからな。別におかしな事は言ってないはずだが？」

　やはり現実感の湧わかないアルディスだったが、魔剣の存在が気にならないと言えば噓うそになる。

「……抜いてみても？」

「ああ、かまわないよ。ただ振り回すのはやめとくれ」

　従業員の了りよう解かいを得て、アルディスは仮の鞘から魔剣を引き抜く。

　刃は渡わたり八十センチほどの飾かざり気がない真っ直すぐな剣けん身しん。にもかかわらず澄すんだ輝かがやきの白銀色は吸い込まれそうなほどに見る者を魅み了りようする。圧縮されるようにその身へ押し込められているのは膨ぼう大だいな量の魔力だった。それに気付く者がアルディスとネーレ以外に果たしてどれだけいるだろうか。

　込められた魔力がどんな効果をもたらすのかはわからないが、かなり強力な魔剣だということはわかった。それを抜きにしても純じゆん粋すいに剣としての作りも良く、持ち主に害を及およぼすような気配もない。特別問題はなさそうだった。

「いくらだ？」

「金貨五十枚だ」

　実際に剣身を見て気に入ったアルディスが値段を問うと、あまりにも予想外な金額が従業員の口から放たれる。

　一いつ瞬しゆん目を丸くしたアルディスは、次の瞬間眉まゆを寄せて心のままに声を出す。

「はあ？」

　通常、魔剣というものには値段がつけられないし、なにより店先に並ぶことなどない。そもそも入手した者が手放すこと自体少ないし、売買されるとしても商人は貴族や懇こん意いにしている傭兵へ直接売り込むのが常である。

　オークションなどに出た場合でも相場は金貨数百枚からというのが常識と知っていればこそ、耳にした金額がいかに破格かということを知れようというもの。

「俺の聞き間ま違ちがいか？」

　魔剣ひと振りが金貨五十枚というのは本来詐さ欺ぎを疑うレベルである。そうでなければその値段にせざるを得ないわけがあるかのどちらかだろう。

「魔剣がたったの金貨五十枚？　何か問題でもあるのか、この剣は？」

「その値段にはふたつの理由がある。まずひとつ目は我が商会の基本理念に『ふさわしい品をふさわしい使い手に』という言葉があるからだ。無造作に置かれた剣の価値を見み抜ぬけない使い手にはもとから売るつもりなんてない。逆にその価値を見抜き、使い手としてふさわしい力量を備えたやつになら、多少利益を損そこなったとしても売るのにやぶさかではないということさ。そういう使い手こそ商会としては長く懇意にさせてもらいたい相手でもあるしな」

　だからこそ他の剣と並べて置いてあるのだという。立て板に水を流すごとく従業員の男が口にする説明にも納なつ得とくできる部分はある。砕くだけた言い方をするならば、魔剣を餌えさにして上客を釣つろうという魂こん胆たんなわけだ。

「もうひとつの理由は問題……と言えば問題かもな。ただまあ大したことじゃあない」

「まさかとは思うが、呪のろわれた魔剣を店先に並べてるわけじゃないよな？」

　見たところ魔剣から嫌いやな感じはしてこない。しかしアルディスも専門の鑑かん定てい技術を持っているわけでもないのだ。彼が気付かない瑕か疵しがないとも言えないだろう。

「まさか」

　あらぬ疑いをかけられたと思ったのだろう。慌あわてて従業員の男は過か剰じような身み振ぶりで否定する。

「問題というのはその剣が持つ特とく殊しゆな能力について、だ」

　魔剣には大たい抵ていの場合、魔力を用いた特殊な能力が付ふ与よされている。トリアで戦ったデッケンも魔剣を持っていたが、彼の持っていた剣は魔力を吸収して衝しよう撃げき波はとして放つことができた。アルディスもそれほど多くの魔剣を知っているわけではないが、噂うわさに聞く限り他の魔剣も様々な特殊能力を持つという。

「その剣も一応独特の能力を持っている。ただなんというか、いまいち使えないというか……、拍子抜けというか……」

　従業員の男は言葉を濁して苦く笑しようする。

「大道芸みたいなもので、魔剣としての価値が微び妙みようなんだよ。もちろん魔力が込められてるからまず折れる事もないし、自動修復能力もある。切れ味も抜ばつ群ぐんだ。……なんだが、やはりどうせ魔剣を手に入れるならそれ以上の価値を求めるのが人間の欲よくというものでなあ。正直、切れ味や丈じよう夫ぶさを求めるだけなら名のある鍛冶かじ師が打った重鉄剣で十分、ってわけだ」

　確かに従業員の言う通り、金貨十枚も出せば高名な鍛冶師が打った重鉄剣は入手できる。自動修復能力があるとはいえ、それ以外に秀ひいでたところがない魔剣へ数百枚の金貨を出そうという物好きは少ないのだろう。

「なるほど。まあ特殊能力がないものと考えても剣としては十分逸いつ品ぴんと言える物だろうから、掘ほり出し物といえば掘り出し物か」

　事情を聞いてアルディスは納得した。

　特殊能力が微妙とはいえ、仮にも魔剣である。たとえ特殊能力がなくてもオークションにかければおそらく金貨二百枚くらいの値はつくだろう。それが金貨五十枚だというのだ。有能な剣けん士しと誼よしみを通じたいという店側の下心があるとはいえ、掘り出し物には違ちがいなかった。

　もともとは質の良い重鉄剣を買おうとやって来たアルディスだったが、金貨五十枚で魔剣が手に入るのなら悪い話ではない。単純に切れ味鋭するどく頑がん丈じようで長持ちする剣と考えるだけでも十分元は取れるのではないか、そう考え込むアルディスの横で突然セレスが口を開く。

「じゃあその剣、私が買います！」

「は？　いや、なんでセレスが買うんだ？　剣なら間に合ってるだろ？」

　セレスの使っている剣は帝てい国こくを出るときに城から持ち出した魔剣だという。どんな能力を秘ひめているのかもアルディスは知らないが、決して悪い品ではないだろう。今さら彼女に新しい魔剣が必要とは思えない。

「私じゃなくてアルディスが使うのよ。アルディスの剣がボロボロになったのって、あの巨きよ人じんと戦ったからでしょ？　だったら私たちが責任取るべきだと思うの。お詫わびの意味もあるし、助けてもらったお礼ってことでその剣のお代は私たちが払はらうよ」

　どうやらアルディスの為ためにということらしい。

「別にそれくらいの金は持ってるんだが」

「だから言ったでしょ。お詫びとお礼だって」

「そもそも護衛の報ほう酬しゆうはカレンからもう受け取ってるぞ」

「それは森を出るまでの報酬でしょ？　森を出て以降の報酬は含ふくまれてないでしょ」

　そこまでしてもらう理由はないと遠えん慮りよするアルディスだが、それがどうしたとばかりにセレスは言い返してくる。

「と、いうことで従業員さん。よろしくね」

「え、あ？　ああ、わかった」

　とうとうアルディスのことはお構いなしに従業員の男へと矛ほこ先さきを変える。従業員の男はその勢いに戸と惑まどいを見せるが、すぐさま気を取り直して商売用の笑え顔がおになった。

「ありがとよ。じゃあ向こうで支し払はらいの手続きするから来てくれや」

　そのまま従業員の後をついて去っていくセレス。その背中を見送ったアルディスが側で傍ぼう観かんに徹てつしていたカレンへと声をかけた。

「なあカレン……」

「なんでしょうか？」

「いいのか？」

　何が、とは口にせずアルディスがセレスの背を指さす。

「……まあ、確かに森を抜ぬけた後のことは護衛依い頼らいの範はん囲い外がいでしょうから。アルディスさんに相応のお礼をというのも間違ってはいません。セレス様が望むのならば、わたしとしてはその意思を尊重するまでです。それに……」

「それに？」

「ああ見えてセレス様はこうと決めたら譲ゆずらないところがありますので、これ以上言ってもかえって意固地になってしまうだけですよ」

　苦笑いを浮かべたカレンが諦あきらめろと表情で訴うつたえてくる。

「カレン、こっちよこっち！　早く！」

　ふたり分の財さい布ふを握にぎっているのはカレンなのだろうか。セレスがカレンを手招きしていた。

「良いではないか、我が主あるじ。その分宿代や他の費用をこちらが出せばいずれ釣り合いは取れるであろう」

「……まあ、それでいいか」

　セレスのもとへ駆かけ寄っていくカレンを見送りながら、アルディスはそう自分を納得させる。

　思いがけず魔剣を手に入れることとなったアルディスは飛剣用のショートソードと作業用の短刀を新調して店を後にすると、その後レダの案内で街の主要な施し設せつを一回りして宿に戻もどった。

　最初は案内なんてと考えていたアルディスだが、結果的には予想外の得物を手に入れ、居い心地ごこちの良い宿もおさえることができたのだ。レダに支払った案内料の銀貨一枚と引き替かえにしても十分な恩おん恵けいを得られたと言えるだろう。
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　アルディスたちがティオリア市で過ごす二回目の夜。日付がもうすぐ変わろうかという、人々が寝ね静しずまった時間帯。

　かすかな音だけを残して市街地を移動する影かげたちがいた。

　近くの暗がりからアルディスたちの滞たい在ざいする『湖こ畔はんの森亭てい』を窺うかがう影たちは、手信号を使って互たがいに意思疎そ通つうをしながら闇やみから闇へと動き配置につく。

　影たちの長おさとおぼしき人物が頷うなずいて右手を挙げた。

　数秒の静せい寂じやくを間に挟はさみ、その手が前方へ向けて倒たおされようかというその時、空気を切り裂さく音がして腕うでが千切れ飛んだ。

「ぐっ……！」

　夜の中央にポッカリと開いた月からの明かりでは血の色も鮮あざやかさを失う。ボトリと音を立てて落ちた右手はただ暗い色で濡ぬれ光り、特殊な訓練を受けているであろうにもかかわらずもれてしまった苦痛の声が傷の深さを物語る。

「思ったよりも遅おそかったな。遠路はるばるご苦労なことだ」

　静けさの中で響ひびきわたったのはアルディスの声。

　同時にその声が自分たちの後ろから聞こえてきたことに一いつ瞬しゆんだけ驚おどろきの感情が影たちを包む。だがさすがというべきか、不意打ちの失敗を悟さとるとすぐさま戦う態勢に入った。

　濃こい色の装備に身を固め、顔をも覆ふく面めんで隠かくした影たちの正体はおそらくエルメニア帝国から送り込まれた皇こう帝てい直属の特務部隊だろう。帝国の暗部を担になう、コーサスの森でセレスたちを狙ねらい襲おそってきた一団である。

　森で全ぜん滅めつした部隊の後任というわけだろう。アルディスたちの足取りを見失うことなくティオリアまでやって来たのは大したものだが、どうやら相手にしているのがどんな人物なのかまでは理解していないらしい。

「こっちがお前らの襲しゆう撃げきを予想していないとでも思ったか？　ずいぶん甘く見られたもんだな」

　答えも期待せずアルディスはひとりごつ。

　一歩足を前に出せば、それを引き金にして影たちが無言で飛びかかってきた。前、左右、上、そしていつの間にか背後へ回り込んでいた影が同時にアルディスへ襲いかかる。

　購こう入にゆうしたばかりの魔剣を鞘さやから抜くと、アルディスは右から襲いかかる敵へと横なぎのひと振ふりを放つ。魔剣の刃やいばが吸い込まれるようにして敵の胴どう体たいを切り裂いた。

　あまりにも軽い手て応ごたえに内心驚きつつ、アルディスは左から来る敵を詠えい唱しようもなく作り出した氷ひよう槍そうで串くし刺ざしにする。

　上から飛びかかってくる敵に対しては新調したばかりの重鉄剣を飛ばし、身動きの取れない空中で仕留める。

　正面から向かってくる敵の一いち撃げきを紙かみ一ひと重えで躱かわしながら身を沈しずめると、その足を払って転てん倒とうさせた。

　転倒した敵は勢いのままアルディスの後方へと転がっていき、背後を狙っていた敵の行動を阻そ害がいする。

　敵にとっては一瞬の乱れ、それだけでアルディスにとっては十分である。

　魔剣を真まっ直ぐに構えて敵の身体からだへと突つき刺さすと、ふたり分の身体をいとも簡単に突き抜けていった。

　さすがに敵手の異常さが理解できたのだろう。あっという間に五人を倒したアルディスを正面から相手にすることは諦め、敵は分散して宿へと強行突とつ入にゆうしようとする。

「させるか」

　もちろん敵の狙いがセレスとカレンであることはアルディスも承知の上である。ふたりも身を守る術すべは持っているが、寝ね込みを襲われて十全に対応できるとは限らない。

　アルディスは敵の侵しん入にゆうを防ぐため、事前に宿の建物全体へ障しよう壁へきを張り巡めぐらせている。予想外の障壁に阻はばまれて敵の足が止まった。

　当然立ち止まるのはほんの短い時間だが、アルディスにはそのわずかな隙すきがあれば十分だ。

　無防備な背後をアルディスの飛剣が容よう赦しやなく斬きりつけ、影たちは自らの不利を悟る間もなく次々と倒れていった。

　ほぼ全すべての敵を斬り伏ふせた頃ころ、立ち並ぶ建物の屋根から白い長衣に身を包んだネーレが不自然なほど小さな着地音と共に降りてきた。ふわりと広がっていたアリスブルーの長ちよう髪はつが、後を追うようにネーレの背に収まっていく。

「ひとり討うちもらしておるが、逃にがして良いのか？」

　襲撃してきた敵の全てを討ち取ったわけではない。無傷の敵がひとり、泡あわを食って遠ざかっていることはアルディスも承知の上である。

「俺たちが森から離はなれていると思わせた方が好都合だ。そのためには誰だれかに情報を持ち帰ってもらわないといけないからな」

「ふむ。そういうことなら」

　あえて逃がす、という意味を込めたアルディスの言葉にネーレは納なつ得とくした表情を見せる。

「で、そっちはどうだった？」

　アルディスの頼たのみで襲撃を受けそうな人物の様子を見てきたネーレが首を軽く振ふる。

「どうやら眼中にないらしい。接せつ触しよくした人間を無差別に襲うほど見境なしというわけでもなさそうだ」

「気の回しすぎだとでも言いたそうだな」

「そんなことはなかろうよ。事実、我われも間ま違ちがった判断だとは思わぬ。今回はたまたま敵が我が主のことをよく知らず、成果を急いだがゆえの結果だ。直接標的を狙うよりあの娘むすめを襲う方が、長い目で見れば我が主に対して有効な手であることは間違いあるまい？」

　それはそうと、とネーレは周囲を見回して動かなくなった襲撃者たちを数える。

「一、二、三、四……全部で十二人か。あきれた事よ、森での襲撃より人数が少ないではないか。こやつらの辞書には学習という文字が載のっておらぬのか」

　死者にムチ打つような辛しん辣らつさを隠しもせず、ネーレが無表情のままため息をつく。

「闇やみ夜よに乗じて忍しのび寄ることを考えれば十分多いだろうさ」

「まだまだ我が主の力を見誤っておるようだな」

「その方が好都合だ。むしろ本気になって四六時中襲われ続けるよりはよほどいい」

　敵がアルディスを侮あなどってくれればそれだけ対たい峙じしたときには相手の隙をつきやすい。周囲の人間から魔ま術じゆつ師しだと勘かん違ちがいされても、アルディスがそれをわざわざ訂てい正せいしたりしないのは同じ理由だ。

　しかしその一方で侮られるということは軽かろんじられるということでもある。与くみし易やすしと思われて無む駄だな争いに巻き込まれるというデメリットもあったが、どのみちセレスとカレンへの追っ手はアルディスに対する評価とは関係なくやって来るのだ。ならばこちらを侮って油断してもらった方が好都合だろう。

「して、新しい剣の具合はどうかね？　試ためし切りはしたのであろう？」

「人聞きの悪い事を言うな。剣の切れ味を試すために戦ったわけじゃない」

　話題を変えるにしても、もう少し穏おん便びんな表現はできないのかとアルディスは眉まゆをひそめながらも、手に入れたばかりの魔ま剣けんを振るった感かん触しよくにまんざらでもなさそうな声こわ色いろで答えた。

「まあ、悪くない……というのは控ひかえめすぎる表現か。さすがに魔剣だけあって大した代しろ物ものだ。特とく殊しゆ能力が微び妙みようだろうが、そんなのは関係無く十分すぎるほど使える」

「うむ。我が主の剣としてふさわしいひと振りであろう。だが特殊能力が微妙だなどと言うのは性急に過ぎるぞ」

　意味を読み取れないネーレの言葉にアルディスは素す直なおな問いを投げかけた。

「どういう意味だ？」

「商会でわかった風な事を言っておったあの男、価値を見み抜ぬく見抜けぬなどとほざいておったが、我に言わせればあやつの目も十分節穴よ。その剣が持つ価値を知っておれば金貨五十枚などと馬ば鹿かげた値はつけぬ。本来の価値は金貨千枚どころの話ではあるまい」

　今夜のネーレはずいぶんと口が悪い。感情の揺ゆれをあまり見せることのないネーレにも機き嫌げんの悪い日くらいはあるのだろうと、アルディスは勝手に納得した。

　ただネーレが口にした言葉には無視できない点がある。

「この剣を知っているような口ぶりに聞こえるが？」

「ずいぶん前の話ではあるが、当時の使い手と面識があった。剣の銘めいも知っておるぞ。確か『数多あまた退けし暴雨はやさめ』と言ったか」
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「なんだそりゃ？　ずいぶん長ったらしい銘だな」

　店の従業員も『たまたま手に入っただけの品』と言っていたほどだから、その素す性じようなど分かるはずもないと思っていたアルディスだが、まさかこうもあっさりと銘がわかるとは思ってもいなかった。

　同時にずいぶんと奇き妙みような銘を付けたものだと感心したように剣けん身しんを眺ながめるアルディスへ、ついでのようにネーレが付け加えてきた。

「持ち主はただ『クスィール』とだけ呼んでおったぞ」

「クスィール、ねえ」

　それがどんな意味を持つのかアルディスにはわからない。ただ少なくとも『数多退けし暴雨』などという銘よりもよほどましだと思った。

「さて。今こ宵よいはもう襲撃もあるまい。後の始末は我が受け持つゆえ、我が主あるじは部屋に戻もどって身体を休めるが良い」

　ネーレに促うながされたアルディスは、釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱かかえながらもその申し出を受けることにした。

　──眠ねむい。

　さっさと身体を休めろという欲よつ求きゆうがどこからともなく湧わき上がって全身を包み込む。

　昼間に睡すい眠みんを取りはしたが、アルディスの身体を襲う強きよう烈れつな眠ねむ気けがあの程度で解消できるわけもない。仕方なくアルディスは襲撃者の後始末をネーレに任せると、双ふた子ごのいる部屋へと戻って行った。
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　アルディスが襲撃者を撃げき退たいしていたその頃、ティオリア市から北へ歩いて一日ほどの距きよ離りにある場所でわずかな月明かりとランタンの光を頼たよりに歩く傭よう兵へいたちの姿があった。

　先頭の傭兵が手にするランタンが照らすのは六人の影かげ、そしてまばらにそびえる大樹の幹。林と呼ぶにはあまりにも寂さびしく、草原と呼ぶには見通しの悪い場所を黙もく々もくと進む傭兵たち。

　やがて傭兵たちがたどり着いたのは打ち捨てられた古い神しん殿でん跡あと。目的地に到とう着ちやくしたことで傭兵たちの緊きん張ちようが緩ゆるんだ。

「なんでわざわざこんな夜中に来なきゃならないんですかねえ」

　傭兵のひとりが今さらなぼやきを口にした。

「夜が出てる間じゃないとダメっていう話だから」

「だったら夜明け前とかでもいいじゃないですか」

　別の傭兵が仕方ないだろうと理由を説明しても、納得しないらしく抗こう弁べんを続ける。

　そこへまた別の傭兵が口を差し挟はさんだ。

「調査が長引いて夜が去っちまったらどうすんだよ。また丸一日ここで待機するのか？　俺としては明日の夕方にはティオリアへ戻っておきたいんだよ」

　彼らがわざわざ危険を押してまで深夜に動き回っている理由は、明後日あさつての朝に募ぼ集しゆうが開始される予定の護衛依い頼らいにある。アルバーンへ向かう商隊の護衛という話だが、人数、拘こう束そく期間が彼らにとってこの上なく都合良く、しかも報ほう酬しゆうは相場より三割も高い。割のいい依頼を逃のがしたくないという欲よくが彼らの余よ裕ゆうを失わせていた。

「着いたぞ」

　先頭を歩いていた傭兵が建物をランタンで照らす。おぼろげに照らされた神殿の建物は見るからにボロボロで、長い間人の手が入っていないことを感じさせた。

　建物を浮うかび上がらせていたのは傭兵の持つランタンの光と空から降りてくるわずかな月の光。そしてもうひとつ、建物の下から照らす鈍にぶい光である。

　鈍く光っているのは建物の側に広がっている湖の水面。月の光を鏡面のように反射して、かつて神殿であった建物を浮かび上がらせている。それはあまりにも場ば違ちがいな、そして幻げん想そう的な光景であった。

「で？　調査っていうのは何をするんです？」

　たとえ神秘的な光景が広がっていようと、ここは人の手から離れてしまった危険な土地である。早々に仕事を終えてしまいたい傭兵が仲間を促した。

「湖の水位調査だとさ。水位が予想よりも高い場合は水を少し逃がして調整するんだよ」

「水位？　こんな人里離れた場所の湖で水位が上がろうが下がろうが大した問題じゃないでしょうに」

　町の側を流れる川の上流というのであれば理解はできるが、ここは孤こ立りつした湖である。おまけに水があふれたところで周囲に人里もないのだから、水位がどうなろうとわざわざお金をかけてまで調査する必要などないだろう。

「知るかよそんなこと。とにかく請うけ負った以上、依頼は依頼だ。やることやって報酬を受け取れりゃあそれでいいだろ」

「報酬額も悪くなかったしね」

　だが報酬目当てで依頼を受ける傭兵など大半がそのようなことには頓とん着ちやくしない。むしろ疑問を持つ方が傭兵としては変わり者といえるだろう。

　傭兵たちは依頼された調査を行うため建物の側に広がる湖のほとりへと足を進める。

「えーと、確か建物に近いところへ目印になる岩があるって話だったけど……」

「あれじゃない？」

　それらしい岩を見つけて傭兵のひとりが指し示す。

「ああ、それっぽいな」

　傭兵たちが見つけたのは半分ほどが湖に浸つかった縦長の岩だ。岩自体は自然の中にでも見かけることができそうな形状であり、人の手によって加工されているわけではなさそうだった。しかし大きさが小こ柄がらな人間ほどもある岩が直立し、水辺ギリギリのところへおかれているのだ。人じん為い的に配置されたものであろう事は容易に推測できる。

「これ、わざわざ水位を測るために置いたのかな？」

「そうなんだろ。岩が自然にこんな立ち方するとも思えないし」

「あ……。ほらここ、何か文字が掘ほってある」

　傭兵のひとりが岩に刻まれた文字らしき痕あとを見つける。

「本当だ。ずいぶん古い文字だな。読める？」

　傭兵たちの中で最も博識なひとりがランタンの光を頼りに目をこらす。

「んー……、ほとんど消えてるから断だん片ぺん的にしか読めないなあ。『……湖面の上じよう昇しよう…………夜の間は…………大量の……防ぐ…………後世へ……残す……』……さっぱりだ」

　刻まれた文字は長い年月の間風雨にさらされてほとんどが消えてしまっていた。かろうじて残された文字から、何がもともと刻まれていたのか推測するしかない。

「まあ、これが作られたときの経けい緯いとか掘ってあったんだろうよ」

「それよりさっさと終わらせようぜ」

　もともとそこまで興味があるわけでもなかったのだろう。傭兵たちはさっさと結論付けて仕事の話に移っていった。

「そう急せくなよ。えーと、岩全体の五分の一以上が浸かっていたら……って、どう見ても半分くらい来てるよな、これ」

　岩の状態を見て頭をかく傭兵。

「そうだな、半分くらいは湖に沈しずんでるみたいだ。というかそれだけ水位が上がってるってことなんだろうけど」

「同じような岩が湖を囲むようにして六カ所あるらしい。残りの五カ所も一応確認してみよう」

　ぐるりと湖を一周して傭兵たちは同じように配置されている岩の状態を確かく認にんする。予想された結果ではあったが、どの岩も半分ほどが水の中に沈んでいた。

「完全に水位が想定よりも高くなってるね」

「じゃあ水位を下げる処置をしなきゃならねえじゃねえか、面めん倒どうくせえ」

「しょうがないだろ、それが依頼の内容なんだから。そりゃ確認して何の問題もなし、ってのが一番楽だったけどさ」

　彼らの受けた依頼は湖の水位調査だが、水位に異常があった場合の対処も依頼内容に含ふくまれていた。それはあらかじめ説明されていたことであり、異常への対処をしようとするまいと報酬額が変わらないことも承しよう諾だく済みである。当然傭兵たちとしては『異常なし。即そく撤てつ収しゆう』の方がいいに決まっていた。

「いいからさっさと始めちまおうぜ。どうすりゃいいんだ？」

　傭兵のひとりが諦あきらめたように仲間を促す。

「岩と岩の間、両方からの距離がちょうど等しくなる位置へ穴を掘ってこの石を埋うめるんだってさ」

　別の傭兵がそう言いながら小さな球形の石を六つ、腰こしに下げた袋ふくろから取り出した。

「何だその石？」

「さあ？　何か魔ま力りよくでも込められてるんじゃないの？　わかんないけど」

　石の大きさは親指の爪つめほど。月明かりとランタンの光ではよくわからないが、受け取ったときに見た色は深い青だった。

　傭兵たちの中に魔力を見ることが出来る人間はいないため、石が魔力を帯びているのかどうかも判別はできない。だがこの石を埋めるだけで湖の水位を調整できるというのならば、何らかの魔ま法ほう的な効果が込められているに違ちがいない。

「六つあるって事は、穴も六カ所必ひつ要ようってことだよな？」

「当然だろ」

「じゃあ二手に分かれて作業をしよう。ちゃんと岩と岩の中間地点に埋めるんだぞ」

　傭兵たちは三人ずつの二組に分かれ、互たがいが離はなれすぎないよう右回りに水際を移動し始める。一人が周囲の警けい戒かいと灯あかりの維い持じを担当し、残るふたりが穴を掘る。

　埋める石が小さいということもあり、それほど深い穴は必要としない。結局警戒していた獣けものの襲しゆう撃げきもなく、傭兵たちは六カ所すべてに二時間ほどで石を埋め終わった。

「これで最後だな」

「どうだ？　変化あったか？」

　劇的な変化が起こるかと思って期待していた傭兵は落らく胆たんしながらも岩についた水面の跡あとを見て判断する。

「うーん……。ちょっと水位が下がってるみたいだな。このまま時間が経たてばいい感じになるんじゃないか？」

「そうか、じゃあ俺たちの仕事は終わりだな」

　今のところ運良く襲撃を受けてはいないが、その幸運がいつまでも続くとは限らない。誰だれひとりとしてこんなところに長居はしたくないのだ。

「そうだな、水位が下がったのを最後まで確認しろとは言われていないし、そろそろティオリアへ戻るか」

　傭兵は依頼内容を誠実に遂すい行こうすることが求められる。しかしその一方で契けい約やくに定められていない『結果の確認』までは彼らの知るところではない。契約外の仕事を進んで行うのは確かに篤とつ行こうかもしれないが、それも度が過ぎると長生きはできない。傭兵というのはそういう生業なりわいであった。

　当然反対意見も出るわけはなく、傭兵たちは荷物をまとめてそそくさと湖を後にした。
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　朝日が昇のぼり、本格的に人々が動き始める時間帯。

　レダは朝食もそこそこに街へと繰くり出す。もちろん遊び回るわけではない。少しでも食くい扶ぶ持ちを稼かせぐための仕事を探さなければならないからだ。

　まずは行きつけの食堂へと足を向ける。行きつけと言っても食事をするわけではなく、裏方の仕事をよく手伝っているという意味での馴な染じみ客ならぬ『馴染み労働者』である。

　まだ開店準備中のプレートが提かかげられている正面入り口ではなく、従業員が出入りするための裏口扉とびらを開いて覗のぞくと、すぐに見つかる店主の男へと声をかけた。

「おはようさん。今日も皿洗いの仕事ないかな？　食材運びの仕事でもいいんだけど」

　店主は声をかけられたことにすぐ気付き、荷運びの手を止めて振ふり向いた。

「ああ、レダか。……今日はそこまで忙いそがしくならんだろうし、人手は足りてるな」

「そっか……。また今度よろしくね」

　もともと人手不足が常態化しているのなら新たに人を雇やとうのが当たり前だ。大人数の予約が入っていたりと特別な忙しさがあらかじめわかっている時ならばいざ知らず、普ふ段だんから臨時の人手が必要になるわけもない。

　断られてもさほど応こたえた風もなく、レダはすんなりと引き下がって次の見込み先へと移動する。

　大通りの両りよう端はしを埋める露ろ店てんのひとつに顔を出したレダは、ひとりで店番をしている中年男へ笑え顔がおを向ける。

「おっちゃん、おはよう。なんか手伝うことない？」

「俺が暇ひまそうにしてるのが見えないか？　悪いが今日は何にもないよ」

　見るからに暇をもてあましているその様子にレダも苦笑いを返す。いくら仕事が欲しいからといっても、人手を必要としていない相手へしつこく食い下がったところで相手の心象を悪くするだけだ。女であるレダを対等な相手として見てくれる店主は貴重なのだ。機き嫌げんを損そこねるわけにはいかなかった。

　その後もいくつかの露店を回って声をかけていくが、今日に限ってなかなか仕事にありつけない。

「こんな日もあるよね……」

　仕事を探し歩く女性はレダだけではない。うかうかしていると今日は全く稼ぎがないなんてことになる。レダは気合いを入れ直して道行く人に目を向ける。

　昨日は運良く街の案内をする仕事にありつけた。実入りも悪くなかったし、案内した一行が他国から来た傭よう兵へいだったため、蔑さげすむような目で見られずにすんだのも良かった。もちろんそんな幸運がそこいらに毎日転がっているわけもないが、黙だまってじっとしていたのでは幸運も仕事も見つけることなどできない。

　大きな荷物を背負って通りを歩いていた行商人を見つけると、レダは歩調を合わせてそのとなりに並ぶ。

「そこの行商人さん。荷物持ち雇ってみない？　安くしておくから」

「……」

　自分の顔を指さして愛あい想そ良く声をかけるが、行商人はレダを一いち瞥べつしただけで黙って歩き続ける。

　もちろんそれくらいではレダも引き下がらない、馴染みの相手とは違って最初から好意的な反応を期待するのはもともと諦めている。

「お使いとか売り子とか、何でもいいから仕事ないかな？　ね、お願い行商人さん」

「……えるか」

　食い下がるレダに視線を向けず、行商人はボソリと何かを口にした。

「え？　なに？」

　言葉を聞き取れず、問いかけたレダに向けて行商人が顔を向ける。その目に見慣れた感情が潜ひそんでいるのをレダは瞬しゆん時じに悟さとって落胆した。

「女なんぞが雇えるか！　女が男の仕事に手ぇ出すんじゃねえ！」

　レダの足が止まった。

　お構いなしに進んでいく行商人が遠ざかる。

　自分へ向けられた侮ぶ蔑べつと嫌けん忌きの感情に、立ち尽つくすレダは知らず知らず拳こぶしを握にぎりしめた。

　大だい丈じよう夫ぶ、こんな事は馴なれている。あたしはこれくらい平気。そう自分に言い聞かせながらレダは心を静める。見ず知らずの人間へ自分を売り込めば、ああいった反応が返ってくることはよくあることだった。それをいちいち気にしていたら、女が仕事を探すことなんてできはしない。

　だがそれでもレダとて人の子である。しかも今年ようやく十六になったばかりとくれば、鋼の心と精神を持っているわけではない。耐たえることはできても胸に刺ささるチクリとした棘とげは一本ずつ確実に痛みを与あたえてくる。

「女で……、何が悪いのよ……」

　レダはこの国が嫌きらいだった。

　ただ女に生まれたというだけで蔑まれ、自立することも許されないこの国の習わしが嫌いだった。

　ただ男に生まれたというだけで威い張ばりちらし、優ゆう遇ぐうされ尊重されるこの国の慣習が嫌いだった。

　女というだけでまともに働くこともできず、ただただ男の憐れん憫びんにしがみつかないと浮うき上がることすらできない風習という底なし沼ぬまが嫌いだった。

　それを何ひとつ変える力のない自分の無力さが嫌いだった。

　だがそれでもレダはこの国で生きるしかない。レダひとりだけならば故郷を捨てることもできる。しかし女手ひとつで自分を育ててくれた母親と、まだ幼い弟のふたりを残しては行けない。

　もがいてももがいても抜ぬけ出せない蟻あり地じ獄ごくのような暮らしに、レダはただ今の自分に出来る事をして耐えるしかなかった。
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　アルディスが襲撃者を撃げき退たいした翌日。

　やわらかい寝ね床どこでまとまった休息を取ったこともあり、疲ひ労ろうと眠ねむ気けを解消したアルディスはセレスとカレンを連れて街へと出かける。人ひと混ごみを怖こわがるかと思った双ふた子ごも同行することを望み、そうなればネーレひとりが宿に残る必要性もない。結果として全員そろって表通りを散策することになった。

　もちろんただブラブラと歩き回るのが目的ではない。あえて自分たち──主にセレスとカレン──の姿を人目に触ふれさせることで帝てい国こくからの追っ手に見せつける意図がある。いずれコーサスの森に戻もどる時のため、セレスたちがナグラス王国を出て北へ向かったと思わせたいのだ。

　とはいえ昨晩ひとりを除いて襲撃者を殲せん滅めつしたばかりである。昨日の今日ではさすがに手を出して来ないだろうし、監かん視しの目すらあるかどうかわからない。アルディスは一応の警戒を保ちながらもティオリアの市街地をゆっくりと見て回る。

　ティオリアは活気もあり街中の道や用水路もしっかりと整備されている。トリアには及およばないものの商店も多く、交通の要所でもあるため旅人や行商人の姿もよく見かける。悪い町ではないと感じさせながら、その評価を台無しにするのは女性に対する扱あつかいだった。

「我が主あるじ、昼はどうするかね？　そろそろフィリアとリアナの腹で虫が騒さわぎ始めるのではないか」

「もうそんな時間か。……そこの店に入ってみるか？」

　目の前にある食堂らしき店へ顔を向けて立ち止まったアルディスに、セレスが同意する。

「そうね。せっかくなんだし滞たい在ざい中はいろんなお店で食べ比べたいものね」

　ティオリアを発たってまた野外に出れば、新しん鮮せんな食材や香こう辛しん料りようをふんだんに使った料理などそうそう食べられるものではない。おいしい食事に反対する者はひとりもいなかった。

　アルディスたちは昼食を取ろうとさっそく食堂の中に入り席を確保する。

「では『今日のおすすめセット』を六人分いただけますか。そのうちふたり分は量を半分に減らしてください。あとは──」

「単品でこのパイル肉の香こう草そう焼きもお願い」

　テーブルにやって来た給きゆう仕じの男にカレンが代表して注文を告げ、横からセレスが追加の料理を頼たのむ。注文内容を果たしてきちんと理解しているのか、給仕はニコリともせずに厨ちゆう房ぼうへと姿を消していった。

「少し不安ですね。ちゃんと聞いていたのでしょうか……？」

　不満げな表情をあらわにするカレン。その不安は見事に的中する。

「遅おそいな」

　注文を伝えてから三十分ほどが経過した。

　もともとアルディスは時間に神経質な方ではないが、周囲のテーブルへ次々と料理が運ばれる中、自分たちの料理だけがなかなか提供されないとなればイライラも募つのる。

　それからさらに五分ほどかかって、ようやくアルディスたちのテーブルへ料理が運ばれてきた。

　ひとまず不満を心の中に押し込んでアルディスたちは料理に手をつけ始める。

　おすすめセットとして提供されたのはバスケットに盛られたパンと底の深い器うつわに入った煮に込こみ料理、そして皿に載のった腸ちよう詰づめと葉野菜の炒いため物だ。

「悪くない」

「ん、おいしいね」

　アルディスのどうでもいいつぶやきに反応するのは、庶しよ民みんの味を苦もなく楽しめる風変わりな元皇女である。城で食べていた料理とは素材からして比べものにならないだろうに、その順応力は大したものであった。

「ふー、ふー、ふー………………、あひゅ！」

　スプーンですくった煮込み料理を丹たん念ねんに冷まし、それでも口に入れた途と端たん熱さに声をあげているのは双子の片割れフィリアである。

　もう一方の双子であるリアナはフォークに突つき刺した一本の腸詰めをチビリチビリとついばみ続けている。腸詰め一本を食べきるのにいったいどれくらいの時間がかかるのだろうか。

「そういえば、セレス様が注文した香草焼きがまだ来ていませんね」

　ふとカレンが未提供の注文を思い出す。

　給仕を呼び止めて訊たずねようとしたとき、無視できないセリフがアルディスたちの耳を打った。

「あいよ。パイル肉の香草焼き、お待ち！」

　声のした方を見ると給仕が他ほかのテーブルへと料理を届けたところだった。問題はその料理がセレスの注文したものと同じものであったこと、そしてそのテーブルに座る客がアルディスたちよりも後から店に入ってきた者たちであったことだ。

　カレンが給仕を呼びつける。

「ちょっと、給仕の方！」

「……なんだよ。今忙しいんだが」

　給仕がしぶしぶとアルディスたちのテーブルまでやって来た。あからさまに嫌いやそうな顔を隠かくしもしないその態度は、接客を仕事にする者とはとても思えない。

「最初に注文したとき、パイル肉の香草焼きを頼みましたよね？」

「ああ、まだ時間がかかるから待ってろ」

「時間がかかる？　ではどうしてあちらのテーブルにはその料理がすでに提供されているのですか？　あちらの方々よりもわたしたちの方が先に注文をしたはずです。同じ料理を提供するのに、後から注文した方へ先に届けるというのはおかしいでしょう」

　カレンが訴うつたえたのは至し極ごく当然の要求だったが、それに対する返答はあまりにも予想外なものだった。

「おかしくもなんともねえだろ。注文が後だろうが先だろうが向こうは男、あんたは女。どっちを先にするかなんて言うまでもないだろうが。あんたも女だったら黙って大人しく待ってろよ。連れの男に恥はじをかかせるだけだぞ」

「なっ……！」

　給仕のひどい言いぐさに言葉を失うカレン。

　謝罪はもちろんのこと、開き直りすら口にしない。アルディスたちには理解できない理り屈くつを給仕の男はそれがどうしたとばかりに堂々と言い放つ。

　アルディスとセレスがそろって眉まゆをひそめるが、それとは対照的に涼すずしい表情でカレンをなだめるのはネーレだった。

「腹を立てるだけ無む駄だというもの。昔であればいざ知らず、ここはもはや蒙もう昧まいの国と呼ぶのが似つかわしい土地だ。相手にするでない」

「しかしネーレさん──」

「あんたも男ならしっかり女の手た綱づなを握っておけよ」

　カレンとネーレのやりとりなどどうでもいいとばかりに、給仕の男はアルディスを相手に口を開く。

「他国の傭よう兵へいだろうがなんだろうが、この国にはこの国の文化ってのがあるんだ。女なんぞに好き勝手しゃべらせてたら、恥をかくのはあんただぜ。まあその歳じゃあ自分の事で精せい一いつ杯ぱいなんだろうけどよ」

　皮肉めいた給仕の言葉にアルディスは冷たい視線を向けて答える。

「別に俺は保護者でもなければ教育係でもない。そもそもあんたに余計な干かん渉しようを受ける義理もない」

　ついでに素人しろうと相手でも伝わるよう、魔ま力りよくを使って圧あつ迫ぱく感かんのある重い風をゆっくりと差し向ける。アルディスの向ける威い圧あつを感じ取ったのか、給仕の男ののどが上下に動き、息をのんだのが目に見えてわかった。

「三分以内に持ってこい。できないならもういらん」

「わ、わかった……」

　言葉を詰つまらせながら頷うなずくと、給仕は逃にげるように厨房へと走って行った。

「大人げがないな、我が主よ」

「ご覧の通り若造なんでな。少々こらえ性しようがないのは多めに見てくれ」

　この場にいる人間の中で、ネーレだけが唯ゆい一いつアルディスの弄ろうした小細工を理解しているのだろう。からかうようなネーレの言葉を、アルディスは十五、六歳の少年にしか見えない外見をいいことに受け流す。

「果たして見た目の年ねん齢れいを額面通り受け取って良いものやら」

　だが続くネーレの言葉に眉をピクリと動かし、アルディスは短い沈ちん黙もくの後に問い質ただす。

「……どういう意味だ？」

「さて、どういう意味であろうな」

　それ以上の追つい及きゆうは無駄といわんばかりにネーレはとぼけた。あまり深く追及しても墓ぼ穴けつを掘ほりかねないと判断して、結局その場はアルディスも引き下がる。

　少々居い心地ごこちの悪さを感じながらも食事を終えて店を出ると、カレンが声を荒あらくして給仕への怒いかりを口にし始める。店の中ではかろうじて我が慢まんしていた不満をおさえきれなくなったらしい。

「いったいなんですかあの言いぐさは！　本当に腹の立つ国ですね！」

「お、落ち着いてカレン。気持ちはわかるけど、すっごい目立ってるよ」

　荒ぶる侍じ女じよをなぜか元主人であるセレスが懸けん命めいになだめていた。

　気持ちはアルディスにもわかる。ティオリアに着いた当日の露ろ店てんでもそうだったが、この国における男性優位の慣習は度が過ぎているように感じる。魔ま剣けんを見つけた商会の従業員は女性を軽かろんじるような態度を見せていなかったが、あれはむしろこの国の基準からすると少数派に与くみすると思われた。

　考えてみればアルディスたちが滞在している『湖こ畔はんの森亭てい』の従業員もあからさまに女性を軽視するような対応はしない。おそらくレダは意図的にそういう店へ案内してくれたのだろう。

「……失礼しました。セレス様の侍女ともあろう者がお見苦しいところをお見せしてしまいました」

　ようやくカレンの怒りも収まったようだ。多少なりとも不満を発散することができたらしい。

「あ、いや、いいよ。うん、私も腹立たしいのは同じだし。気にしないで」

　気にするなと言うセレスに向けて、侍女の心得的な言葉を口にするカレン。

「いいえ、そうはまいりません。侍女たる者、平常心を心がけねばなりませんし、内心を表情に表すことなどあってはなりませんので」

　その割にはずいぶん喜き怒ど哀あい楽らくが顔に出ている気がするが、あえてアルディスはそれを口にせず沈黙を保った。ポーカーフェイスの従者ならすでにもう間に合っている。戦せん闘とうの最中ならば話は別だが、少女のうちは少女らしく喜怒哀楽を素す直なおに出していればいいのだ。
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　人の往来でにぎわう通りを進み、ティオリア市の中央にある広場へとたどり着いたアルディスたちは、何やら人だかりができていることに気付く。人だかりの中央には役人らしき格好をしたひとりの男が立ち、台に乗って声を張り上げていた。

「あれなあに？」

「さて、なんだろうな」

　フィリアの問いかけにアルディスは首を傾かしげるが、男の声が聞こえてくるとその疑問はすぐに解消する。

「今期の募ぼ集しゆうは定員数がいつもよりも多くなっています！　我われこそはと思う方、ティオリアの盾たてとなって民たみを守ろうという志がある方、腕うでに覚えのある方の志願をお待ちしています！」

　どうやら志願兵の徴ちよう募ぼらしい。周囲のティオリア市民も落ち着いているところを見ると、何か火急の事態が起こったからというわけではなく、定期的に行われている募集なのだろう。

　役人の声が続く。

「志願するためには次の条件を満たす必要があります！　ひとつ、ティオリアの市民権を持つ成人であること！　ふたつ、訓練に耐たえうる健康な身体からだであること！　みっつ、過去に犯罪歴がないこと！」

　ごく一いつ般ぱん的な条件を役人が読み上げる。

　しかし次の瞬しゆん間かん放たれた役人の言葉に、広場に集まった群衆のざわめきがピタリと止まる。

「なお、性別は問いません！」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　そして途端に大音量となるどよめき。

「性別を問わないって……、つまり私みたいな女でもいいってこと？」

「本当か？　女を兵士にするっていうのか？」

「噓うそじゃないよな？」

「いや、あの市長なら考えかねないだろ」

　なんの前まえ触ぶれもなく突とつ然ぜん兵士への門戸を女性にも開くという布告に、広場は一転して大おお騒さわぎになっていた。

「ねえ！　あたしでも兵士に志願していいの？　本当に女でもいいの？」

　聞き覚えのある声に目を向ければ、先日アルディスたちを案内してくれたレダという名の少女が別の役人に詰め寄っていた。

「無論だ。先ほどの条件を満たすのであれば、だがな」

「本当に……、本当にだよね！」

「くどいぞ。これは市長による正式な布告だ。そんなに信じられないなら無理に応おう募ぼする必要はない」

「いや、するよ！　志願する！」

　前のめりで食くらいつくように役人に迫せまるのはレダばかりではない。その周囲には何人もの女性が同じように役人へ質問を雨あられと浴びせていた。どうやらアルディスたちはティオリア市にとって大きな転機となる場面を目まの当たりにしたらしい。

　アルディスたちと同じように遠目からそれを見ていた人々も、まさかの事態に戸と惑まどっている。そんな中のひとり、赤子を抱だいた若い女性を捕つかまえてセレスが訊たずねる。

「あの……、あれってそんなにすごいことなんですか？」

　帝てい国こくでは数こそ少ないものの女性兵士は存在する。おそらくセレス自身を護衛していた兵士たちも男性ではなく女性だったに違ちがいない。それが当たり前だったセレスにしてみれば、女性兵士と言われても「ふーん、そうなんだ」程度にしか思えないのだろう。もちろんブロンシェル共和国が男性優位社会であることを思えば、帝国と同じように考えることはできないだろうが……。

「確かに兵士になる女性は少ないだろうけど、こんなに大騒ぎすることでしょうか？」

　突然話しかけられた若い女性は、見知らぬ少女の格好を見て納なつ得とくした顔を見せると逆に問いかけてきた。

「他国の人ですか？」

　帯たい剣けんしていることから傭兵または探たん索さく者だと判断されたのだろう。

　セレスは素直に頷いた。

「だったら不思議に思うのも仕方ないかもしれませんね。でもこれって共和国ではものすごいことなんですよ」

「はあ、そうなんですか？」

「この国では女が働いて賃金を稼かせぐことは不徳であると言われるくらいですから。夫の手伝いをしたり、家計を助けるための小こ遣づかい稼ぎ程度ならまだしも、正式な職に就つくのはとても難しいんです。特に公職へ就くことは法律で禁止されているくらいですし」

　その話を横で聞いていて、アルディスはなるほどと納得する。

　レダをはじめとして女性たちがあれほどまでに必死になるのは、『職に就く』という選せん択たく肢しが今まではなかったからなのだろう。

「だが兵士もある意味公職だろう？　法律で禁止されているのなら徴募も無理なんじゃないのか？」

　セレスと若い女性の話に割り込んでアルディスは純じゆん粋すいな疑問をぶつけてみる。

　すると、さらに横から別の中年女性が割り込んで来て勝手に説明をし始めた。

「それがね、兵士の職は公職法の範はん囲い外がいなんだってさ。市長も考えたもんだねえ。さすがに法律を破るわけにはいかないけど、法の許す範囲で何とか女性の地位を引き上げようとがんばってらっしゃるんだよ」

　その中年女性によれば、現ティオリア市長は女性の社会進出を推進する開明派の旗手として知られているらしい。今回の女性登用もその市長だからこそ踏ふみ切れた施し策さくだろう、というのが中年女性の見立てだそうだ。

「でも、兵士なんですよね？　危険な仕事じゃないですか」

　他人ひと事ごとながら心配そうな顔を見せるセレス。

「だからこそ公職法でも適用外だったんだろうね。まさか女性兵士を徴募するなんて、国のお偉えら方がたも考えてなかったんだろう」

　もっともな話である。明確に法で禁止されていなくとも普ふ通つうはいきなり女性兵士を募集しようなどと考えない。傭よう兵へいや探索者にも個々人で見れば強い女性はたくさんいるが、それでも常識的に考えて戦いに向いているのは男性の方だ。

　女性の社会進出を考えるなら文官や役人の登用から少しずつ始めるべきだろうし、そもそもそれ以前に社会全体として人々の意識を変えていく方が先ではないだろうか。

　アルディスたちが話をしている間にも、役人が徴募内容の説明を続けていた。募集するのは市内警備兵ではなく市外駐ちゆう留りゆう兵であること、危険な仕事であることを役人はやたらと強調している。もしかしたら役人個人は女性の社会進出を望んでいないのかもしれない。

　市内警備兵に比べ市外駐留兵は危険性が高くもともと志願者が少ない。治安維い持じと犯罪捜そう査さが主となる市内警備兵に比べ、市外駐留兵は街かい道どうの安全確保や拠きよ点てん防衛などを担になうため必然的に危険な獣けものや魔ま物ものと遭そう遇ぐうしてしまう確率が高い。

　そのため市内警備兵と市外駐留兵の徴募が同時に行われると、志望者は市内警備兵に集中する傾けい向こうがある。市外駐留兵は人気がない。だからこその女性登用なのだろう。

　広場は当初の騒さわぎから次し第だいに落ち着きを見せ始める。

　冷静になればいかに危険な職であるかは理解できるはずだ。しかし危険な仕事であることを承知の上で志願するティオリアの女性たちは確かにいる。レダもそのひとりだった。

「彼女たちは危険性を理解できているのでしょうか？」

「危険だと知っていても、飛びつきたくなる気持ちはわかるよ。一家の大黒柱が元気ならわざわざ危険な仕事なんてしなくていいけど、働き手を失った家はそうもいかないだろ？　残された妻と子供が食べていくのは難しいんだ」

　カレンの疑問に中年女性は表情を暗くして答える。

　共和国では女性が一日働いて得られる賃金はせいぜい銅貨二枚から三枚。休みなしで働いても月に金貨一枚へ届かない程度だという。それに比べれば兵士の職は一兵卒でも月に金貨一枚を下回ることはまずない。

　市外駐留兵という危険な職務であることを考えれば、おそらく他ほかの兵士よりも賃金面では優ゆう遇ぐうされているはずで、金貨二枚以上は期待ができる。これは家族三人を養うのに十分な金額だ。働き手を失った家の女性にとって、志願兵の募集は願ってもないチャンスだろう。

　中年女性の説明を聞いたセレスは複雑そうな表情を浮うかべたまま、役人のもとへ殺さつ到とうする女性たちを見つめていた。
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　市外駐留兵の徴募を見かけてから二日。

　アルディスたちはあいかわらずティオリアの街中へと出かけては人通りの多い場所をあてもなく散策して時間をつぶしていた。いくらにぎわい栄さかえているティオリア市といえどさすがにこれだけの時間をかければ目新しさは感じなくなる。疲つかれを取るという意味でも十分な休息が取れたことで、焦あせりを感じ始めた緑眼の少女がアルディスに詰つめ寄った。

「いつまで滞たい在ざいするつもりなのですか？」

　宿の一階にある食堂で昼食をとっていたとき、カレンがその顔に不満いっぱいの表情を浮かべてアルディスを問い詰めてきた。寄せてきた顔がアルディスの視界を埋うめ、カレンの左目め尻じりにある泣きぼくろまでがハッキリと目に映る。

「さっさとティオリアを出たいって顔だな。やっぱり居い心地ごこち悪いか？」

　苦く笑しよう気味の笑えみを見せたアルディスの言葉に、そんなはずはと逆に驚おどろきを浮かべて自分の顔をペタペタとカレンは触さわって確かめる。どうやらこの侍じ女じよ、自分が表情に出やすい性格だと気付いていないらしい。

　確かに共和国の男尊女じよ卑ひは目に余る。ティオリアの治安はいいし、街にも活気があり、お店に並ぶ品も悪くないが、それを台無しにするのが男性優先の慣習だ。双ふた子ごを含ふくめて女性がほとんどのアルディス一行にとって、居心地がいい町とはいえなかった。

「居心地が悪いのは否定しませんけれど、わたしが言いたいのはそういうことではありません。あまりゆっくりしていては追っ手がまたやって来るのではありませんか？」

　気を取り直したカレンが懸け念ねんを口にする。ティオリアへ到とう着ちやくして二日目の夜には襲しゆう撃げきを受けているのだが、それを知るのはアルディスとネーレのみ。カレンとしてはいつ追っ手が来るか気が気でないのだろう。

「やって来てもらわないと困るからな」

「……どういうことでしょう？」

　意図を測りかねたのか、カレンの整った顔に疑念の色が浮かんだ。

　アルディスたちがわざわざ用もないのにブロンシェル共和国にまで来ている狙ねらいは、帝国の追っ手にセレスたちが北へ逃にげていると誤ご認にんさせることだ。そのためには追っ手を完全に撒まいてしまっては意味がなくなる。しっかりとアルディスたちの行方ゆくえを捕捉してもらい、こちらがコーサスの森から離はなれていることを本国に報告してもらわなくては困るのだ。

　周囲へ気を配りながら小声でカレンへそう説明すると、一応理解したような表情は見せる。しかしその一方でやはり完全に納得するには至らないようだった。

「ですが……、それは少々危険では？」

「問題ない。やつらだって人目のあるところで襲おそって目立ちたくはないはずだ。ただ念のため出歩くときは必ず俺かネーレが同行する。ひとりで出歩くなんてのはもってのほかだからな」

　セレスたっての希望なら、とふたりで勝手に出歩きそうなカレンへアルディスは釘くぎを刺さしておく。

　カレンの懸念はもっともだが、二度戦った経験から判断するに追っ手の力量はアルディスやネーレにとって脅きよう威いとも言えない。さすがに人海戦術で襲ってきたならばアルディスとて苦戦を強しいられるだろうが、そのためには百人単位で同時に襲いかかってくる必要がある。

　だが追っ手が他国の町でそのように強ごう引いんな手段を取るとは考えられない。そもそも表向きにはその存在を知られていない特務部隊がそんなに多くの人員を抱かかえているとは思えない。また、たとえそれだけの人員を抱えていたとしても、白昼堂々と姿を見せて他国で騒ぎを起こすとは思えなかった。何かの間ま違ちがいでそれが現実になったとすれば、もはやそれは暗部と呼ぶべき存在ではないだろう。

　おまけにその強行策をとろうものなら帝国は共和国と敵対関係になる。それも帝国に非がある形で。特務部隊に指示を出しているのが皇こう帝てい本人なのかそれとも別の人間なのかはわからないが、そのように浅せん慮りよな命令を下すとも思えなかった。

　アルディスの説明に一理あると納得したのか、カレンが最初の問いに戻もどった。

「それで、結局どれくらいここに滞在するつもりなのですか？　追っ手云うん々ぬんは別にしても、居心地が悪いことに変わりはありませんし、あまり長くいると別の意味でセレス様がトラブルに巻き込まれそうです」

　思いのほか庶しよ民みん的な元皇女様はやたらと対平民コミュニケーション能力が高く、街中で道行く女性を捕まえては世間話に興じていた。その分ティオリア女性たちへの思い入れが強くなりがちで、いつかトラブルに巻き込まれないか──というよりセレス自身がトラブルを起こさないか──をカレンは気に病やんでいるようだった。

「帝国の特務部隊とやらが無能集団でない限り、十日もすれば監かん視しなり襲撃なり次の動きがあるだろう。幾いく度どとなく襲撃を受けてやむを得ず北に逃げていく、という風に見せかければそれなりに説得力があるだろうさ」

　あの程度であれば何度襲撃を受けようと撃げき退たいする自信がアルディスにはある。だがいつ襲撃があるかわからず、四六時中警けい戒かいを強いられてしまうのはごめんだった。いくら余人が容易に立ち入れないコーサスの森に住んでいたとしても、遠出もしづらくなるし、うかつに昼ひる寝ねも出来なくなりそうだった。

「それならもう少し苦戦する素そ振ぶりを見せた方がよかったのではないかね？」

　もっともらしく言うアルディスの横から、突とつ然ぜんネーレが余計な口を差し挟はさんできた。襲撃者を鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、簡単に撃退してしまったアルディスのやりようを指して『説得力があれであるのか？』とからかっているのだろう。

「……加減が難しい」

　一いつ瞬しゆん言葉を詰まらせたアルディスがふてくされるように答えた。

　なにせアルディスとしてみれば守るべき対象が多いのだ。双子に加えてセレスとカレン、さらに今回は巻き込まれかねないからとレダの周囲にも気を配っている。ネーレを頼たよりにすることができるとはいえ、下手へたに手を抜ぬいて隙すきを見せるのは躊躇ためらわれた。

　結果として襲撃に対しては容よう赦しやなく叩たたき伏ふせるという選択肢しかアルディスにはない。

「まあ何にせよ雨あめ露つゆに煩わずらわされず、暖かいベッドで眠ねむれるんだ。せっかくだからここにいる間くらいはゆっくり身体からだを休めておけよ。──ということで俺は寝ねる。出かけるときは一声かけてくれ」

　アルディスは一方的にカレンへそう告げると、逃げるようにして席を立った。

「寝るー」

「お昼寝ー」

　割り当てられた二階の部屋に戻ろうとするアルディスの後ろを、双子が追いかけてくる。見えない糸で引っぱられるようにトコトコとついてくる双子の姿はまるで水鳥の雛ひなである。

「今日はもう外に出ないの、アルディス？」

「ああ、今日はもう寝る。出かけるんなら必ずネーレを連れて行けよ」

　セレスの問いに片手をあげて答えると、アルディスは振ふり向く手間すら惜おしんでそのまま階段を上がっていった。
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　割り当てられた部屋に入るとアルディスは大きなあくびと共にふらふらとベッドに足を向ける。その横を小走りで抜き去り、フィリアが「一番乗りー！」と楽しそうに叫さけびながらベッドへダイブした。

「フィリア、ちゃんと外がい套とうを脱ぬいでからにしろ」

「はーい」

　いそいそとフィリアはフード付きの外套を脱ぎ去り、幼子なりに丁てい寧ねいな手つきでたたむと部屋備え付けのイスに置く。アルディスの目から見ればずいぶんとおおざっぱなたたみ方だが、いちいち指し摘てきするほどのことではない。八歳という年ねん齢れいを考えればそんなものだろうと見て見ぬふりをする。

「アルディス、ほどけない……」

　一方のリアナはというと、部屋に入ってからというものずっと首元の結び目に苦戦していた。リアナに外套を着せたのはセレスだったと思うが、どうやらやけに固く紐ひもを結んでしまったらしい。

　悲しそうな目で訴うつたえかけてくるリアナの横でしゃがみ込み、アルディスが紐をほどきに掛かかった。

「ここまで固く結ばなくても……」

　親の敵といわんばかりに締しめられた紐の状態にアルディスが呆あきれる。

　紐がほどけてフードが外れてしまい顔を見られては困るからという気配りからなのだろうが、それにしたって程度というものがある。

　思いのほか手こずったアルディスはとうとう魔ま術じゆつをつかってその結びを解くはめになった。あとでセレスにひと言注意しておく必要があるな、とアルディスは心に留とどめておく。

　ようやく外套から解放されたリアナがフィリアを追ってベッドへと上がる。

「アルディス、早く早く！」

「真ん中空いてるよ」

　双子はそれぞれベッドの左右に横たわり、アルディスのために空けた中央のスペースをパンパンと叩きながら催さい促そくしてくる。

　大きなサイズとも言えないベッドへ三人ならんで寝ね転ころぶと、フィリアが「なにかお話ー！」と強請ねだってきた。

「話か？」

　時折双子はこうしてアルディスやネーレへ話を催促してくる。とはいえアルディスも子供向けの物語や童話などほとんど知らない。酒場で耳にした与よ太た話や各国で語り継つがれる伝承を幼子にもわかりやすいようかみ砕くだいて話したこともあるが、これまでに披ひ露ろうしたことのない話が湯水のように出てくるほどストックがあるわけではない。

「そうだなあ……」
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　しばらく考え込んだアルディスは頭の後ろで両りよう腕うでを組み、天てん井じようを見上げながら話し始めた。

「昔々、あるところに変わり者の団長率いる傭よう兵へい団があった。ある日、次の仕事を求めて戦場へ向かう途と中ちゆうで傭兵団は奇き妙みようなふたりの子供と出会う」

　できるだけ感情を込めないように淡たん々たんとアルディスが話し始める。

「子供って女の子？」

　自分たちの境きよう遇ぐうに重ねたのか、フィリアが少し不安そうに訊たずねた。

「男の子と女の子だ」

「奇妙なの？」

　リアナの方はフィリアと違ちがって奇妙なという言葉に心こころ惹ひかれたらしい。

「奇妙だな。本人たちに自覚はなかったけど」

「ふーん」

「それで？」

　話をフィリアに催促されて、アルディスが続きを口にする。

「男女ふたりの子供に団長が足を止めて問いかけた。『お前たちは誰だれだ？』と。男の子が『わからない』と答える。『どこから来た？』と団長が訊ねても、同じように答えは『わからない』だった。だが次の『こんなところで何をしている』という質問には違う答えが返される。男の子の口から出た言葉は『……逃げてきた』だった」

　何から逃にげていたのかは今でもよくわかっていない。だがあの場所から逃げ出したことは正解だったと今ならわかる。世の中を知れば知るほどあれが普ふ通つうではない場所だったと心底感じるようになったからだ。

　あの場所から逃げ出して、初めて自由というものを手に入れた。自分が人間であるという事を理解できた。馬ば鹿か馬ば鹿かしいくらいに当たり前の事が当たり前として認められるようになったのはあの日からだ。ある意味、あの日がふたりの子供にとっては本当の誕生日だったと言える。

「同じ色の髪かみと瞳ひとみをしたふたりの子供を姉弟きようだいと判断した団長は、行くあてのないというふたりを傭兵団の小間使いとして迎むかえ入れることにして──」

　最初は興味深そうにアルディスの方を見ていた双ふた子ごも次し第だいにうつらうつらとし始め、そのまぶたがゆっくりと閉じていった。

「──が経たつと男の子と女の子は傭兵団の一員として正式に……。寝たか」

　左右で寝ね息いきをたてる双子を確かく認にんするとアルディスは小さく息を吐ついて目を閉じる。絶え間なく襲ってくる眠ねむ気けに抗あらがうことをやめ、心と身体の求めるままに意識を沈しずめていく。

　その口がボソリと物語の結末だけを紡つむぎ出した。

「こうして男の子と女の子は一時の安らぎと居場所を手に入れた。束つかの間のめでたしめでたし、と……」
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　アルディスが双子をお供に午ご睡すいを堪たん能のうして目覚めたのは、日が傾かたむいて間もなく淡あわ空ぞらが現れようかという時間帯のこと。

　どうやらアルディスが部屋に閉じこもっていた間、セレスとカレンはネーレ護衛のもと露ろ店てん街へ買い物に出かけていたようだった。夕食までは少し時間が早いものの、宿しゆく泊はく者たちで混み合う前にと一階へ下りたアルディスは、待ち構えていたようにテーブルを囲んでいたセレスたちに手招きされて席へ着いた。

「依い頼らい？」

　いつもより早い夕食を頼たのみ、配はい膳ぜんされた料理をつついているとセレスがなんの前まえ振ふりもなく突とつ然ぜん傭よう兵へいとしての依頼を受けたいと言い出した。

「そう、今日街に出たとき聞いたんだけどね。市長が大々的に傭兵を募つのってるらしいの」

「なんでまた市長が？　やっかいな魔ま物ものでも出たのか？」

　共和国に限った話ではないが、人里近くに強力な魔物が現れたとき国や領主が傭兵を集めて討とう伐ばつすることはよくある。個人や小さな商会が依頼主の仕事に比べて、税金や領主の私財を投じて出される依頼は実入りがいいため、傭兵たちには人気のある仕事だ。

　しかしだからこそ国や領主からの依頼はそうそう出てくるものではない。大たい抵ていは支配者の面子めんつにかかわる事こと柄がらか、あるいは採算度外視で対応しなければならない事態が発生した場合だろう。アルディスが真っ先に魔物の出現へ言げん及きゆうしたのも当然である。

「そうではないらしい。先日広場で見た市外駐ちゆう留りゆう兵徴ちよう募ぼの布告は覚えておろう？　どうやらあれに絡からんだことのようだぞ」

　依頼内容を把は握あくしているらしいネーレがセレスの言葉を補足する。

「市外駐留兵の訓練って、ティオリア市の近くにある野外訓練場で行うらしいの。それでね、当然訓練前の新兵たちだけだと獣けものや魔物の襲しゆう撃げきがあったとき心こころ許もとないじゃない。だから新兵を護衛するためにまとまった数の傭兵を市が雇やとうんだって」

「守り手になるべき兵士を守るために傭兵を雇う、って……本末転てん倒とうじゃないか」

　セレスの口から説明された依頼内容にあきれるアルディス。

　戦時はともかくとして、平時の兵士は何かを守るのが仕事である。それは治安だったり人々の命だったり、あるいは財産や町そのものであったりと様々だが、守る事を仕事にする兵士が守ってもらおうなどという発想自体、アルディスにとっては理解できなかった。

「仕方ないでしょう。兵士とはいえ腕うでに覚えのある者ばかりではないでしょうし。訓練場所が野外ということもあって万ばん全ぜんを期したいのではないでしょうか」

　カレンが依頼主の事情を察して口にする。

「しかし、普通そういうのは軍の兵士に護衛を命じるんじゃないのか？　いくら新兵とはいえ兵士の護衛に傭兵を雇うなんて、俺は聞いたことないんだが……」

「まあそうであろうな。新兵を護衛すること自体、他ほかの兵士たちにとっては良い訓練になろう。普通はわざわざ報ほう酬しゆうを支し払はらってまで傭兵に依頼することはあるまい。今回に限って言えばそれだけ人手が足りぬということであろう」

　アルディスが率そつ直ちよくな考えを口にすると、同意した上でネーレが意味ありげなことを言った。

「もしかして……、新兵の中に女がいるからか？」

　含ふくみのありそうなネーレの言葉をきっかけに原因へ思い当たったアルディスがそう言うと、見るからにカレンの顔が曇くもった。同時にそのとなりでセレスが不満そうな表情を浮うかべて語気を荒あららげる。

「やっぱりアルディスもそう思うでしょ！　街の人に聞いてみたら、前回の新兵募ぼ集しゆうのときは傭兵への依頼なんてなかったって言ってたもの」

　もしかすると今となってはこのメンバーで最もティオリア市の事情に精通しているのは、妙みような庶しよ民みん力を見せるこの元皇女様ではないだろうか。ティオリアの事情など興味もなさそうなネーレやどこか他人と一線を引いた雰ふん囲い気きを持つカレンなどよりも、よほどセレスの方が住民となじんでいた。

「『女性兵士の登用に反発した軍の保守派が非協力的らしい』、という噂うわさが街で流れておった」

　追い打ちをかけるようにネーレが小耳へ挟はさんだ話をアルディスに伝える。

　先ほどまでの不満顔から一転して、落ち込んだ空気をまとわせながらセレスが小声で共和国を批判する。

「この国おかしいよ。ただ男に生まれたっていうだけでそんなに偉えらいの？　生まれるときに女か男か自分で選べるわけじゃないのに……。ただ女に生まれたってだけで男の付属品みたいな扱あつかいされて、ことあるごとに軽かろんじられて。民たみが自らの指導者を選ぶ先進的な国だって聞いたけど……、これのどこが先進的なのよ。まだ帝てい国こくの方がましじゃない」

「セレス様、ここは皇城の私室ではありません。お気持ちはわかりますけど安易に他国を批判するのは控ひかえた方がよろしいかと。それに少なくともここの市長は現状を変革しようと腐ふ心しんしておられる様子。少しずつではありますが良い方向へ変わっていることでしょう」

　カレンが慰なぐさめながらもセレスの軽挙を窘める。このあたり、すでに自分が平民であるという意識のセレスと、いつまでも立場から抜ぬけ出せていないカレンとの間に横たわる意識の差が垣かい間ま見みえた。

「わかってるよ。何の権限もない『幻まぼろしの皇女』、しかもその前に『元』が付くような一いつ介かいの傭兵である私には共和国の制度や価値観を何ひとつ変えられる力がないって事くらい」

　当然セレスとて今の自分が無力であることは理解しているはずだ。女性が軽んじられるこの国で、他国の傭兵が口を出したところで共和国の男たちは耳を貸そうとしないだろう。

「でもだからこそ自分に出来る範はん囲いのことはやりたいの。私にできるのは傭兵として護衛の依頼を受けること、そして今回の女性兵士登用を成功させる力になることだけだと思う。そりゃあ、追われるような身で余計なことに首を突つっ込むのはアルディスたちにとっては迷めい惑わくだろうけど……」

　セレスなりに自分が出来る事を考えた結果が護衛に参加することだったのだろう。だが同時にそんな事をしている場合ではないという事も理解できるらしく、その言葉も尻しりすぼみになってしまい最後は聞き取るのも難しいほど細い声となる。

　食しよく卓たくに重い空気が漂ただよう。

　確かに共和国での女性に対する扱いはアルディスも内心不快感を抱いだいている。別にことさら女性を持ちあげるつもりはないが、なんの非もない自分の連れが軽んじられ蔑さげすまれるのは腹が立つ。

　ことあるごとにいちいちアルディスへお伺うかがいを立てようとする露店の店主や、帯たい剣けんしたセレスたちを見るたび眉まゆをひそめる警備兵にイライラしていたのも否定しようがなかった。セレスの気持ちも理解できるし、確かに今回の件が成功するか失敗するかはティオリアの未来に大きく影えい響きようすることだろう。

　この依頼を受けたと仮定してみる。

　セレスもカレンもそれなりに戦う力を持っていることはコーサスの森で確認済みである。しかしおそらくその育ちを考えるに、傭兵としての振ふる舞まいや心得についてはまだまだ学ぶことが多いはずだった。

　今後ふたりがアルディスと行動を共にするのか、それとも袂たもとを分かつのかはわからない。だがいずれにせよ他の傭兵と接する機会を増やし、連係して戦う経験を積むことはふたりにとって糧かてになるだろう。

（問題は身の危険だが……）

　野外訓練場で襲撃してくるかもしれない獣や魔物については問題ない。対たい峙じするのはアルディスひとりではないし、森や山中のような人里離はなれた場所ならいざ知らず、ティオリア市の近きん隣りんにやっかいな魔物が出しゆつ没ぼつするという話は聞いたことがなかったからだ。

　ただ兵士や傭よう兵へいに追っ手が入り込む可能性もゼロではない。

（先日あれだけ叩たたいたんだ。すぐにまとまった数が襲おそってくるとは思えないが、暗殺するだけなら刺し客かくひとりいれば十分だろう）

　もちろん今の時点では帝国の特務部隊がどういった任務を命じられているのかはわからない。セレスたちを狙ねらっていることは間ま違ちがいないだろうが、その目的が彼女たちを帝国へ連れ戻もどすことなのか殺すことなのかまではハッキリしないのだ。

　もっとも、相手の目的がなんだろうと全部追い払はらうことは決定事じ項こうだった。どうせやることは──。

「変わりがない」

「変わりがない？　何がですか？」

　アルディスの口からポロリとこぼれ落ちた言葉へカレンが反応する。

「いや、何でもない。こっちの話だ」

　軽く首を振ってカレンの問いを受け流すと、アルディスは結論を伝えた。

「わかった。俺たちも護衛に参加しよう。参加するのは俺とセレスと……、カレンはどうする？」

「当然セレス様とご一いつ緒しよいたします」

　確かく認にんするまでもないとばかりに即そく答とうされる。

「まあ、そうだろうな。ネーレには悪いがフィリアとリアナの側についてやっててくれ。さすがにふたりを連れて行くわけにはいかないからな」

「承知した、我が主あるじよ」

　ネーレに双ふた子ごのお守りを頼むと、アルディスはさっそく明日にでもその依頼を受理して、準備に取りかかろうとセレスたちに伝える。

　先ほどまで心細さを顔に浮かべていたセレスがホッとしたように肩かたの力を抜き、笑ってみせた。

「ありがとう、アルディス」

　真っ直すぐに向けられた飾かざり気のない笑え顔がおにアルディスは一いつ瞬しゆん目を奪うばわれてしまう。

「……構わん。ちょうどいい機会だから、他の傭兵をよく見ておけよ」

　失態をごまかすように、黒くろ髪かみの少年はそう付け加えた。
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　数日後。アルディスの姿はティオリア市から北へ半日ほど歩いた先の野外訓練場にあった。セレス、カレンと三人で傭兵として新兵の護衛依い頼らいを受けたからだ。

　野外訓練場はその名の通り、ティオリア市を囲む壁かべの外に設けられた訓練用の施し設せつである。施設とは言っても何かが用意されているわけではない。せいぜいが周囲に比べて整地されているという程度の場所であった。

　もともと魔ま力りよくが希き薄はくで人が住むのに向いていない土地であるため、大規模な訓練や今回のように野外での訓練を行う際、よく使われる場所なのだという。

　今回参加した人員は新兵四十五名、現げん役えきの兵士二十二名、護衛として雇われた傭兵が三十一名、合計九十八名の大所帯である。新兵四十五名の中で女性は二十五名。傭兵にも女性はいるが、全員国外の出身者であるようだ。三十一名中、セレスとカレンを含めると八名が女性だった。普ふ段だんブロンシェル共和国で活動している傭兵も参加しているが、その中には当然ながら女性の姿はない。

　訓練場に到とう着ちやくして最初に兵士たちが手をつけたのは、陣じん地ちの構築である。

　一辺が五十メートルほどの土ど塀べいを四方に築き、持ち込んだ材木を組み合わせて見張り用の櫓やぐらを複数建てる。もちろんこれも訓練の一いつ環かんであろう。そういう意味ではティオリアから資材と物資を運うん搬ぱんする工程も立派な訓練と言える。

　もとが何もない土地のため、訓練に必要な武器や補給物資の類たぐいも常備されているわけではない。今回の訓練でも必要な物資は全すべてティオリア市から運び込んでいる。訓練が終わる際には全てを回収して引き上げることになっているらしい。

　野外訓練場に到着するまで丸一日。さらにそこから駐ちゆう留りゆう地構築を完かん了りようするまでに四日を要した。構築した駐留地自体は決して立派なものではない。外周を囲む土塀の高さは二メートルほどしかなく、門の構造もいたって華きや奢しやな作りである。

　だがそれでも四日という短期間で構築が完了したのは、魔ま法ほうという力があってのことだ。魔法に頼たよらず人力のみで構築を試みれば、この数十倍もの時間がかかっていただろう。

　駐留地構築完了後、新兵たちとその指導役となる現役兵士たちは様々な訓練へと移る。

　アルディスたちの役割はその間の周囲警けい戒かいと、肉にく食しよく獣じゆうなどが寄ってきたときの撃げき退たいだ。現在は約半数にあたる十五名が周囲の警戒にあたっている。アルディスたち三人の担当は訓練場の北側だった。もちろんいざ襲しゆう撃げきがあれば他の場所からも応おう援えんが駆かけつけるし、いくら野外とはいえ人里近い場所なのだ。そう頻ひん繁ぱんに獣けものや魔ま物ものが襲ってくるわけではない。

「セレス、行ったぞ！」

「任せて！」

　獲え物ものを求めて訓練場へと近寄ってきた『獣王』の群れをアルディスが正面から迎むかえ撃うつ。五頭の群れを相手に自らが二頭を、飛剣で二頭を牽けん制せいしながら残った一頭を素す通どおりさせた。

　獣王は草原に生息する獣の中でもっとも強い種とされている。体長は成体で約二メートル。全身が黄色い下地に黒の斑はん点てんで彩いろどられており、特とく徴ちよう的なのは血のように赤いその瞳ひとみだ。ネコ科の動物としては珍めずらしく集団で狩かりを行うことから、駆け出しの傭兵にとっては危険極きわまりない相手だ。

　だがアルディスにとっては取るに足らない相手であり、五頭程度なら飛剣だけで始末することも容易だろう。

「セレス様、わたしが！」

「カレンは横から牽制して！」

　しかし今回はセレスたちに経験を積ませるという目的もある。できるだけ彼女たちの手で撃退することが好ましい。

　もちろんコーサスの森でその力量と連係は目にしているし、ティオリアまでの道中でも足手まといになるようなことはなかったが、どうもふたり以外の人間との連係という観点では完全に経験が不足しているように見えた。

「応援に来たぜ！」

　そうこうしているうちに西側を警戒していた傭兵たちの一部が援えん護ごに来た。斧おのを持った男と槍やりを携たずさえた女のふたりだ。

　アルディスはタイミングを見計らって飛剣を引き戻し、二頭の獣王を解き放つ。自由になった獣王たちはセレスたちを与くみし易やすしと見て真っ直ぐに向かい始めた。

「一頭は俺が、ミニィはあっちに加勢を！」

「了りよう解かい！」

　小気味よい返事をしてミニィと呼ばれた女傭兵がセレスたちの援護に駆けつける。男の方は横合いから一体の獣王に斬きりかかると、その注意を自分に向けさせた。

　状じよう況きようとしてはアルディスが二頭の獣王をおさえ、傭兵の男が一体と対峙、残る二頭をセレス、カレンと共に女傭兵が相手するという形だ。

　アルディスは目の前の二頭を適当に牽制しながらセレスたちの戦いを横目で観察する。

　正面から向き合うセレスと獣王、その横から牽制するカレン。駆け寄って行くもう一頭の獣王はカレンの右側面を襲おうとしているが、同時にカレンと向き合う形で女傭兵が援護に向かっている。

「右！　来てるよ！」

　女傭兵が短くカレンに警告を発する。

　カレンはちらりと新手の獣王を確認すると、立ち位置をずらしてセレスの横に並んだ。どうやら正面から獣王を待ち受けて二対二の状態にするつもりらしい。

　それが悪手とはいえないが、やはりカレンは他ほかの傭兵と連係するよりもセレスとのコンビで戦う事を優先して立つ場所を決めているのだろう。アルディスがカレンの立場ならば新たに向かってくる獣王の足を止める方に力を注ぐ。女傭兵の位置からなら、今セレスと対峙している獣王の側面や背面をついて不意打ちが可能だからだ。

　事実、女傭兵はカレンの動きを見て進路を変へん更こうした。案外女傭兵の考えはアルディスと同じだったのかもしれない。

　二頭の獣王を前からセレスとカレンが、後ろから女傭兵がはさみこむ形になった。

「どっちが先？」

　追いついてきた女傭兵がセレスたちに判断をゆだねる。数的有利を生かすためどちらか一方に狙いを絞しぼるのは定石だが、その判断は通常正面から対峙する側、あるいは人数の多い側が行う。このケースにおいては位置的にも人数的にもセレスたちの方が判断するべきだろう。しかしそんな常識もなりたて傭兵のセレスたちはまだ知らなかった。

　セレスとカレンは女傭兵の援護を計算に入れず、いつものようにふたりコンビで連携して戦おうとする。幸い女傭兵は経験豊かなベテランらしく、セレスたちと獣王の状況を逐ちく一いち確認しながら効果的な攻こう撃げきを加えていた。

　もともとセレスたちも地力のあるふたりだ。女傭兵の援護もあって、大きな怪け我がもなく二頭の獣王を仕留めることに成功した。ひとりで獣王一体を引き受けた傭兵の男も危なげなく勝ちを手にしたようだ。

　それを確認してアルディスは目の前で対たい峙じしていた獣王二体をさっさと斬り捨ててつぶやいた。

「まあ、おいおい教えていけばいいか」
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　夜の拡ひろがった野外訓練場では複数の場所で焚たき火が地面を照らしていた。その周囲には腰こしを下ろした人ひと影かげでいびつな円が描えがかれている。細かに揺ゆれる長い影かげが放射状に外へ向けて伸のびていた。

　アルディスたちは夜間警戒をする傭兵たちと交代して休息に入っている。もちろん当番の傭兵たちで対処できないほど大規模な襲撃があればいつでも加勢するつもりだが、コーサスの森のような魔ま境きようとは違ちがい一日に何度も獣が襲ってくるわけではない。

　他の傭兵たちも同じようにリラックスした様子で食事をとっていた。それほど美味うまいものではないが、期間中の食事は全てティオリア市持ちということで懐ふところの痛まない傭兵たちに不満はなさそうだった。

「よう、ひとりでメシってのもさみしいもんだな」

　黙もく々もくと食べていたアルディスへ声をかけてきたのは、昼間援護に来た斧使いの傭よう兵へいだった。仲間らしき男たちといっしょにやって来て、アルディスの返事を聞くまでもなく勝手に同じ焚き火を囲み始める。

「女ってのは、よくもまあ知り合ったばかりだってのにああも意気投合できるもんだな」

　斧使いがとなりの焚き火へと視線を向ける。同じようにアルディスが目をやると、そこには女傭兵ばかり集まった集団が形成されていた。その中にはセレスとカレンの姿もあり、ふたりを誘さそっていったミニィの姿もあった。

「ま、傭兵なんてやってると女同士でわいわいやる機会も少ないんだろうし、気持ちはわからんでもないが」

　おそらく今回参加した女性傭兵の大半が集まっているのだろう。上は三十代、下は十代半ばと思われる傭兵が六人、食事をしながらのおしゃべりに興じていた。

　何を話しているのかは分からないが、セレスもずいぶんと楽しそうに笑っている。時折他の女たちがなぜかこちらに視線を向けては甲かん高だかい声をあげて喜んでいた。そのうちセレスの顔が赤く染まり始め、同時にカレンが頰ほおを膨ふくらませる。

（なんだありゃ？）

　何を話しているのかはわからないが、妙みように居い心地ごこちの悪さを感じるアルディスだった。

「で、どっちがお前の女なんだ？」

「はあ？」

　唐とう突とつに言われてアルディスは間ま抜ぬけな声をもらす。

「……いきなりなんだ？」

「いや、あのポニーテールの嬢じようちゃんと、泣きぼくろの嬢ちゃん。どっちがお前の女かって聞いてるんだが」

　アルディスはその問いに無言で応じる。

　今回この依頼にはアルディスとセレスたちの三人で参加している。確かに見かけの年ねん齢れいだけでいえばアルディスとセレスたちふたりはちょうど釣つり合いが取れるため、そういう関係に見えなくもないだろう。

「え、おいおい……。まさか、ふたりともか……？」

　アルディスの沈ちん黙もくを別の意味に取ったらしく、斧使いが的外れな推測を口にした。

「そんなわけが──」

　ないだろう、とアルディスが言いかけたところで突とつ然ぜん周囲がざわつき始める。

「なんだあ？」

　斧使いが目を向けた先はセレスたちのいる焚き火。同じようにアルディスが視線を移すと、何やら女傭兵たちが他の傭兵と揉もめていた。

「──それがアンタらになんの関係があるっていうの？　余計なお世話よ！」

「はんっ！　女のくせに武器を振ふり回すだけあって態度も生意気だな！」

「どっちがよ！　いちいち難なん癖くせつけて絡からんでこないでくれる？」

「人の親切心を踏ふみにじっておいて開き直りか？　これだから女の傭兵なんてのは質たちが悪い！」

「質が悪いのはどっちよ！」

　相手は五人ほどの傭兵たち。いずれも男ばかりだ。先頭に立って女たちを見下ろしているのは背の高い禿とく頭とうの傭兵だった。

「ありゃあ、共和国の傭兵だな」

　あからさまに女へつっかかっていくあの態度は、間ま違ちがいなくこの国の慣習に浸ひたりきった男たちだろう。

「しゃあねえな」

　アルディスのとなりに座っていた斧使いが腰を上げる。仲ちゆう裁さいに向かうのか、それとも女傭兵たちに加勢するのか。どちらにしても共和国の傭兵に味方するつもりはなさそうだった。

「お前は行かないのか？」

「どうしようもなくなりそうなら出ていくが」

　そう言いながらアルディスは女たちのところへ駆かけ寄っていく一団を指さす。

　騒さわぎを聞きつけて兵士の一部がやってきたらしい。

「何の騒ぎだ？」

「別に大した事じゃありやせんよ。勘かん違ちがいした女どもにちょっと説教しようと思っただけですぜ」

　問い質ただす兵士に向けて、当たり前のように禿頭の傭兵が言い放つ。

「何が説教だい。どう考えても難癖にしか聞こえないよ。女なんだから男の援護だけしてればいいとか、戦功は男に譲ゆずれとか、ふざけるのも大たい概がいにしな！」

「この国じゃそれが普ふ通つうなんだよ。そもそも女が武器持って戦いの場にでしゃばること自体、身の程ほど知らずもいいところだ」

　そのやりとりを聞いて、リーダー格らしい兵士があからさまなため息をついた。他の兵士よりも身につけている装備の飾かざりが豪ごう華かなことから、年は若いが立場的に兵士をまとめる側の下士官なのだろう。

「ここにいるのはティオリア市からの正式な依い頼らいを受けた傭兵ばかりだ。個人的な感情を持ち込んで不和をもたらすことは望んでいない。依頼内容にも『新人兵士、及および他の傭兵とも互たがいに協力して事にあたるべし』と明記してあったはずだ。女だから男だからといったことは諍いさかいを起こす理由にならない」

　契けい約やく内容を持ち出して明めい瞭りように共和国傭兵の非を咎とがめた青年下士官は、異議があるなら依頼完了後に主張を聞くと通告して禿頭男とその仲間たちをその場から退散させた。

「へえ。共和国の男もあんな奴やつらばかりじゃないってことか」

　控ひかえめに青年下士官を賞賛した斧おの使いが再びアルディスのとなりに腰を下ろした。

　彼のおかげで場が治まったこともあり、次し第だいにあちこちで歓かん談だんが再開されていく。

　当の青年下士官は騒そう動どうの再燃を警けい戒かいしているのか、そのまま周囲を巡じゆん回かいしている。その姿にアルディスは見覚えがあった。

（確か、兵士たちを統とう率そつする部隊長の側に控えていた男だったな。副長……、の割には若いが）

　下士官の年齢は見た感じ二十歳を過ぎたばかりといったところだろう。部隊長は四十代の中隊長が務めていたが、その補ほ佐さ役を担になうにしては若過ぎる気がした。

　もっとも、若い云うん々ぬんで言えばアルディスの方こそ他人のことをどうこう言える立場ではない。揉め事を起こしそうな人間をしっかりと抑おさえてくれるのなら文句はないし、上位の人間が傲ごう岸がん不ふ遜そんな男でないことはセレスたちにとって喜ばしいことだろう。

「まあ、話のわからないやつじゃなさそうだ」

　そんな表現でアルディスは青年下士官を評した。
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　その後は特に問題も発生することなく順調に日程が消化され、新兵たちの訓練期間も折り返し地点を迎むかえていた。

　最初はよそよそしく互いに壁かべを感じていた現げん役えき兵、新兵、傭兵たちそれぞれも、長い間寝しん食しよくを共にしていれば打ち解けた雰ふん囲い気きが広がり始める。もちろん日中の訓練時は互いの立場をわきまえているため馴なれ合うこともないだろうが、昼間の訓練を終えて食事をとる時間になれば話は別だ。

　夜番を担当する傭兵たちを除き、体力に余よ裕ゆうのある者たちが腕うで試だめしの手合わせを始めたのもそんな空気があればこそだった。

　最初は新兵同士の軽い手合わせだったものが、参加する者が途と切ぎれなくなるとだんだん熱が入って真しん剣けん味みを増していく。ついには傭兵たちの中からも参加する者が現れ、次第に腕うで比くらべの様相を呈ていしてくると周囲で応おう援えんする者の声にも力がこもる。

　さきほどから勝ち残っているのは共和国出身の禿頭男。先日セレスたち女性傭兵に絡んできた張本人だった。性格に難があったとしても、その実力は確かなものらしい。実戦経験豊かな傭兵に訓練中の新兵たちが敵かなうはずもなく、新兵はおろか他ほかの傭兵すら返り討うちにして現在六連勝中であった。

　それを遠巻きに見ていたアルディスは、観戦者の中に腰を下ろした若い下士官を見つける。先日共和国の傭兵が起こした騒ぎを治めた下士官だった。やはり若いといっても立場的に周囲から敬遠されるのだろう。下士官の周囲だけが座る者もなくポッカリと空いている。

「こんな余興まで監かん督とくしなきゃいけないとは、あんたも大変だな」

　空いたその隣となりにアルディスは腰を下ろしながら下士官をねぎらう。

「ははは。年下の傭兵にまで気き遣づかわれるとは思わなかったよ。まあこれくらいは大した事じゃないさ。今回の任務は責任重大だからね」

　少年にしか見えないアルディスから労いたわるような言葉をかけられて苦く笑しようする下士官。

「男尊女じよ卑ひのひどい国で女性兵士の登用だ、周囲からの反発も多いんだろう？　護衛に傭兵が駆り出されるくらいだし」

「若いのによくわかってるなあ。とはいえ私の立場だとその質問に対してハッキリと答えることはできないが」

「そりゃあ仕方がない。こっちは勝手に想像するだけだ。とんだ貧びん乏ぼうくじを引いたもんだな、とか」

「貧乏くじとはまたひどい表現だ。今回指導役に回っている現役兵士は皆みな志願してこの任務に就ついているし、そもそも私に至ってはこの施し策さくを市長に進言した張本人だ。貧乏くじどころかむしろ喜んで役目を請うけ負っているんだがな」

　青年下士官はワズアードと名乗った。話を聞けば、どうやら女性兵士の登用自体が彼の発案だったらしい。

「発案者？　どうりで若いのに……」

「そういうことだよ。発案者だからこそ実績もない私でも今回の訓練部隊で副長をまかされているんだ。普通はもっと経験のあるベテラン下士官が任命されるんだけど……。言い出しっぺなんだから今回の件については責任を取らないとね」

「しかしまた思い切った施策を上じよう申しんしたもんだな。もちろんそれを受け入れて裁可する側も裁可する側だが。もっと穏おん便びんなやり方もあったんじゃないのか？」

「反発があるのは覚かく悟ごの上だよ。保守的な考えを持つこの国の男性から見れば許容できない話だろうけど、現状を変えようとしたらこれくらい強ごう引いんじゃないと無理だろう」

「男のあんたにとっては別に困ることはないだろうに。そこまで必死になる必要があるのか？」

　アルディスの問いかけにワズアードが沈黙する。初対面の、しかも年下の傭よう兵へいにどこまで話したものだろうかと考え込んでいるようだった。

　やがて意を決した様子で口を開き、その理由を話し始めた。

「…………私は幼い頃ころに父親を亡なくしてね。頼たよる親しん戚せきもない母親は女手ひとつで私を育ててくれたんだ。それがこの国でどれだけ大変なことか、君にわかるだろうか？」

「……」

　それだけでアルディスはワズアードが何を言いたいのか理解した。わかるだろうか、と投げかけられたワズアードの問いは彼の言わんとするところを容易に想像させる。

「私は十五になるまで母の泣いているところも、眠ねむっているところも見たことがなかった。母が食べ物を口にしているところですら年に数回見かけたかどうかだよ。幼い頃はそれが普通なのかと思っていたが、成長するにつれて思い違ちがいであるとすぐに分かった。十歳を過ぎる頃には、自分の生活がどれだけ母の惨さん苦くによって保たれているのか理解したよ」

　ワズアードの場合は彼がまだ男だったからましなのだろう。これが母ひとり、娘むすめひとりの家なら子供が成人したとしても見通しはなお暗いままだ。

「別に自分が不幸の申し子だなどと言うつもりはない。母親が身を粉にして育ててくれた、なんていうのは共和国ならどこへ行ってもよく聞く話だ。しかしだからといってこの現状を変えたいと思うのは余計なことだろうか？　ありふれた悲運だからと目をそらし、放っておく理由になるだろうか？」

　答えなど最初から求めていない問いをワズアードが投げかけてくる。

「……優やさしいな、あんたは」

　アルディスは言葉少なく、だが敬意を込めてそう答えた。

　ワズアードが救おうとしているのは自分自身や自らの母親ではない。彼自身はすでに職を得ている身だ。兵士の給金は母親ひとりを養うのに十分な額だろう。女性の社会進出を推進したとしても今さらその恩おん恵けいを受ける立場ではない。

　彼が救いの手を差し伸のべようとしているのは見ず知らずの他人である。周囲からの批判や反発を受けても他者のために志を貫つらぬこうとするワズアードの高潔な心は賞賛されるべきものだとアルディスは感じた。

「だが敵も多そうだ」

　ワズアードはアルディスの指し摘てきに苦笑する。身に覚えがあるのかもしれない。

　誰だれもがワズアードと同じ志を抱いだいているわけではない。彼の考えを理解できない、あるいは理解しようとしない者はきっと多いだろう。男尊女卑が染しみついた共和国の男には無条件に女を見下す者も多い。

「おぉ！　七人抜ぬきだぞ！」

「どこまで勝ち続けるんだ！」

　まさに今、目の前で腕試しを勝ち抜いている禿とく頭とう男のような、古い慣習に固こ執しゆうする者がそうだ。アルディスがワズアードと話している間に禿頭の男は七人目の挑ちよう戦せん者を退け、連勝の記録を更こう新しんしていた。

「次は誰だ？」

「あたしが行くわ！」

　勝ち続ける禿頭男に対して、挑戦の名乗りを上げたのはアルディスの見知った顔だった。

「よし行けレダ！」

「あんな男、とっちめてやれ！」

　訓練を通じて親交を深めたのだろう。女性兵士仲間からの声せい援えんを受けてレダが進み出る。

「あん？　女かよ」

「女だろうが何だろうが今のあたしはひとりの兵士よ。さっさと剣けんを構えなさい！」

「しゃあねえなあ。こんなんで八勝目もらっても嬉うれしかねえんだけどよ」

　もともと両手に剣をそれぞれ一本ずつ持つ双剣スタイルが禿頭男の戦い方らしいが、左手に持っていた訓練用の木ぼつ剣けんを腰こしのベルトに挿さし込むと右手の一本だけを面めん倒どうくさそうに構える。レダ相手には一本の木剣があれば十分という判断らしい。

「ハンデくらいはやるよ、来い」

　禿頭男の挑ちよう発はつに反応してレダが木剣を振ふりかぶる。

　渾こん身しんの一いち撃げきを禿頭男が軽々と片手持ちの木剣で受け止め、互いに鍔つば迫ぜり合いのような形になった。

　剣をいなすでもなく、弾はじくでもなく、禿頭男はそのまま力を込めてレダの木剣を押し込んでいく。

　戦い慣れた人間なら、その力を上手うまく受け流して相手の体勢を崩くずすこともできるのだが、レダはまだ剣を握にぎり始めて十日も経たっていない新米兵士である。そのような技量は望むべくもない。じわりじわりと押し込まれるとそのまま地面へ押しつけられた。

　だが禿とく頭とう男はそれでもなおレダを押し込み続ける。次し第だいに地面へとあおむけになったレダへ覆おおいかぶさるような形で禿頭男がのしかかった。

「おいおい、別の意味で襲おそいかかってんじゃねえか！」

　外野からの揶や揄ゆに笑い声が響ひびく。

「うっ……！　こ、こんなの……！」

　まるでベッドに押し倒たおされたような格好になったレダが、必死に力を振り絞しぼって禿頭男の身体からだを押し避さけようとする。しかし悲しいかな、たとえ男女の違いがなくとも体格の差は明らかであるし、戦いの経験にも天と地との差がある。

「命のやりとりをする戦いの場じゃ男も女もねえぞ。どけと言われて素す直なおにどいてくれる敵なんぞいやしねえんだ」

「くぅ……！」

「さあどうする。降参するか？　しないならこのまま押しつぶしてあーんな事やこーんな事しちまうぞ？」

「……こ、…………降参する」

　絞り出すような声でレダが降参を宣言する。

　禿頭男が立ち上がってレダを解放すると、彼女は肩かたを落として仲間の元へ戻もどっていった。

「よーっし、休きゆう憩けい終わり！　次は誰だ？」

　レダとの戦いなどなかったかのように次なる挑戦者を求める禿頭男。

「私が相手になる！」

　その相手に名乗りを上げたのはセレスだった。

　どうやらレダに対する禿頭男のやりようがよほど腹にすえかねたらしい。見ればセレスを応援する女傭兵たちも皆殺気立っていた。

「また女かよ……」

　困ったもんだとでも言いたそうな顔で禿頭男は肩をすくめると、またも木剣一本だけで挑戦者に対たい峙じする。

「女だからと侮あなどるその態度、後こう悔かいさせてあげるわ」

「はいはい。ごたくはいいからかかって来いよ」

　セレスの言葉も右から左へと受け流し、禿頭男は空いた左手で手招きする。

　しょせん余興である手合わせに審しん判ぱんはいない。セレスが地面を蹴けって飛び込んだのが開始の合図となった。

　セレスの木剣が禿頭男の脇わき腹ばらを狙ねらう。それを払はらおうとした禿頭男の木剣が空から振ぶりした。

　脇腹を狙うと見せかけて途と中ちゆうで足の位置を変え、無理やり剣の軌き道どうを修正するとセレスは相手のひざへと一撃を見み舞まう。

　素人しろうと同然のレダと異なり、セレスは実戦経験こそ少ないもののしっかりとした剣けん技ぎの持ち主である。コーサスの森に生息する大だい蛇じやや草原の獣王相手に渡わたり合うだけの力量は持っているのだ。

「おっと」

　しかし相手もさるもの。途中でフェイントに気付いていたのか、セレスの剣が届く前に後ろへ一歩下がっていた。

「へえ。女にしちゃあ、やるじゃねえか」

「ひと言余計よ！」

　純じゆん粋すいな膂りよ力りよくでは敵かなわないことを理解しているのだろう。セレスは手数と速さを武器に攻せめ続ける。

　しかしそのいずれもが禿頭男には通用しない。なまじ木剣を打ち合わせてしまえば、地力の差がありすぎるため強引に得物をはじき飛ばされてしまう可能性があった。

「ほれほれ、どうした？　動きが単調になってきたぞ？」

「ふざけてっ……！」

　次第に動きを読まれ、セレスは反はん撃げきを捌さばくので精せい一いつ杯ぱいになり始める。

「まずいな」

　ボソリとアルディスがつぶやいた。

　禿頭男の強きよう烈れつな一撃がセレスの体勢を崩す。

「あっ！」

　失敗を悟さとったセレスの声。

　隙すきを縫ぬうようにして禿頭男の木剣が迫せまった。

　とっさにセレスも木剣を横にして防ぼう御ぎよするがそれは悪手である。禿頭男の木剣とセレスの木剣が互たがいにぶつかった後ピタリと止まり、先ほどのレダと同じような状じよう況きように追い込まれてしまったからだ。

　こうなるとセレスの分が悪い。純粋な力比べで禿頭男に勝てるわけがない。

　セレスの動きが止まったところで、禿頭男が空いた左手で腰に挿していたもう一本の木剣を抜き、その切っ先をセレスの腰に向けた。

　一気に勝負を決める気かと周囲の目が新たな木剣に注がれる中、気の抜けた声がセレスの口からこぼれる。

「ふぇ？」

　その光景に誰もが目を丸くしていた。

　なぜならば、器用にも禿頭男の伸ばした木剣の先せん端たんがセレスの臀でん部ぶを隠かくしていた短い裾すそをひらりと持ちあげていたからだ。

　男たちの視線がセレスの尻しりに釘くぎ付づけとなる。

「お、おおぉぉぉ！」

「よくやった！」

「こっち見えねえぞ！」

「いいぞ、もっとやれ！」

「ありがとうございますありがとうございます！」

　勝負を見守っていた男たちが歓かん声せいを上げ、今日一番の盛り上がりを見せる。その様子を女たちが冷たい目で睨にらんでいた。

「な、にゃ！　ひゃあああ！」

　自らのあられもない姿に気付いたセレスが顔を真っ赤に染める。

　しかしその両手は木剣を支えるために塞ふさがっており、いくら恥はずかしがったところでどうしようもない。手を放して裾を押さえようとすれば、すぐにでも禿頭男の木剣に押し込まれてしまうだろう。

「セ、セレス様！」

　今にも勝負へ割って入りそうなカレンの声に、救いを求めるセレスの声が重なる。

「カ、カ、カカカカレン……」

　こうなればまともに戦える状態ではない。力が抜けたところを禿頭男は見み逃のがさず、セレスの木剣を叩たたき落として勝負を決めた。

　勝負が決すると同時にセレスはその場にしゃがみ込み、両手で服の裾を押さえる。

「ひ、卑ひ怯きような！」

　赤く染まった頰ほおと耳はそのままに、濃こい青色の瞳ひとみに涙なみだを浮うかべながらセレスは禿頭男を非難した。

「中身見られて恥ずかしがるくらいなら、最初から短い裾の服なんて着てくんなよ。戦場馬ば鹿かにしてんのか、お嬢じようちゃん？」

「くっ……！」

　涙目のまま睨みつけるセレスを無視して、禿頭男が次の対戦相手を求める。

「次の相手は誰だれだ？　何なら女兵士全員俺が相手してやってもいいぜ」

　嫌いやらしい笑えみを浮かべて女性兵士たちの集まる一角へ視線を送る禿頭男。

「何の相手をするつもりだよ」

　観客のひとりがからかうような言葉を投げつけると、周囲で下げ卑びた笑いが湧わき起こる。

　悔くやしさに涙をこらえ、セレスは裾を押さえながら唇くちびるをかみしめていた。そのまぶたがわずかに揺ゆれている。周りからはやし立てるような笑い声が上がると、肩が震ふるえて身を縮こまらせた。

　彼女が耐たえているのは衆人環かん視しの元であられもない姿を見せてしまった恥ずかしさだけではない。それ以上に、負けてはならない相手に負けてしまった自らのふがいなさが彼女自身を追い詰つめているのだろう。

　それはセレスの未熟さでもあるが、同時に自分の力で現状を打破しようとした行動の結果でもある。少なくともセレスは自分で動くことを選んだ。誰だれかの力に頼たよるのでもなく、見て見ぬふりをするのでもなく、自分の心をごまかすでもなく。アルディスはそこへ彼女の強さを垣かい間ま見みた気がした。

　ならばその強さに応こたえてやるのが仲間としての務めではないだろうか。

　アルディスが唐とう突とつに腰を上げた。

「行くつもりかい？」

　アルディスの顔つきを見て察したワズアードが声をかけてくる。

「見てられん」

　勝負の世界では強い者が勝つ。そこに男だから女だからという理り屈くつも言い訳も入り込む余地はない。だから禿頭男が勝ち、レダやセレスが負けたことについてはただの実力差であり、ひどい言い方をすれば『弱いのが悪い』ということである。

　しかし勝敗を決することと、手合わせした相手に対する仕打ちはまた別の話だった。ただ勝つだけならばあのような戦い方をする必要はない。言葉と行動の両方が、明らかな侮ぶ蔑べつに基もとづいたものであることは考えるまでもなかった。

　アルディスとて必要以上に女性を擁よう護ごするつもりなどないが、共和国に入ってからというものの常につきまとう女性蔑べつ視しの空気にはうんざりしていたところへこの事態である。

　確かに禿頭男の力量は本物だ。いくらセレスの剣技が優すぐれていても経験から来るとっさの機転という意味では及およばないだろう。レダに至っては比べるまでもない。手合わせの結果は順当なものだと言える。

　だがそれにしてもやり方というものがある。肩をならべて戦う味方相手に、わざわざ恥はじをかかせるような戦い方をする必要などどこにもない。

　顔見知りと旅の仲間を次々と辱はずかしめられ、黙だまっていられるほどアルディスは人間ができていないのだ。相手がそのつもりなら、こちらとしても相応の反撃をするだけだった。

　アルディスにはこの禿とく頭とう男が共和国の悪あく弊へいをかき集めた象しよう徴ちようのように見えている。この国に入ってからの鬱うつ憤ぷんや苛いら立だちが一連の腕うで比くらべを経へて、アルディスの許容できるラインを越こえてしまったのだろう。

　そんな思いをひと言で答えたアルディスへ、なおもワズアードが問いを重ねる。

「どっちを？」

「……両方だ」

　大人げもなくアルディスがしゃしゃり出ていくのは何も禿頭男の女性を見下した態度だけが理由ではない。面識がある程度とはいえレダは知らない相手ではないし、セレスに至っては共に旅をする仲間である。内心の憤いきどおりは女性に対する扱あつかいの酷ひどさと知人や仲間に対する侮ぶ辱じよく的な言動の両方に起因していた。

「これを持っていけよ」

　立ち上がったアルディスへ、ワズアードが自分の使っていたブランケットを渡してくる。広げれば人ひとりを肩かたから包めるくらいの大きさだ。

「ああ、悪いな。借りておく」

　片手でそれを受け取るとアルディスはゆっくり歩み出ていった。好こう奇きの視線が周囲から容よう赦しやなく浴びせられる。迷いのない足取りでセレスの元へ向かいながら、アルディスは涼すずしい顔で禿頭男へ挑ちよう戦せんを叩きつけた。

「それなら俺が相手をしてもらおうか」

「アルディス……？」

　進み出たアルディスに気付き、セレスが泣きそうな顔を向けてくる。

　先ほどワズアードから借りたばかりのブランケットをセレスの肩にかけると、労いたわるように優やさしく声をかけた。

「カレンのところへ戻もどってろ」

「う、うん……」

「おいおい小こ僧ぞう。女の前で格好つけたい気持ちはわかるが、これは剣けんの手合わせなんだ。魔ま術じゆつ師しはお呼びじゃねえよ」

　セレスをカレンの元へ下がらせると、アルディスはその場に落ちている木ぼつ剣けんを拾い、しれっと言い放つ。

「剣だけで相手すればいいんだろ？　何か問題があるのか？」

「ちっ、ガキが自うぬ惚ぼれやがって。叩きのめされなきゃ理解できねえってか」

　アルディスは木剣を二、三度振ふり下ろしてその感かん触しよくを確かめると、挑ちよう発はつするように肩をすくめた。

「ごたくはいいからさっさとかかって来いよ」

　禿頭男へ向けたアルディスの目に静かな怒いかりの色が浮かぶ。威い圧あつを込めた視線に男が表情を硬かたくするが、すぐさま不ふ遜そんな態度を取り戻すと木剣を構えた。

「じゃあお望み通り、惨みじめにはいつくばらせてやる」

　禿頭男は宣言と同時に木剣を持って斬きりかかってきた。どうやらアルディス相手にも最初は一本の木剣で十分と判断しているらしい。

　確かに禿頭男もそれなりの実力を持っているのだろうが、それは一いつ般ぱん的な傭よう兵へいの基準ではという話だ。

　アルディスは正面から一歩踏ふみ込み、相手が振り下ろしてくる木剣に合わせて痛つう烈れつな逆撃を放った。

　振り抜ぬかれた一いち撃げきが相手の持つ木剣を根元から打ち上げる。

「な……！」

　強烈な衝しよう撃げきを受けた木剣が相手の手から解き放たれ飛んでいくと、弧こを描えがいて数メートル先に落ちた。

　あまりにもあっけない結末。

　アルディスがやったのは剣魔術でも何でもない。ただひたすらに鍛きたえ上げられた剣速の速さと打だ撃げき力りよくを一点集中し相手の得物にぶつけただけだ。

　剣を持つ者がいずれ到とう達たつを目指す技術の一いつ端たん。その業わざへ至る道の険しさを今の一撃で理解できた者が果たしてどれくらいいるだろうか。

　木剣を飛ばされた本人も周囲の観客たちも啞あ然ぜんとしていた。

　静まりかえった場にアルディスの声が冷たく響ひびく。

「どうした？　さっさと拾え」

　これで終わりにするつもりなどさらさらない、という意味だった。

「な、なかなかやるじゃねえか。ただの魔術師じゃねえってことか」

　気を取り直した禿頭男が虚きよ勢せいを張りつつ木剣を拾って慎しん重ちように構える。

　今度は腰こしに挿さしていたもう一本の木剣も使い、左右に一本ずつ合計二本の木剣をアルディスへ向けた。

「さすがに油断し過ぎちまったぜ。そういうことならこっちも本気を出させてもらう」

「好きにしろ」

　再び地面を蹴けってアルディスとの距きよ離りを詰める禿頭男。

　だがアルディスは迎げい撃げきする構えを見せない。

　右、左、右と三連続で振るわれる木剣の軌き道どうを見切り、アルディスは足捌さばきと上半身の動きだけでそれをかわすと、すれ違ちがいざまに禿頭男の足を引っかけた。

「ぐおっ！」

　足もとを払はらわれて禿頭男が無様に地面へ突つっ込んだ。

「ほら、来いよ」

　アルディスがさらに挑発する。

「くそっ、テメエ！」

　頭に血が上った禿頭男は立ち上がってなりふり構わず斬りかかるが、何度木剣を振るってもアルディスにはかすりもしない。

　アルディスは攻こう撃げきを二度、三度かわすと今度は禿頭男の足を踏んで体勢を崩くずし、相手が前のめりになったところで足を解放する。

　突とつ然ぜん足を縫ぬい止められ、その次の瞬しゆん間かんに解き放たれた禿頭男は立っていられずまたもひっくりかえる。

　その後もアルディスは禿頭男が立ち上がるのを待っては挑発し、激げき昂こうした相手の攻撃をひらりと回かい避ひした。その都度紙かみ一ひと重えで禿頭男の木剣をかわし、その足を引っかけて無様に転てん倒とうさせる。

　何度それを繰くり返しただろうか。

　息を切らし、全身を砂まみれにした男と対照的にアルディスは汗あせひとつかかずに立っている。

　あまりに予想外な展開に歓かん声せいや野や次じを送ることも忘れていた観客たちの中、新兵のひとりがとなりにいた同どう僚りようへふと疑問をなげかけた。

「なあ。あの若い傭兵、もしかして最初のひと振ふり以降、一度も剣を振るってないんじゃないか？」

　周囲の人間もそれに気付き始める。

　そしてようやく現実を受け入れる。見た目とは裏腹に、年若いアルディスが熟練の傭兵と思われる禿頭男を軽くいなし、子供扱いしているという現実を。

「ちょこまか逃にげ回りやがって！」

　禿頭男が苛立ちをアルディスへぶつけるが、周囲で観戦している人間は皆みなふたりの間に横たわる実力差を理解し始めていた。

　頃ころ合あいと判断したアルディスはゆっくりと男に近づく。

　そして剣の間合いに入ると、剣に魔ま力りよくを込め目にも止まらぬスピードで男の剣をはじき飛ばし、返す剣撃が頭に当たる直前でその手を止める。

「まだやるか？　次は止めずに振り抜くぞ」

　これ以上やるなら遊びじゃ済まなくなると暗に告げ、アルディスが禿頭男を冷たく睨にらんだ。さすがに彼ひ我がの力量差を思い知ったのだろう。禿頭男は戦意を喪そう失しつして力なくへたり込む。

　それを見届けると、アルディスは周囲をぐるりと見回して唐突に声を張り上げる。

「思い込みは油断につながり、それは隙すきとなる」

　もはやこの場にアルディスを若造と侮あなどる者はいない。腕うで試だめしで九人抜きをした禿頭男ですら手も足も出ず子供扱いだったのだ。さすがにそれだけの力量差を見せつけられれば共和国の傭兵たちもアルディスが自分たちより上にいる存在だと理解させられただろう。

「この男は最初俺を弱者と決めつけてかかった。もしこれが実戦なら最初の一戦で勝負はついていただろう。何故なぜこの男はそんな判断を下した？　俺の姿を見て若造だと判断したからだ。魔術師だから剣などまともに振るえないと決めつけたからだ」

　アルディスは男が持っていた木剣を拾うと上へ向かって放り投げる。重力に引かれ落ちてくる木剣は、アルディスが魔力強化した自らの木剣をふた振りすると瞬しゆん時じにして三つの木もく片へんへと変わり果てた。熟練の業がなくては到とう底ていできない芸当だ。

　力量の一端を見せつけた上でアルディスは最後に感情を抑おさえて言い捨てる。

「この国ではどうだか知らないが、必ずしも男が女よりも強いわけじゃない。事実、この俺にも勝てない女がいる。手も足も出ず、一ひと太刀たち浴びせることすら出来ない女だ。男だから強い、女だから弱い。そんな役にも立たない先入観に固こ執しゆうしていると、戦場で本当に強い女と対たい峙じしたとき……、出会い頭がしらに死ぬぞ」

　確かに男女の身体能力には大きく開きがある。普ふ通つうに考えればその隔へだたりを埋うめるのも容易ではないだろう。しかしこの世界には魔力というものがある。戦せん闘とう技術を魔力の応用で補えるとなれば、単純な身体能力だけで優ゆう劣れつが決まるわけではないのだ。

　言いたいことは言ったとばかりに木剣をその場に放り投げると、アルディスはワズアードのとなりへと歩いて戻った。

「すごいな。その若さであれだけの実力を持っているなんて」

　驚おどろきと感心をあらわにしながらもワズアードが水の入った杯さかずきを手て渡わたしてくる。

　礼を言ってそれを受け取ると、アルディスは口をつけて渇かわいたのどを潤うるおした。

「それと、感謝するよ。いずれ私たちが諫いさめなくてはいけないことだったけど、彼も結構な実力者だったからね。あの手の輩やからは自分より弱いと決めつけている相手の言葉へ耳を傾かたむけないだろうから……」

　そう言いながらワズアードは仲間の傭兵に介かい抱ほうされている禿とく頭とう男へと視線を向けた。

　確かに禿頭男の力量は傭兵たちの中でもトップクラスだろう。今回の訓練に同行している指導役の現げん役えき兵士たちではとても敵かなわない。全体を率いている部隊長はそれなりの手て練だれと見えたが、万一負けてしまった場合のことを考えればただの手合わせとはいえ安易に剣を交えられないというのも事実だ。

　だからこそ、今回の訓練を成せい功こう裏りに終わらせたいワズアードにとってはアルディスの行いと言葉はこの上ない助力となる。彼としても禿頭男を止めるタイミングが見み出いだせず困っていたであろうことは容易に推測できた。

　なぜなら禿頭男のやり方はともかくとして、言っていたことが間ま違ちがっているわけではなかったからだ。腕試し中の行こう為いも行きすぎだとは感じるものの、実際の戦闘では禿頭男が指し摘てきした通りの状じよう況きようは起こりうるし、兵士として戦う以上は女性だからという言い訳など敵には通用しない。

　もちろんだからといって禿頭男のふるまいが許されるわけではない。

「君のおかげで今後は女性を軽視する空気も多少は和やわらぐだろう。もっとも、君に限って言えばそれ以上に敵意を向けられる可能性が高いだろうけれど」

「別にそれくらいは構わん。アイツらもプロの傭兵だ。少なくとも護衛期間中は余計なちょっかいを出してくるほど馬ば鹿かじゃないだろう。俺個人としては敵意を向けられるくらい痛くも痒かゆくもないし、この仕事が終わった後で報復にくるようなら遠えん慮りよなく徹てつ底てい的に叩たたきつぶせばいい話だ。あんたにも軍にも迷めい惑わくはかけないさ」

　むしろそれでセレスやカレンに及およぶ危険が少なくなるのなら、アルディスとしてはかえって行動しやすい。

「本当に見た目と中身のギャップがすごいな、君は。まるで先せん輩ぱいの士官と話をしているみたいだ」

　見た目の若さにそぐわない達観した考えにワズアードが感心する。

　そんなふたりの会話へと割り込むように、何人かの女傭兵たちがアルディスへ声をかけてきた。皆その顔に笑えみを浮うかべ、よくやったとアルディスに賞賛の言葉を向けてくる。

「すごいわね、あなた！　最後の剣けん技ぎ、見事だったわ！」

「場をしらけさせてしまって悪かったな」

　アルディスが下がったところで、すでに腕試しどころではない雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。ある意味では盛り上がりを台無しにしたとも言える。

「そんなことないよ！　私すっごくスカッとしたもん！」

「あの男、典型的な共和国の男って感じですごくムカついてたんだよね」

「アンタがアタイたちの言いたいこと代弁してくれた。だから礼を言わせてもらうよ」

　しかし女性陣じんはそんなこと気にも留とめていないらしく、自分たちの代わりに禿頭男へ鉄てつ槌ついを下したアルディスを褒ほめそやす。

「アルディスさん、あんたあんなに強かったんだね。ビックリしたよ」

　アルディスを囲む女性たちの中にはレダもいた。彼女にとっても禿頭男は恥はじをかかせてくれた恨うらみのある相手だろう。その悔くやしさが多少なりとも晴れたのなら、アルディスとしても出しゃばった甲か斐いがあるというものだった。

「すごいモテようじゃないか。でもほどほどにしておけよ。連れの女の子が機き嫌げん損そこねるぞ」

　女性陣の勢いに気け圧おされ少し身を引いていたワズアードは、アルディスをからかいながら立ち上がり去っていった。周囲の見回りでもするつもりなのだろう。

　周りを全すべて女性に囲まれるというこれまでに経験したことのない状況に、アルディスは困こん惑わくしつつも視界の端はしでセレスとカレンの姿を捉とらえていた。

　どうやらセレスは禿頭男に負けた悔しさを食しよく欲よくにすり替かえているらしく、やけ食いをしていた。カレンはそんなセレスの世話をせっせと焼いている。

　その後もしばらく女性陣に囲まれていたアルディスだったが、やがて彼女たちも気が済んだのか各おの々おの立ち去り始める。最後まで残っていたレダが感謝の言葉を残していなくなると、アルディスの周囲もようやく静けさを取りもどした。

　夜が更ふけて就しゆう寝しんする者も増えたのだろう。焚たき火の中で薪まきの弾はじける音がやけに大きく聞こえた。

　ひと息ついたアルディスは不規則な足音が近づいてくるのを耳にする。

「アルディスぅ」

　見れば若じやつ干かんふらつきながらセレスが近づいて来る。

　しかしどうも様子がおかしい。足取りは妙みようにおぼつかない様子で、真っ直すぐこちらに歩いてきたかと思えば微び妙みようにその進む方向が斜ななめにずれていく。それを修正するようにカクンと強ごう引いんに向きを変えると再び怪あやしげな足つきで歩き始める。

　セレスはアルディスの側にたどり着くと、ひざから崩れるように腰こしを下ろして座り込む。不ふ審しんがるアルディスに向かって唐とう突とつに顔を近づけてくると、今度は首を傾けて睨みつけてきた。

「近い」

　上半身をのけぞらせるアルディスのことなどお構いなしにセレスは勝手にしゃべり始める。

「私ねー、悔しいの。お城では『幻まぼろしの』なんて呼ばれていない人扱あつかいだったし、何にも出来なかったけど傭よう兵へいになったし、人の役に立ちたかったし、女性がひどい扱いされてたの見て腹が立ったし、だから護衛で役に立てると思ったの」

「わかったわかった。悔しいのはわかったからあんまり顔を近づけるな」

　躊ちゆう躇ちよなく相手の個人空間へ飛び込もうとするセレスをアルディスはやんわりと押し止める。

　確かに普ふ段だんから人当たりが良く、他人との間に壁かべを作らないセレスではあるが、どうも様子がおかしいとアルディスも気付いた。

「だって何にも出来ないなんて嫌いやでしょう？　でも一番嫌なのはたくさん付いてる足がモゾモゾするやつなのぉ。六本くらいならまだ我が慢まんできるけど十本とか二十本とかわさわさ動くのって気持ち悪いじゃない。くねくねって動くしさー」

「なぜそこで突とつ然ぜん足の話になる？」

　唐突な話題の転てん換かんに顔全体で疑問を表すアルディス。対するセレスはやはりアルディスの反応などお構いなしにまとまりなくしゃべり続けていた。

「古い本の文字だって同じくらいうねうねしてるでしょ？　あんなのずっと読んでたら頭がおかしくなりそうだもん。なのにお勉強とか言っていっぱい読ませられるのよ、つまんなーい」

「足の話じゃなかったのか？　いや、別に足の話を掘ほり下げたいわけじゃないんだが……」

　口を開けば流れる水のごとく繰くり出される言葉と脈みやく絡らくもない話の切り替わり。何よりセレスの口から漂ってくるわずかな酒精の香かおりがアルディスにある結論をもたらした。

「お前、まさか酔よってるんじゃないだろうな？」

　眉まゆをひそめるアルディスの様子などお構いなしにセレスは我が道を行く。

「ありがとねぇアルディス。ダメって言われるかと思ったけど、手伝ってくれるって言われたときすごく嬉うれしかったんだー。でもあの傭兵さんは許さないの。すっごく恥はずかしかったんだから！」

　アルディスの手を握にぎって笑顔になったかと思うと、その次の瞬しゆん間かんには突然先ほどの一戦を思い出したのか、セレスはぷんすかと怒おこり始めてアルディスの手を握ったまま振ふり回す。

　今度は不意にアルディスの手を両手で包み込むと、自分の胸むな元もとに引き寄せて祈いのるような格好で動きを止める。

「ねえ、アルディス」

「なんだ？」

「なんで助けてくれたの？」

　先ほどまでとは打って変わって真しん剣けんな声でセレスが問いかける。

「単純にあの傭兵が癇かんに障さわった、という理由じゃダメか？」

　アルディスの答えに納なつ得とくがいかないのか、顔全体に不満を浮かべてまたも手を振り回した。

「そーじゃなくてー。森の中で助けてくれたでしょ？」

「そりゃあ護衛の依い頼らいを受けたんだから助けるのは当然だろう」

　何だそっちの話かと、アルディスは当たり前のように答える。

「じゃあなんでさっきは助けてくれたの？」

　会話の照準が定まらない。酔っ払ぱらいに順序だった話を求めるほど無意味な事もないが、アルディスは仕方なく相手を続けた。

「困ったときは手を伸のばせと言ったじゃないか」

「でも私何にも言ってないよ。助けてって言ってない」

　まるで不合理な行いを指摘するかのようにセレスがアルディスへつっかかる。

「確かに何も言ってなかったが……。もしかして余計なお世話だったか？」

「ううん、そんなことない。すごく嬉しかった。でもなんで助けてくれたのかわからない。だって私、狂きよう姫き殿でん下かの生まれ変わりかもしれないんだよ？　助けてって言ったわけでもないのに、どうして？」
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　どうやらセレスは助けてもらった理由が本気でわからない様子だった。

　もしかしてこの少女はこれまで自ら救いを求めたことがないのではないか、ふとアルディスの頭にそんな考えがよぎる。

　生まれた時から呪のろい子として忌いみ嫌きらわれ、存在しないものとして扱われてきたセレスだ。普ふ通つうの子供が手に入れるであろう温ぬくもりや保護を受けられず、誰だれかに救いを求めるという選せん択たく肢しを早々に捨ててしまったのかもしれない。黙だまって手を差し伸べられた意図が理解できず、何故なぜと問いかけるセレスにアルディスの心が痛む。

　唇くちびるを嚙かみ、肩かたをふるわせて涙なみだを耐たえるあの姿を目にして無関心でいられるなら、最初から双ふた子ごやセレスに手を差し出したりしていない。アルディス自身、かつてそんな風にして救われたからこそ今がある。ならば彼が誰かに手を伸ばすのも当然のことであろう。

「だから以前も言っただろう。『そんなこと』と。俺にとっては大した問題じゃない」

　アルディスが平然と言い放つと、セレスはうつむいて急に大人しくなる。

　チラリチラリと上目づかいでアルディスの顔色を窺うかがうと、何度か口を開きかけては閉じてを繰り返し、恐おそる恐るといった感じでようやく言葉を絞しぼり出す。

「じゃあ……、これからも守ってくれるの？」

「セレスとカレンが傭兵として独り立ちできるようになるまで、責任を持って守ってやるさ」

　傭兵としての経験を積み、セレスたちが独り立ちできるようになるまではおそらく二、三年ほどかかるだろう。セレスたちを狙ねらう帝てい国こくの暗部も彼女たちの行方ゆくえがわからなくなればいずれは追っ手を差し向ける意味を失うし、あとはセレス自身の狂化と表現すべき体質を解決さえできればアルディスの守りも必要なくなる。どのみち双子が成人するまでにはまだ時間がたっぷりあるのだから、その間に解決方法を見つければいいのだ。

　そう考えて口にしたアルディスの答えだったが、どうやらセレスはそれが気に入らなかったらしい。

「むー、そういうときは『ずっと守ってやる』とか言うもんだよ！」

　頰ほおを膨ふくらませてダメ出しをしながら、再びアルディスの手を握ったまま縦に振り回す。

　その後しばらく一方的にまくし立て、笑い、怒おこり、泣き言を吐はきだしたあげく、セレスは「んー、疲つかれたー」と言い残しアルディスのひざを枕まくらに寝ね入いってしまった。

「カレン」

「なんですか、アルディスさん？」

　ようやく落ち着いたアルディスはセレスの後ろに黙って控ひかえていたカレンへと声をかける。

「どこのどいつだ、セレスを酔いつぶしたのは？　というかお前が側についていて、なんでこうなるまで放っておいた？」

　いくら危険の少ない状じよう況きようとはいえ、セレスは護衛をする側の人間である。深酒をして酔いつぶれるなど本来あっていい話ではないし、そもそも軍から支給される食事で酒が提供されるわけもない。おおかたどこかの傭兵が持ち込んだ酒だろうとアルディスは当たりをつけた。

　ところがそれに対するカレンの答えはいまいち要領を得ない。

「セレス様は先ほどの手合わせで恥はじをかかされひどく落ち込んでおられたものの、アルディスさんのおかげで多少は溜りゆう飲いんが下がったご様子でした。ですがその後、アルディスさんが女性陣じんに囲まれチヤホヤされる姿を目にして何か思われるところがあったのか、軍から配給された夕食を召めし上がった後、わたしが個人的に持ち込んでおいたお菓か子しをすべて食べ尽つくさん勢いで召し上がりました。お労いたわしいことです」

「ちょっと待て、俺が悪いのか？」

　心外だとばかりに目を丸くするアルディス。確かにやけ食いしているセレスを視界の端に捉とらえたが、まさかそれで責められることになろうとはさすがのアルディスも思わなかった。

「ところでアルディスさん。グレッテというお菓子をご存知でしょうか？」

「グレッテ？　いや、初耳だが」

　なおもカレンの話は当初の目的を逸いつ脱だつしてあさっての方向へと進み続ける。いきなり何を言い出すのか、とアルディスは訝いぶかしさを顔全体で表した。

「共和国北部特産のお菓子だそうですが、先日街で買い物をした際に入手しました。こちらです」

　そう言いながらカレンがひと口サイズの包みを差し出す。

「どうぞ召し上がってみてください」

　仕方なくアルディスは勧すすめられるままにその包み紙を剝はがして口に放り込む。焼き菓が子しの一種らしく外側は固い。嚙むと小気味よい音と共に口の中で崩くずれていく。

　グレッテの中は空くう洞どうになっていたようで、中からとろりとした液状のものがこぼれ出た。同時に濃こい酒精が口いっぱいに広がっていく。

「なるほど、酒精を含ふくんだシロップが中に入っているのか。少し甘みが足りない気もするが、これはこれでおいしいな」

　酒精？　とアルディスは自らの言葉を反はん芻すうする。同時に馬ば鹿か馬ば鹿かしい推論が脳のう裏りを駆かけ巡めぐった。

「ちょっとまて、まさかとは思うが……」

「はい、そのまさかです。事前に取りわけておいたと思ったのですが、いくつか混ざっていたようです」

　アルディスの馬鹿な推論が的を射たらしい。

「しかしいくら酒精が入っているからといって、よほど大量に食べなければ酔うほどではないだろう？　側にいたなら途と中ちゆうで止めれば良かっただろうに」

「ひとつです」

「は？」

　カレンの口から放たれたごく短い返答に、アルディスの思考が一いつ瞬しゆん停止する。

「セレス様はグレッテをひとつしか口になさっていません」

「…………ひとつ？」

「はい」

　アルディスの視線がひざを枕にしたセレスに注がれ、すぐにまたカレンへと向けられた。

「ひとつだけで」

　とアルディスは眠ねむるセレスを指さす。

「このざまか？」

　時折アルディスのひざへグリグリと顔を押しつけながら幸せそうに眠りをむさぼるセレス。その寝ね顔がおは純真無む垢くな子供のようでもあり、同時に民話へ登場する精せい霊れいもかくやといった神秘的な美しさでもある。

　あきれ顔のアルディスに向けてコクリと頷うなずくカレン。

「以前、城で誤ってお酒を召し上がったときもそうでした。薄うすめたワインをほんのひと口だったのですが、ずいぶんと楽しげなご様子になられまして」

　昔語りをするカレン自身はかつての様子を思い出したのか、我が慢まんしきれないといった具合に笑えみをこぼす。

「あの無礼慇いん懃ぎんないけ好かない女官相手にそれはもう愉ゆ快かい痛快極きわまる仕打ちを……いえ、何でもありません。とにかくセレス様は少々お酒に弱くていらっしゃるのです」

　つい口が滑すべったとばかりに態度を繕つくろうとカレンはそう事情を説明した。

　少々どころではないだろうと内心指し摘てきしながらも、アルディスはこの状況に納得する。

「生まれたときから周囲に厭いとわれ恐れられていたという環かん境きようのせいもあり、おそらくセレス様本人も気付かないうちに心の中へ溜ため込んでしまった感情や思いがあるのでしょう。どうやら酔よったときにだけその本音が口を突ついて出てくるらしく、見ていて面おも白しろ……いえ、そんな弱音を吐くセレス様も可愛かわいいと思いませんか？」

　うっかりなのかわざとなのか、主人に対する失言をまたもそしらぬ顔で修正したカレンが同意を求めてくる。

　その問いにはあえて答えず、アルディスは自分のひざで寝ね息いきをたてるセレスに目を落とした。

「ワインひと口でねえ……。まあ、どこぞの魔ま術じゆつ師しみたいに他人へ迷めい惑わくをかけるわけじゃないからまだいいが」

　アルディスはトリアで時折パーティを組んだ『白びやく夜やの明みよう星じよう』の紅一点、酒さけ癖ぐせの悪いオルフェリアという魔術師を思い出す。

「とにかくセレスには酒を飲ませないよう気をつけた方がいい、ということだけはわかった」

　もともと帝国では『居ない者』として公式の場に出ることもなかったという話だが、わずかな酒精でこんな醜しゆう態たいをさらすようではどのみち皇族として人前に出ることができなかったのではないだろうか。

「で、どうするんだよ。この酔いつぶれ娘むすめは？」

「ご心配なく。明日になれば酒精も残らず気分良くお目覚めになると思いますよ。つきましては、申し訳ありませんがそのまま天幕まで運んでくださると助かります」

　端はなからそのつもりだったのだろう。アルディスの返事も待たずにカレンは立ち上がるとさっさと歩き始めた。

「はいはい。それくらいはおやすい御ご用ようですよ、っと」

　アルディスは寝息を立てるセレスを横よこ抱だきにすると、カレンの後を追いかけて自分たちへ割り当てられた天幕へと歩いて行った。
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　年老いながらも引き締しまった身体からだの男が拳こぶしをテーブルに叩たたきつけた。

「訓練期間はすでに三分の二が過ぎてしまったぞ」

　苛いら立だちを含んだその言葉に、二つとなりの席へ座る別の男が冷静な声で反応する。

「逆に言えば三分の一が残っているということだろう。何をそんなに焦あせっている？」

「焦りもする。もしこのまま訓練期間を終えてやつらが帰ってしまったら、女どもが誇ほこりあるティオリア軍の一員になってしまうのだぞ！　それがどれだけ屈くつ辱じよく的なことか、文官のお主らにはわからんだろうがな！」

　ロの字形に置かれたテーブルの周りをぐるりと囲むように九名の男たちが座っている。ここはティオリア市庁舎の中にある一室。市庁舎に設けられた三つの議場の内、最も小さな部屋である。

　感情を高ぶらせる男に向けて別の席からもなだめる声が掛かかった。

「まあまあ軍官長、落ち着いてくださいよ。もともとある程度時間がかかるということはわかっていたはずでしょう？　十分想定範はん囲い内なのですから、焦るのはまだ早すぎますって」

　軍官長と呼ばれた男は自らの態度を反省したのか、短く「すまん」と謝罪の言葉を口にする。

「だが本当に大だい丈じよう夫ぶなのだな？」

　とはいえ心配が消えたわけではないらしい。追いかけるようにして出てくる問いかけは不安の裏返しなのだろう。

「問題はないはずだ。文ぶん献けんの記述が真実なら、の話だが……」

「今さら言葉を濁にごして逃にげるつもりか！」

　それに対して返ってくるのが責任回かい避ひとも言えるような発言となれば、再び軍官長の頭に血が上るのはわかりきったことであった。

「いいかげんにしろ！　この場で互たがいにいがみ合ったところで得をするのはあの男だけだぞ」

　言い争いになりそうな雰ふん囲い気きを断たち切ろうと、今度は上座にいる銀ぎん髪ぱつの男が平手をテーブルへ打ちつける。九人の中で最も豪ごう奢しやな服に身を包み上座へ腰こしを下ろしていることから、銀髪男がこの場で最上位の人間であることは明らかだった。

「まったくだ。我々の目的はあの男を引きずり下ろすことであって、ここで仲なか違たがいをすることではない」

「そんな事は言われんでもわかっておる」

　軍官長が落ち着きを取りもどしたことでようやく議事が前に進み出す。

「今のところ計画は順調だ。新兵訓練に出す護衛の数は半分以下に抑おさえられているし、その少ない護衛も市長派だ。消えてもらって一向に構わない。というか消えてもらった方が好都合だろう」

　閉とざされた密室ということもあり、物ぶつ騒そうな言葉を口にするのも躊躇ためらいがない。

「しかし代わりに多数の傭よう兵へいが護衛として雇やとわれているぞ？」

「構わん。頭数を揃そろえたところで兵と連係が取れるわけでもあるまい。むしろ傭兵を雇ったことも事が終わった時には予算の浪ろう費ひだと糾きゆう弾だんする材料にできる」

「だがそれもこれも封ふう印いんが解ければの話ではないか。そっちが失敗すれば何の意味もない」

「そちらも今のところ問題ない。調査名目で送り込んだ傭兵たちは指示通り封印を解いたようだし、その後湖に変化が現れていることも確かく認にん済みだ。新兵訓練が終わるまでには封印も解けているだろう」

「神しん殿でん跡あとに送り込んだ傭兵たちの始末は？」

「今は別の依い頼らいをあてがってアルバーンへ向かわせている。国境を越こえたところで別の傭兵に襲おそわせる手はずが整っている」

「ところで話は変わりますけど──」

　テーブルの上を次々と言葉が飛び交かう中、控ひかえめに小太りの男が口を挟はさんだ。

「封印を解くと魔ま物ものが復活するということはうかがっていますが、いったいどんな魔物が復活するんですか？」

　その問いに答えたのは文官の装いをした男である。

「文献によれば千の軍勢を蹂じゆう躙りんする強力な魔物らしい。位置的に考えて野外訓練場が矢や面おもてに立つのはさけられまい。そうなれば百人にも満たぬ、しかも足手まといの新兵を抱かかえた連中が敵かなう相手ではないだろう」

「大々的に徴ちよう募ぼした女兵士を、軍内部の開明派などと名乗る輩やからと共に魔物で一いつ掃そうする。そうすれば市長に対する非難の声はいやがおうにも高まるだろう。女の社会進出などとふざけたことを抜ぬかす者どもに現実を突きつけ、市長には政策を強ごう引いんに進めた責任を取って職を辞してもらえばいい」

「ティオリアの政治を乱す市長派が一掃されれば、今後の統治もやりやすくなるというものだ」

「今回で出鼻をくじいてしまえば、今後女を登用しようなどという愚おろか者もそうそう出てはくるまい」

　次々と都合の良い未来図を広げる他ほかの発言者に、再び小太りの男が疑問を呈ていす。

「しかし、それほど強力な魔物が解き放たれるとなれば、その危険が野外訓練場に留とどまらずティオリアにおよぶ可能性もあるのではないですか？」

　だがその問いかけに対しても返ってくるのは楽観的な発言ばかり。

「ハッハッハ。心しん配ぱい性しようだな君は。無論その時に備えて籠ろう城じようの準備は万ばん全ぜんだ。外がい壁へきに囲まれたティオリアならば強力な魔物とて手出しはできん。安全な外壁の上から弓なり魔ま法ほうなりで集中攻こう撃げきを加えればこちらの犠ぎ牲せいはでないだろう」

「それにああいった言い伝えは大たい抵ていが誇こ張ちようされているものだよ。しょせん封印された程度の魔物。我が軍が本気になれば敵ではない」

　結局終始都合の良い予測に沿って話は進められ、出席者は事が成った後のことばかりに思いを馳はせていた。
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「とまあ、こんなわけで。謀ぼう議ぎをしているのか、夢見心地ごこちで妄もう想そうにふけっているのかわからない有様でしたね」

　ティオリア市長の執しつ務む室。小太りの男が半ばあざ笑うように報告すると、立場ある人間の言葉とも思えぬほど軽い口調で部屋の主ぬしがこの場に居ない八人をこき下ろす。

「頭が痛いなあ。そんな近視眼的思考しか出来ないから、女性が自分たちには到とう底てい及およばないとか根こん拠きよのない思想に溺おぼれていられるんだろうなあ」

　一見物もの腰ごしの柔やわらかそうな青年に見えるのはティオリアのトップに立つ市長その人である。穏おだやかに微笑ほほえんでいれば誠実そうな外見からは想像し辛づらい、幼よう稚ちな罵ば倒とうがその口から放たれる。

「ほんっっっと、馬ばっ鹿かじゃないの？」

「いい歳して子供みたいなこと言わないでください」

　つい数時間前まで密室の議場で人へ聞かせられない会話をしていた張本人だ。もちろん彼がその場で起こった一部始終を市長へ報告していることなど、残る八人の男たちは知るよしもない。

　市長は机の上に左ひだり肘ひじを立てると片手で頰ほおを支えてぼやいた。

「……エルフィンゲンの名も落ちるところまで落ちたもんだねえ」

　エルフィンゲンというのはかつてブロンシェルが王国であった時代に公こう爵しやく家であった家門である。血筋自体は途と絶だえながらもその家名はブロンシェル中に広まっており、今では共和国の政財界はおろか軍の上層部ですらも七割がエルフィンゲンの名で占しめられている。実質的に共和国を支配する一族であると言えよう。

「あなたがそれを言いますか？」

　市長の言いぐさに、困こん惑わくと呆あきれを込めて小太りの男が苦笑いを浮うかべる。

「もっとも、おかげでこちらは助かっていますけどね」

「まあね。キミも仕事がやりやすそうでなによりだよ。むしろ手て応ごたえがなさ過ぎてつまらないんじゃない？　他の仕事もっと回そうか？」

　にこやかな表情でさらりと労働強化に走りそうな上役へ向け、これまた余よ裕ゆうを崩くずさず小太り男は反論する。

「いえいえとんでもない。間かん諜ちようって結構神経使う仕事なんですよ？　胃を痛めながら私もがんばってるんですから、逆に市長権限で給料どーんとアップしてくれてもいいくらいなんですが？」

「それはまあ置いといて。使い捨てにされそうな傭兵さんたち、ちゃんとフォローしてあげてね」

「ああ、なるほど。何の躊ちゆう躇ちよもなくスルーするわけですね、私の待たい遇ぐう改善請せい求きゆうは」

　口ではどうこう言いながらも、お互いに軽口を叩いてじゃれあっていたようなものだ。スッパリと話を切り替かえて小太りの男はまじめな話に戻もどった。

「ひとまずその傭兵たちには別ルートで接せつ触しよくを試みるつもりです。どうせ彼らが今受けている依頼は保守派の都合ででっち上げたものでしょうから、破は棄きしても問題ないでしょう。彼らが共和国を出る前には接触できるはずです」

「うん。こっちの騒そう動どうに巻き込んでしまった以上、知らんぷりは出来ないからね。頼たのむよ」

　お任せを、と小太りの男が請うけ負おう。

「それにしても『外壁に囲まれたティオリアなら強力な魔物も手出しはできない』だって？　伝説の魔物もずいぶん甘く見られたもんだよね。その程度で済む相手ならわざわざあんな手の込んだ封印なんてせずとっくの昔に滅ほろぼしているだろうっての。それくらいもわからないのかなあ？」

「人は信じたいものを信じますからね。彼らにとって必要なのは『事実』ではなく『都合のいい真実』でしょう。それよりもどうするんですか？　彼らの砂糖菓が子し並みに甘い見通しは横に置くとして、このままでは野外訓練場の新兵たちどころかティオリアまでもが危険にさらされてしまいますよ？」

「うーん……、まあそこんところは。ねえ？」

　市長はやや言葉を濁しながら、自分の傍かたわらに立つ人物へ意味ありげに視線を向ける。その人物は全身を白い長衣ですっぽりと包み、白いフードを被かぶっているため顔さえも見えない。市長の視線に気付いていないのか、それとも気付いた上でそしらぬふりをしているのか、小太り男が部屋に入ってきてからというものピクリとも反応せず置物のように立ち続けていた。

　小太り男がなおも市長に問いかける。

「神殿跡の封印解除を妨ぼう害がいせずそのまま見過ごしたのは、何か考えがあってのことでしょう？」

「うん。まあこの際だから封印されていた魔物は滅ぼしてしまおうかなって」

「それが願望ではなく根拠のある言葉であることを願いますがね」

　市長の答えに小太り男が肩かたをすくめると、白いフードを被った人物が初めてふたりの会話に口を挟んできた。

「心配はいらぬ。彼かの者が主と認めた人間ならば、あの程度どうということはあるまい。念のため使えそうな剣けんも商店を介かいして供しておいたのだ。それもわざわざ彼の者にわかるよう符ふ丁ちようまで使って。こうまで膳ぜん立だてしたにもかかわらず撃げき退たいすらできぬとあらば、正直興も醒さめようというもの」

　白いフードの奥から発せられたのは聞く者に涼すずやかな印象を与あたえる女性の声。妙みような口調で意味不明な事を言うのは今に始まったことではないが、市長も小太りの男も慣れたものである。

「ということらしい」

「何が『ということ』なのかさっぱりわかりませんが？」

　もちろん馴なれているからといってその真意を理解できるかどうかはまた別の話。説明責任を放ほう棄きしようとする市長に小太り男が投げかけた疑問は至し極ごく真っ当なものであった。

「ナグラス王国の三さん大だい強ごう魔まを単身で二体も倒たおしたっていう傭兵がいたじゃないか。黒くろ髪かみで藤ふじ色いろのローブを羽織った少年の」

　白いフードの女性に訊たずねたところでまともな答えが返ってくるわけもない。それを市長も理解しているのだろう。仕方なくといった風に小太り男へ説明をする。

「ああ……、そういえば以前そんな話を聞いた覚えが……。それが何か？」

　あさっての方を向いて記き憶おくを呼び起こしていた小太り男が再び市長へ問いかける。

「トリアに貼はり付けておいた『耳』と『目』から、どうも彼がティオリアにやって来そうだって報告が入ったからね。上手うまいこと使えないかなー、って」

　意中の娘むすめをデートにでも誘さそう算段のように軽い口調で言う市長。そんな上司になれた小太り男は生返事と共に傭よう兵へいの居所を訊きく。

「はあ……。で、その傭兵は今どこに？」

「野外訓練場で新兵の護衛をしてるよ」

「それはそれは……」

　手回しの良さに感心しながら、小太り男は頭の中で護衛たちの戦力を再計算し始める。

「だからまあ魔物についてはあんまり心配していない」

「うーん……。私としてはその判断に少々疑問が残りますが」

　楽観的になれない小太り男は控えめにそれを否定するが、当の市長は気にしていないようだった。もちろん市長の楽観と、人目を忍しのんで画策する八人の男たちの楽観を並べて論じることはできない。お調子者に見える市長が見えないところであれこれと手を回していることくらい小太り男にも察することができるし、その口調と外見からつい忘れてしまいそうになるが、実は彼が二十年近くも政治に携たずさわってきた経験豊かな人物であるということを小太り男は知っている。

「なんせ麗うるわしの従者からのお墨すみ付つきだからね。魔物の討とう伐ばつと新兵の護衛は黒髪の傭兵に任せておけば大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ただ、市長のフード女に対する信任の厚さだけは小太り男も理解できなかった。

「それにあの一帯が瘦やせてる土地なのって、どうも封ふう印いんされた魔物のせいらしいんだよね。だから多分魔物を滅ぼせればあそこらへんの土地ももっと豊かになるんじゃないかなと思って。上手くすれば開かい拓たくできるかもしれないという目もく論ろ見みもある。ついでに女性兵士たちには魔物の襲しゆう撃げきを見事撥はねのけた英えい雄ゆうになってもらって、今後女性の社会進出を象しよう徴ちようする存在になってもらおうって魂こん胆たんだね。まさに一石二……、三……いや、封印された魔物を排はい除じよするというのも成果と考えると四鳥くらいはありそうじゃない？」

「欲よく張ばると何も得られないという意味の警句も確かあったと思うのですが？」

　冷めた顔で市長の気分に水を差す小太り男。だが当の市長は意に介さない。

「そうだっけ？　心配性だなあ。若いのにあんまり眉み間けんへシワを寄せてると人相悪くなっちゃうよ？」

「余計なお世話です」

　そう答える小太り男は不ふ機き嫌げんを絵に描かいたような顔を見せた。
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　ティオリアの北に位置する打ち捨てられた神しん殿でん跡あと。その側に広がる湖は今日も風に吹ふかれて静かに揺ゆれていた。

　最初はわずかな変化であった。

　傭兵たちが立ち去ってから少しずつ下がり続けた水位は、誰だれひとり見る者のないその場所で異変をもたらし始める。

　長い間変わることのなかった水位が下がり続け、湖を囲むように配置された六つの岩全体が水面から出るにいたって次し第だいに変化も大きくなり出した。

　生き物の気配を感じさせないほど静せい寂じやくに包まれる湖の周囲。鳥も獣けものも、いつからか姿をまったく見せなくなっている。風もないのに湖面が波打ち、目に見えない力のせめぎ合いで歪ゆがみ始める。

　波が徐じよ々じよに不自然な模様を象かたどり始め、ひときわ大きな波が立つたびに薄うすいガラス板が割れるような音が静寂を貫つらぬく。

　最初は思い出したように響ひびいていた音も、五つ、六つと繰くり返すうちに間かん隔かくが短くなっていった。

　その音へ誘われるようにして水面から水の塊かたまりが浮き上がる。数十センチの高さに向けて伸のびた塊の様子は、まるで湖面から空中へ大おお粒つぶの涙なみだが逆さ向きにこぼれるかのような光景だった。

　最も細く伸びきった部分が途と切ぎれ、湖との繫つながりを失った水すい塊かいが次の瞬しゆん間かん弾はじける。

　わずかな水しぶきを周囲にばら撒まいた水塊が一いつ瞬しゆんのうちにモゾモゾと動く生き物へ姿を変えた。体長は二メートルほど。多足生物の身体からだと蝶ちように似た六対合計十二枚の羽を持つそれは、現れるなりすぐさま落ちて湖底へ沈しずんでいく。

　湖上に次々と現れ、弾けていく水塊から同じ形の生物が発生しては落ちていく。湖に落下した生物の上からさらに他ほかの生物が落下し、湖が蠢うごめく生物で満たされていった。

　行き場をなくしたその生物は湖からあふれ、水から這はい出て地面を歩き始める。

　細長い身体の左右に並ぶ無数の足を動かし六対の羽を揺らめかせながら歩く姿はただ異質のひと言。自然界に存在するどの獣ともかけ離はなれた異形のそれらが、人間に『魔物』と呼ばれる存在であることは明白だった。

　湖全体を埋うめ、それでもなお生まれ続ける魔物の群れは、次第に強い魔ま力りよくに引き寄せられて一定の方向へと進み始める。

　その先にあるのは百人近い人間たちが留とどまるティオリアの野外訓練場だった。
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　新兵訓練の日程も残すところあと少し。土ど塀べいと見張り用の櫓やぐらを撤てつ去きよし、資財を運んでティオリア市まで帰き還かんするのに三日ほどかかるため、実際の訓練そのものは今日を合わせて二日となる。

　この日アルディスたち三人は午前中に仮か眠みんをとり、太陽が上じよう昇しようから下降に転じた時間帯になると天幕から出て軽い食事をし始めた。夕方から警けい戒かいにあたる当番に割り当てられていたため、そろそろ眠ねむっていた筋肉を起こす必要があったからだ。

「なんか……、起きる時間が毎日変わるのってちょっとしんどいね」

　いまいち目がさえない様子のセレスが弱音を吐はく。固い地面で眠ること自体には馴れたようだが、就しゆう寝しん時間が定まらないのは地味に応こたえるようだ。

「今はつらいかもしれないが、そのうち適応できるようになるさ。そうじゃなきゃ傭兵なんてやってられない。眠れるときに睡すい眠みんをしっかり取るのも傭兵にとっては大事なことだからな」

「アルディスの場合はいつでも眠れるというより、いつも眠たがってる気がするけど」

「そんなことは……」

　ない、と言いかけて口を噤つぐむアルディス。

　この話題を続けるのは不利と悟さとったのか、視線を訓練中の兵士たちに向けて黙だんまりを決め込んだ。

　兵士という職業は戦うだけが仕事ではない。市内警備兵ならば事件の捜そう査さや市民同士のトラブルを仲ちゆう裁さいするなど治安維い持じの役目も負うし、市外駐ちゆう留りゆう兵の場合は街かい道どうの巡じゆん回かいや要所拠きよ点てんの周辺を警戒する役目も担になう。市外駐留兵として徴ちよう募ぼされた今回の新兵たちはその役割を果たすために必ひつ須すである監かん視しと伝令の訓練を行っていた。

　いくつかの組に分かれ周辺地域を偵てい察さつする際の訓練。監視台や土塀の上から遠見の道具を用いて周囲一帯を監視する訓練。狼煙のろしを扱あつかって離れた場所へ情報を伝えるための訓練などだ。

「ねえ、アルディス。あれって何してるの？」

　セレスの指し示す先にアルディスは見知った姿を目にする。

「針しん軌き信号の訓練だろう」

「針軌信号？」

　そこでは女性新兵として参加しているレダが、針軌信号の訓練に勤いそしんでいた。

　針軌信号とは声の届かない遠方に向けて情報を伝えるための手段である。特とく殊しゆな道具や設備を必要とせず、剣や槍やりといった兵士の標準装備を使って簡単な意い思し疎そ通つうが出来るため、兵士にとっては必修スキルのひとつだった。

　国によって信号が異なるため、ブロンシェル共和国の内容まではアルディスにも読み解けないが、それが針軌信号を習得するための訓練であることは間ま違ちがいないだろう。

「もっと体全体を使って大きく動かせ！」

「それでは遠くから見ている相手に伝わらないぞ！」

「はいっ！」

　指導役の現げん役えき兵士から新兵たちに厳しく指示が飛ぶ。

　直接命にかかわるものではないが、情報のやりとりひとつで生死が左右される場面などいくらでもある。指導する方もされる方も真しん剣けんなのは当然だ。

　もちろん先だって行われた行軍訓練や戦せん闘とう訓練に比べれば、肉体的にはかなり楽であることは確かだろう。今日は新兵たちの顔にも多少余よ裕ゆうが見られた。

　その視線を上に向け、青く澄すんだ空を眺ながめていたアルディスがふと異変に気付く。

「なんだ……？」

　突とつ然ぜん様子が変わって周囲を窺うかがい始めたアルディスにセレスが問いかける。

「どうしたの？」

「いや…………、何でもない」

　噓うそである。

　だがアルディス自身にも何が起こっているのか、というより問題があるのかどうかも判断がつかなかった。

　もともと野外訓練場の周辺は魔力が希き薄はくな土地であった。それ故ゆえに人が定住することなく演習や訓練でしか使用されなくなったわけだが、その魔力がさらに薄くなり始めていることにアルディスだけが気付いていた。

　もちろん魔力が薄くなったからといってそれ自体が問題となるわけではない。訓練では魔ま法ほうを使うことも少ない上、護衛の傭兵たちはこの周辺に出しゆつ没ぼつする獣相手ならたとえ魔法の援えん護ごなしでも追い払はらえるだけの力量を持っている。

　変化を感じながらもそれが即そく座ざに問題をもたらすものではないことから、アルディスは警戒を強めるだけに留めた。

　しかし魔力そのものは感知できなくとも、多くの戦いをくぐり抜ぬけてきた傭兵たちの変化を嗅かぎとる力は馬ば鹿かにできない。

「なあ、何か変な感じしないか？」

　アルディスのようにハッキリと違ちがいを知覚しているわけではないだろうが、次第に他の傭兵たちも異変に感付き始める。

「お前もか？」

「ああ、なんだか妙みような感じだな」

「そういえば今日はまったく獣の姿も見てないよなあ」

　何とも言えない違い和わ感かんのようなものを肌はだで察知したのか、気味の悪そうな顔を浮うかべる者もいる。

　その時だった。

　突然アルディスの魔力探知範はん囲いに無数の反応が現れた。

「え？　どうしたのアルディス？」

　突然立ち上がったアルディスを不思議そうな顔で見るセレス。

　その問いかけを無視してアルディスは魔力探知に集中する。

　野外訓練場から北の方角。距きよ離りにしておよそ五百メートルの地点。アルディスの探知範囲ギリギリのエリアへ次々と魔力反応が現れた。

　しかもひとつひとつの魔力が大きい。獣の類たぐいではない。獣王などよりも遥はるかに大きな魔力が示すこと、それはつまり──。

「魔物か？」

　そうしている間にも数が増え続ける。もはや悠ゆう長ちように数えられるようなレベルではなかった。切せつ迫ぱくした事態であると判断してアルディスは周囲へ警戒を呼びかけた。

「北から向かってくる集団があるぞ！　魔物かもしれない、警戒を！」

　突然声を張り上げたアルディスに周囲の視線が集まる。

「魔物？」

「このあたりに魔物なんて出たっけ？」

「見張り台のヤツらはどうしてる？」

「いや、特に慌あわてた様子もないけど」

　だが周りの反応は薄い。

　当然だろう。野外訓練場の北側は見通せるのも三百メートルほどの距離までだ。そこから先は緩ゆるやかな下り坂となり、さらに木々も増えるため見通しが非常に悪かった。

　見張り台の上から遠見の道具を使ったところで、おそらく迫せまり来る集団は捕ほ捉そくできないだろう。魔力探知によって五百メートル先まで探知できるアルディスの方が異常なのだ。

　アルディスの警告に戸と惑まどうばかりで誰だれひとり動こうとしない中、声をかけてきた者がいた。青年下士官のワズアードである。

「どういうことだ？　見張りは何も見えていないようだぞ」

「あと数分もすれば見え始める。相手の数が多い。守りを固めるなら早くしないと間に合わないぞ」

　ワズアードがアルディスの目を凝ぎよう視しする。悪ふざけで騒さわぎ立てるような人間ではないと理解しているのだろう、押し黙ったのも一瞬のこと。

「わかった。部隊長に意見を具ぐ申しんしてみる」

「俺は手の空いた傭よう兵へいたちを連れて外に出る。新兵たちは外に出すなよ。素人しろうとが戦える相手じゃなさそうだ」

　返事もそこそこに踵きびすを返すと、ワズアードは部隊長がいると思われる場所へと駆かけ出した。

　アルディスは周囲にいる傭兵たちに声をかけ、セレスとカレンを伴ともなって土塀の北側へと移動する。その後ろから部隊長と思われる声が訓練場中に響ひびきわたっていた。

「訓練中止！　警戒態勢！　土塀の外にいる者を呼び戻もどせ！　傭兵は北側土塀の外に集結だ！」

　土塀の外に出ていた兵士たちが引き上げ、代わりに傭兵たちが外に出る。土塀の上に弓を構えた傭兵と兵士たちが並び、紛まぎれるようにして数少ない魔ま術じゆつ師したちの姿が見えた。櫓やぐらの上には遠見の道具を覗のぞいて北を注視する兵士が数名。他ほかの三方には最低限の見張りだけを残し、傭兵は仮眠中の者も全すべてたたき起こされ戦闘態勢に移る。

　魔力反応が近付いてくる。木々が途と切ぎれる地点を通り過ぎ、ようやく見張り役の前にその姿を現した。

「来た！　来ました……！」

　見張り台に上がっていた兵士が大声で来らい襲しゆうを叫さけぶ。

「詳しよう細さいに報告しろ！」

　叫んだきり、声を失ったように立ち尽つくす見張り役に、櫓の下から叱しかりつける声が飛ぶ。

「け、獣けものじゃありません、見たこともない形です！　羽があって地面を這はって……！　数が……、多数！　多い、多すぎる！」

　パニックを起こしたように声を張り上げる見張りの兵士。櫓の中で必死に逃にげようと後あと退ずさる様子は、魔物の姿がまだ見えない他の人間にも事態の深刻さを思い知らせる。他の見張りからも魔物の姿について報告の声が上がっていた。

「援えん軍ぐん要よう請せいの伝令を出せ！」

「全員配置に付け！　ぐずぐずするな！」

「門は閉じたか！　西と東の門は崩くずして塞ふさいでおけよ！」

　矢や継つぎ早に出される指示で急激に訓練場内が騒がしくなる。現役兵士たちが声を張り上げるが、その指示で動いているのは訓練中の新兵だ。どうしても手て際ぎわは悪くなる。新兵たちにとっては不運極きわまりないが、現役兵士にとっても今の状じよう況きようは悪夢としか思えないはずだ。大部分が素人同然の新兵を率いて魔物の群れと戦わなくてはならないのだから。

　一方、傭兵たちはまだ落ち着きを見せていた。

「魔物か？」

「地面を這って羽を持つ？　……聞いたことがないな」

　魔物と戦う事も、圧あつ倒とう的多数を相手にすることも、傭兵をやっていれば誰だれしもが経験することである。それに比べればお粗そ末まつとはいえ防ぼう御ぎよ施し設せつを背にして、百人近い人数で相手を迎むかえ撃うつ今の状況はまだましな部類だ。大部分の傭兵はそう思っているようだった。

　その余裕も魔物が姿を見せ始めるまでのこと。

「見えたぞ。あれか」

「多いな」

　木々を背景に坂を上って来た魔物たちが一体、また一体と姿を現す。その影かげはすぐに横一列に並ぶ線となり、そのまま厚みを増していった。

「おいおい、ちょっと待てよ。何体いるんだあ？」

「まだ増えるぞ」

　アルディスの魔ま力りよく探知には、なおも探知範はん囲い外がいから魔力反応が続々と湧わき出て来る。今現在傭兵たちの目に見えているのはほんの一部分でしかなかった。

「あー。ちょっと帰りたくなってきたわ、俺」

「私も」

「いや、でも数が多いだけで大して強くないってこともあるし」

「まあどっちにせよ魔ま術じゆつ師し頼だのみだな。あんな数いちいち斬きってられるかっての」

　傭兵たちが弱気を口にし始める中、魔物たちは見る見るうちに増え続けている。

　次し第だいに魔物の姿もハッキリし始めた。

　まず目につくのは個体ごとに色の異なる蝶ちようのような羽である。その魔物は節足動物を思わせる長い胴どう体たいへ直立した六対十二枚の羽を背負っていた。胴体部の左右から伸のびる無数の足を動かしながら、地面を這って進んでくる。身体からだをうねらせるその様子はほとんど百足むかでといってもいい姿だが、身体の大きさはおそらく二メートル前後と大きい。頭部先せん端たんについている強力そうな顎あごで挟はさまれれば人間の腕うでなど千切られてしまいそうだった。

　羽を持った百足の魔物は数を増やしつつ野外訓練場へと迫る。その動きは明らかにこちらを目指しており、少なくとも大人しくやり過ごせば何とかなるという雰ふん囲い気きではない。

「いったいどれだけ湧いてくるんだか……」

　アルディスの魔力探知ではなおも範囲外からやって来る羽はね百足むかでの存在が確かく認にんできた。うんざりするような気持ちでそれを見ていたが、攻こう撃げき準備を告げる部隊長の声に意識を切り替かえる。

「合図と同時に魔術師は詠えい唱しようを開始だ！　二射した後に直接攻撃から援護に切り替えよ！　弓を持つ者は魔法攻撃で討うちもらした魔物を狙ねらえ！」

　羽百足の足はそれほど速くない。魔法による攻撃にしろ、弓で射かけるにしろ、狙いがつけやすいというのは何よりだろう。半数以上の兵はつい先日まで弓など引いたこともない素人同然の射手である。素す早ばやい敵へ狙いを定めて射い貫ぬくなどという芸当は期待できるわけもない。

「詠唱開始！」

　羽百足が土ど塀べいの外で待ち構える傭兵たちの前方五十メートルに来たタイミングで、部隊長が号令をかけた。

「猛たけき紅くれないは烈れつ炎えんの軌き跡せきに生まれ出いでし古こ竜りゆうの吐と息いき────煉フエル獄ノ・レのスタ・炎ガノフ！」

「淡あわき白は遥はるかなる虚こ空くうが育はぐくみし断罪の閃せん撃げき────烈ステイ・迅グロールの・エ刃ルメート！」

　土塀の上にいる魔術師たちが広こう範はん囲いを巻き込む魔法で羽百足たちへ攻撃する。羽百足たちの真まっ只ただ中なかに燃えさかる炎の柱が立ち上り、別の場所では暴力的なまでの風が吹ふき荒あれて敵を蹂じゆう躙りんする──はずであった。

「効いてない？」

「冗じよう談だんだろ？」

　熟練の魔術師が放った炎と風を歯し牙がにもかけず、羽百足は何もなかったかのように前進してくる。

　アルディスにとっても初めて対たい峙じする相手だったが、蝶を思わせる羽は見たところ『烈迅の刃』を弾はじくほど固そうに見えない。周囲の魔力がいつもよりも薄うすいとはいえ、あまりにも効果が薄すぎると感じた。

「輝かがやく蒼あおは色果てし幻まぼろしの地を舞まう永遠の刻ときと静せい寂じやく────極トロア北・シユスの・フオ嵐ローテ！」

　遅おくれてアルディスの攻撃魔法に見立てた魔ま術じゆつが羽百足を直ちよく撃げきした。その強力な冷気が生えていた草を一いつ瞬しゆんにして風にもそよがぬ彫ちよう刻こくへと変え、大地を丸々凍いてつかせた。しかし──。

「ほとんど効いていない……？」

　まったくの効果なしというわけではない。アルディスが極北の嵐もどきを放った一帯に、凍こおって動かなくなった羽百足の姿がいくつか見える。だがそれだけだ。

　アルディスの放つ魔術は他の術者と比べものにならない威い力りよくを持つ。その攻撃をまともに食くらっておいて九割以上が生き残るとなれば、相当に面めん倒どうな相手であることは間ま違ちがいない。

　土塀の上から魔術師たちが第二射の攻撃を放つ。直撃を食らう羽百足の様子をアルディスは目をこらして注視した。

　魔ま法ほうの攻撃が羽百足の群れへと到とう達たつする直前、羽百足が奇き妙みような動きを見せた。前進するために動かしていた足を止め、その代わりに背中の羽が忙せわしなく動きだす。

「なんだ？」

　その羽ばたきがもたらす不自然な魔力の流れをアルディスは目にする。

　羽百足が羽ばたくと同時に、周囲の魔力が羽へと吸い込まれていくような動きを見せたのだ。もともと薄かった大気中の魔力がほとんど枯こ渇かつするほどに減少し、その結果魔術師たちが放った攻撃魔法は羽百足へ到達する前に威力を失っていた。

　攻撃をしのいだ羽百足たちが再び前進し始める。足を止めない魔物の群れに傭兵たちの顔色が悪くなる。

　アルディスは試ためしに一体の羽百足へ向けて極小の魔力を込めた氷ひよう槍そうを一本放ってみた。

　まっすぐに飛んでいった氷槍がぶつかる直前、標的が羽をバサバサと動かす。もちろん飛び上がるわけではない。羽の動きに呼応するような形で周囲の魔力が吸い込まれていき、動きに対応するような形で氷槍が搔かき消えてしまった。

　その様子を注視していたアルディスは、以前トリア領軍の指揮官が持っていた大たい剣けんを思い出す。その大剣は受け止めた魔力を吸収し、蓄ちく積せき、放出する力を持った魔ま剣けんだった。羽百足に同様の能力があるのかはわからないが、少なくとも吸収する力はあると考えていいだろう。

「魔力を吸い取ってるのか？　やっかいな……」

　同時に羽百足たちの周辺だけがさらに魔力の薄い状態になっていることから、野外訓練場一帯の魔力がいつもより希き薄はくになっていた理由をアルディスはおぼろげに理解する。

　たとえ魔術師たちの攻撃が効果を発揮せずとも、羽百足たちは着実に迫せまってくる。

「弓放てぇ！」

　部隊長の号令で土塀に並ぶ兵士が矢を射かける。当然新兵たちの狙いはお世辞にも正確とは言えないが、地面を埋うめ尽くさんばかりの羽百足相手に狙いをつける必要はそもそもない。放たれた矢が群れに吸い込まれていき、何体かの羽百足に突つき刺ささる。

「もしかして、意外に柔やわらかいのか？」

　その様子に傭兵のひとりが希望的観測を口にした。

　魔力を込めたわけでもないいたって普ふ通つうの矢である。射手も熟練の弓士ではない。だがそれでも幾いく本かの矢は羽百足の本体を貫いていた。節足動物を思わせる身体は甲こう殻かくの固さを連想させるが、見かけよりもずっと柔らかいのかもしれない。

　それから一分もかからず、傭よう兵へいの前衛たちが羽百足の先頭集団とぶつかり始めた。前に出て立ちふさがるのは魔ま物もの相手の戦いに慣れている傭兵たちだ。新兵と指導役の兵士たちは土塀の上に立ち弓矢での援えん護ごに専念している。

　傭兵にしてみれば扱あつかいの差に腹を立てそうなものだが、人数が多くとも兵士の大部分は実戦経験皆かい無むの素人しろうとに毛が生えたレベルだ。前に立っても役立つどころかむしろ邪じや魔まにしかならないだろう。おまけに今回に限れば傭兵も新兵護衛の仕事として請うけ負おっているのだから、文句を言えるわけもない。そもそも相手の数が多すぎる以上、後方支し援えんの兵士たちも決して安あん穏のんと出来る状態ではなかった。

　一部の傭兵たちが羽百足と激げき突とつし、混戦になったことで魔法による攻撃は支援を中心としたものになる。兵士たちは誤射を避さけ味方のいない場所へ矢を射ているため、接近戦を行う傭兵たちはとにかく目の前の羽百足を防ぐことに専念する。

　アルディスの前にも羽百足の群れが迫ってきていた。

「セレス、カレン、準備はいいな？」

　ふたりに声をかけて振ふり向くと、セレスが顔面を蒼そう白はくにして立ち尽くしている。その隣となりには気まずそうな顔をしたカレン。

「どうした？　ボーッとしてる暇ひまはないぞ」

　予想以上の大集団に迫られて呆ぼう然ぜんとしてしまっているのかもしれないと、アルディスはセレスに発破をかける。

　セレスの口がわずかに動いた。

「ム……」

「ム？」

　こぼれ出した音の意味を訊たずねようとしたところで、セレスが突とつ然ぜん叫び始める。

「ム、ムムムム無理無理無理ぃー！」

　手のひらを前に向けて腕を必死で伸ばしながら後あと退ずさるセレス。

「聞いてないよ！　あんなの聞いてない！　無理ったら無理、絶対無理！」

「なんだってんだ？」

　何の前まえ触ぶれもなく慌あわてふためき始めたセレスの横へ目をやって事情を知るであろうカレンに説明を求めると、意外な答えが返ってきた。

「セレス様はその……、足の多い生物を苦手とされていまして……」

「は？」

　アルディスは顔に疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。

「森で双そう剣けん獣じゆう相手に平然としてただろうに」

「あ、あれは足が六本しかなかったから！」

　意味不明な弁明をセレスが口にする。

　確かに双剣獣には六本しか足がない。目の前に迫る羽百足と比べれば少ないと言えるだろう。だが一いつ般ぱん的な傭兵の感覚としては「それがどうした」である。足が多ければ強いというわけではないのだから。

「六本だろうが百本だろうが大して変わらんだろう」

「ぜんぜん違ーう！」

　どうでもいいと言いたそうなアルディスの言葉を、嚙かみつくような勢いでセレスは否定する。端はたからは理解できない理り屈くつだが、本人にとっては譲ゆずれないところなのだろうか。

「だからって今さら……」

　そう、今さらであった。

　目の前には間もなくやって来るであろう羽はね百足むかでの群れ。後方には護衛対象である兵士たち。苦手だろうが戦いたくなかろうが、今さら逃にげ出すわけにもいかなかった。

　ため息をつくとアルディスは仕方なく妥だ協きよう案を提示する。

「仕方ない。俺が先頭に立つ」

　ここぞというときに、旗はた振ふり役の張本人が一番役に立たないというまさかの事態。これは何の喜劇だと乾かわいた笑いが浮かびそうになった。

「討ちもらしたやつだけ何とかしてくれ。カレンはセレスの側についていてくれるか？」

「もとよりそのつもりです」

「セレスも全部カレンに任せっきりにせず、自分の身は自分で守れよ。あの数相手じゃ全部防ぐなんて無理だからな」

「わ、う、うん。そ、それくらいなら、がんばる」

　頼たよりなさそうなセレスの返答を受け、アルディスは前に向き直る。羽百足と接するまでにはまだ少しだけ時間があった。

　その時間を利用してアルディスは先頭を走る羽百足に白い光線状の魔ま力りよくを撃うち放つ。するとやはり羽百足は立ち止まり、羽ばたき始めた。

　光線が羽百足に命中するが、その表皮に小さな傷をつけるのがせいぜいだ。

　アルディスは数回に分けて込める魔力を少しずつ増やしながら光線を放つ。

　連続して光線を放つこと四発目。凝ぎよう集しゆう光のように威力を高めた魔力の一いち撃げきがようやく羽百足を貫いた。

「これだけ込めないとダメか……」

　かなりの魔力を注げば羽百足を貫くことはできる。だが無数の羽百足に対して一体ずつ同じ事をするのはさすがに無理だった。

　アルディスひとりが戦っているならともかく、この場には兵士や他ほかの傭兵がいるのだ。敵を殲せん滅めつするまでの間にアルディス以外は全ぜん滅めつするだろうし、そもそも一体の羽百足に対してそれだけの魔力を注ぎ込むのは無む駄だが多すぎる。

　それならば剣で斬きった方が早いだろう。

　アルディスはティオリアで新調した二本の重じゆう鉄てつ剣を宙に解き放ち、魔力で操あやつると羽百足へ差し向けた。阻はばむ者のいない宙を進んだ剣が先頭を走る羽百足に斬りかかる。

　先ほどまでの魔術に対する耐たい性せいとは裏腹に剣の一撃はいとも簡単に羽百足の身体からだを切り裂さいた。兵士の放った矢で貫つらぬけたことからもどうやら剣や矢といった直接的な打だ撃げきには弱いらしい。

「こっちはどうかな」

　アルディスが手に持った魔剣に魔力を込めると目の前に突とつ然ぜん瓜うり二ふたつの魔剣がもうひと振り現れた。

　これがティオリアで手に入れた魔剣クスィールの特とく殊しゆ能力である。クスィールの特殊能力は魔力を用いて寸すん分ぶん違たがわぬ剣を作り出すことだった。入手後に店の従業員から聞いた通りの手順で試してみたところ、見事本体と同等の切れ味を有する魔剣を複製することに成功した。

　それはそれですごいのだが、店の従業員が言っていた通り微び妙みような能力であることは確かだろう。双剣使いでもない限り同じ剣が二本あったところで役に立たないし、かといって複製魔剣は産みだした本人しか扱えなかったため一時的に他人へ貸たい与よすることも出来ない。

　加えて魔剣を複製するために結構な量の魔力を費ついやすはめになる。剣けん士しの道を選ぶ者にとっては膨ぼう大だいな魔力であり、逆にそれを許容できる魔力をもつ者はそもそも剣士ではなく魔ま術じゆつ師しの道を選ぶだろう。

　アルディスならば飛剣として使えるためまだ活用の余地はあるが、それでも飛剣が一本増えるだけである。トリアの指揮官が使っていたような魔剣と比べるとどうしても見み劣おとりした。

　問題はこの魔剣で羽百足が斬れるか、ということだ。

　魔剣は常に魔力を帯びている。魔力に対して強い抵てい抗こう力を持った羽百足に斬りかかったとき、その魔力が逆に足あし枷かせともなりかねなかった。

　だがその懸け念ねんは杞き憂ゆうに終わる。

　アルディスが複製魔剣を飛剣として放ち、羽百足に斬りかかるとあっさりとその節足動物じみた身体を両断した。どうやら魔剣で斬りかかる分には問題がないらしい。

　そうとわかれば後は向かってくる羽百足を淡たん々たんと迎げい撃げきするだけである。三本に増えた飛剣を駆く使しして、アルディスは次々と羽百足を斬り捨てた。

　同時に押し寄せてくる羽百足の群れを正面から迎むかえ撃ち、自らの手に握にぎったオリジナルのクスィールで斬っていく。魔ま法ほうに対する強固な耐性が噓うそのように、羽百足の身体は簡単に刃やいばで切断できた。

　周囲を見回してみると、他の傭兵たちも難なく羽百足を撃げき破はしていた。どうやら魔ま術じゆつに対する耐性が極きよく端たんに高いだけで、その戦せん闘とう能力はさしたる脅きよう威いでもないらしい。

　だがしかし、問題はその数である。多勢に無勢とはこのことだろう。

　いくらアルディスが数百の羽百足を斬り払はらおうと、押し寄せてくる数はそれを大きく上回った。一体を斬れば二体が、五体を斬れば十体がその隙すき間まを埋めるようになだれ込んでくる。
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「いやぁー！　モゾモゾしてるー！」

　後方をチラリと確かく認にんすればセレスが悲鳴をあげながらも危なげない手つきで剣けんを振るい、一体の羽百足を倒たおしていた。なんだかんだ言いながらも、しっかりと役目は果たしているようだ。動転するあまり周囲への注意がおろそかになっていそうだが、それをフォローしながらカレンが背後を守りつつ残敵を掃そう討とうしている。幼い頃ころから気心の知れた仲というだけあって、いいコンビであった。

　戦いながら周囲の情勢をアルディスは確認する。

　ひとことで言えば戦いは劣れつ勢せい。

　今のところは持ちこたえている。

　羽百足は魔術が効きにくいだけで、戦闘能力自体はそこそこといったところ。兵士たちには手て強ごわい相手であっても、傭兵たちにとっては勝てない相手ではない。単体での戦いなら傭兵側に軍配が上がるだろう。彼らの振るう一撃は羽百足の身体を確実に捉とらえているため、敵の数そのものは減っている。しかし減っているはずなのに減ったように見えないのは、もともとの数が多過ぎるからだ。

　数にものを言わせた戦いは本来兵士の得意とするところだが、そもそもこの場にいるのは大部分が徴ちよう募ぼされたばかりの新兵。しかも傭兵をあわせてもその数は百に満たない。また、多数の敵を相手にしたとき頼りとするのは魔法や魔術による攻こう撃げきだが、今回の相手には効果がほぼないとなれば打つ手は限られてしまう。

「左集団に向けて放て！」

　部隊長の号令を合図に、ほんの数日前使い方を習ったばかりの新兵たちが矢を放つ。狙ねらいは酷ひどいものだが、羽百足の密集する一帯へ放ちさえすれば当たる状態は変わらない。矢が刺ささり何体かの羽百足が動きを鈍にぶらせる。中には二度と動かなくなるものもあった。魔法よりは効果はあるだろうが焼け石に水である。

　やがて傭兵たちの支える前線をすり抜ぬけ、羽百足たちの一部が土ど塀べいに取り付き始めた。

「こういう時こそ魔法の出番だろうに！」

「効かないんだから仕方ないでしょ！」

「文句言う暇ひまがあるなんてずいぶん余よ裕ゆうだな、おい！」

　こんな状じよう況きようでも軽口をたたけるのは傭よう兵へいたちにまだ余裕がある証しよう拠こだ。だがそれもいつまで続くかはわからない。

　アルディスの周囲には羽百足が次々と集まって来ていた。傭兵の中には連係をおろそかにして突とつ出しゆつしてしまっている者もいるが、どういうわけかそちらよりもアルディスの方により多くの羽百足が向かって来る。

「まさか魔力の濃こい方へ引き寄せられてるのか？」

　羽百足の周囲はただでさえ薄うすい魔力がさらに希き薄はくとなっている。加えて魔ま術じゆつ攻こう撃げきを吸収するかのような特性。もしかすると羽百足にとって魔力は餌えさのような役割を果たしているのかもしれない。

　この場にいる傭兵、兵士たちの中でもアルディスの持つ魔力量は飛び抜けている。どうやら羽百足は魔力の高い人間を狙ってくるらしく、アルディスのもとへ多数集まって来ていた。

　都合が良いとばかりにクスィールで目の前の一体を払い、動きの鈍い羽百足の攻撃をかわしてとなりにいる別の個体を斬り捨てる。同時に三本の飛剣を操ってできるだけ後方へこぼさないよう、立て続けに羽百足を屠ほふっていく。しかし──。

「キリがない」

　忌いま々いましそうな声でアルディスはつぶやく。

　圧倒的な力で羽百足をなで切りにしたところで、圧倒的な物量により押し寄せてくる群れの前では無力に等しい。数えるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどたくさんの羽百足を打ち倒しながらも、状況は悪化していく一方だった。

　あたりには羽百足の骸むくろが積み重なり、もはや足の踏ふみ場に困るほどだ。にもかかわらず押し寄せる羽百足の数は一向に減る気配を見せない。

　このまま戦い続けてもアルディスが押し込まれることはないだろう。だが他の人間は違ちがう。

　戦いの最中、アルディスがちらりとセレスたちの様子を窺うかがう。

「やだー！　来ないで！　来ないでよぉ！」

　悲鳴をあげながらも剣を振ふり回して、周囲に群がる羽百足を次々と斬り払っているのはセレスだった。ある意味隙すきだらけだが、その後ろでカレンがカバーしているため、なんだかんだといい感じに連係が取れている。

　セレスの様子も錯さく乱らんというほどではない。髪かみの色も変わっていないため正気は保っているのだろう。

　ふたりだけならばこのまま戦いながら守りきることも可能だ。しかしさすがのアルディスも他の傭兵や新兵まではフォローしきれない。いずれ犠ぎ牲せい者しやが出るのは明白だった。

「さて、どうしたものか──っと」

　誰だれにともなくつぶやいたアルディスの足もとを鋭するどい一撃が襲おそう。

　とっさに飛び退のいてかわすと、周囲を見み渡わたしてその攻撃を繰くり出した主ぬしを目に捉える。

「あんなところから……？」

　百メートル以上離はなれた距きよ離りからの攻撃だった。

　色とりどりの羽で埋うまった群れの中でもひときわ目立つ金色の羽。体長は他の羽はね百足むかでよりもふた回り以上も大きい。最も顕けん著ちよな違いは長くうねった胴どう体たい部の後ろに伸のびる尾おのような部分。それが鎌かま首くびをもたげたようにゆらゆらと揺ゆれていた。外見はまるで巨きよ大だいなヘビに無数の足と蝶ちようの羽をあわせたような姿。他の羽百足とは明らかに別格の雰ふん囲い気きをまとっていた。

　金色の羽を持った魔ま物ものが動き出す。周囲の羽百足を尾び部ぶでからめ捕とると、そのまま長い尾を振り回した遠心力でアルディスに向けて投げつけてきた。

「おいおい」

　意表を突つく攻撃方法に思わずアルディスが目をむく。

　再び襲いかかる飛来物を軽くかわすと、寸前まで彼が立っていた地面が凄すさまじい衝しよう撃げきと共にえぐり取られた。

「仲間を投げ石扱あつかいとは」

　感心というよりも呆あきれた表情でアルディスはそれを評した。

「正直お呼びじゃないんだが──」

　金色羽はゆっくりと、しかしわき目もふらずアルディスへ向けて近づいてくる。アルディスが標的として狙われているのは明らかだった。その身にまとう魔ま力りよくの大きさは他ほかの羽百足と比べものにならない。他の傭兵の手にはあまるだろう。

　それ以前にここを通してしまえば、まず危険にさらされるのはセレスとカレンである。当然ながら迎え撃うつ以外の選せん択たく肢しはない。

　夜火に惹ひかれる虫のように集まってきた羽百足を斬きり払いながらアルディスは金色羽を待ち受けた。

　飛剣も合わせて百体ほどの羽百足を斬った頃、アルディスの前に金色羽がたどり着く。足の生えている胴体部の長さは四メートルほどだが尾部を含ふくめればおそらく六メートルに達するだろう。羽の枚数は他の個体と変わらないものの、毒々しいまでに輝かがやく金色がやけに目を引く。

　その羽がバサリと動いた。

　他の羽百足は魔術による攻撃を受けたときに羽ばたいていたが、今の金色羽は何ら攻撃を受けていないはずだ。不ふ吉きつなものを感じ取ったアルディスが構えると、羽ばたきに合わせて『風切』の魔法にも似た空気を切り裂さく音がした。

「っと！」

　慌あわてて飛び退すさると、アルディスの立っていた地面が見えない何かにえぐられる。

　着地したアルディスを横から払うように金色羽の長い尾が襲いかかって来た。

　屈かがんでそれを避さけながらクスィールをひと振ふり。

　カウンター気味に放たれた一いち撃げきが金色羽の尾を捉える。

　しかし食い込んだ刃が思いのほか固い感かん触しよくに阻はばまれて、アルディスは引かざるを得なかった。

「他の雑魚ざことは違う、というわけか」

　クスィールは金色羽の尾をしっかりと捉えたものの、三分の一ほどのところで勢いを失ってしまい、断たち切るには至らなかった。

「だったらこっちはどうだ」

　アルディスは剣けん先さきを羽に向けて振り抜いた。

　さすがに羽は尾部ほど固くない。あっさりと一枚を斬り落とすことに成功する。

　武器が通用するのなら戦いようはある。胴体部や尾部をひと息に断ち切れなくても、羽や足を確実に減らしていくことで体力を失わせることは可能だろう。

　その考えが浅はかだったことにアルディスはすぐ気付かされる。

　金色羽が近くにいた羽百足の身体からだを尾でからめ捕り、そのまま口へ運ぶといきなり嚙かみついたのだ。

「なっ……！」

　思いもよらぬ金色羽の行動に、アルディスは目を丸くする。

　もがいていた羽百足はやがてゆっくりとその動きを停止し、金色羽のなすがままに捕ほ食しよくされる。それはわずか数秒のことだった。

　何のために金色羽がそんなことをしたのか、すぐに理由は明らかになる。

　アルディスが斬りつけた金色羽の尾。その傷が見る見るうちに塞ふさがっていったのだ。おまけに斬り落としたはずの羽までもが復活している。

「なんとまあ都合のいい」

　自分の感じているのが呆れなのか、それとも辟へき易えきなのかも判然としないままアルディスは眉まゆを寄せる。まさか羽百足を捕食することで傷を瞬しゆん時じに癒いやしてしまうなどと、予測できるわけがない。

　これは思ったより面めん倒どうくさそうだ、とアルディスは内心でげんなりした。

　金色羽に傷を負わせることはできるが、その都度仲間を捕食することで回復されてしまう。斬りつけては回復され、斬りつけては回復されの繰り返し。一気に勝負を決められれば良いのだが一刀両断できるほど金色羽の身体は柔やわらかくない。

　しばらくその単調な攻こう防ぼうを続けているうちにわかったことがあった。どうやらすでに息絶えた羽百足には手を出さないらしいということだ。もしかしたら傷の回復ができるのは、生きている羽百足を捕食したときに限った話なのかもしれない。

　だがそれがわかったところでどうだというのか。そもそも骸よりも生きた羽百足の方が遥はるかに数は多いのだ。周囲に蠢うごめく無数の羽百足を先に片付けなければまた金色羽は傷を回復してしまうだろう。

　金色羽に対たい峙じしながら飛ひ剣けんを操あやつり周囲の羽百足を斬ってはいるものの、空いたスペースを埋めるように次々と湧わいてくるためキリがない。しかし広こう範はん囲いに攻撃できる方法がない今、短時間で周囲の羽百足を殲せん滅めつする手段の持ち合わせがなかった。

　手を焼いていたアルディスの目が新たな変化を捉とらえる。金色羽の身体に生える無数の足、その脇わきから刺し胞ほう動物のような触しよく手しゆがニョロリと這はい出してきたのだ。

　触手は次々と金色羽の足もとから這いだしてくる。ゆらゆらとアルディスを四方から囲んだその先せん端たんが槍やりのように鋭く尖とがり、獲え物ものを突き刺さそうと迫せまってくる。

　正面から来る触手を飛剣で切り落としながらアルディスは後ろへ下がる。

　左右、そして上から襲いかかった触手の先端が、つい先ほどまでアルディスのいた場所へ突き刺さった。

　次の瞬しゆん間かん、触手の先端から何やら液体がにじみ出て、地面からシュワシュワという音と共に煙けむりが立ち異い臭しゆうが漂ただよい出す。

　それを見たアルディスが顔をゆがめた。

「やりづらい」

　魔ま術じゆつが効果的ならば周囲の羽百足もろとも焼き払はらえばいい。しかし魔術攻撃への耐たい性せいに特化した羽百足へ大きなダメージを与あたえる現実的な手が思い浮うかばなかった。

　広範囲にわたる魔術攻撃を行えば一時的に羽百足の動きこそ止まるものの、その活動を停止させるには至らない。かといって一体一体仕留めていたのではいつまで経たってもらちがあかない。加えて混戦となった今、むやみやたらと魔術を使うのは味方への誤射を生むことになりかねないだろう。

　とにかく数がやっかいだった。

「数の暴力とはよく言ったもんだ」

　そうしている間に傭よう兵へいの中で犠牲者が出始めた。個々の力は大した事がないといっても、さすがに絶え間なく押し寄せる羽百足の群れには抗あらがいきれなかったのだろう。

　アルディスは倒たおれた傭兵の武器を剣けん魔ま術じゆつで操り手数を増やす。しかしそれで増える手数は微び々びたるもの。これが町や城じよう塞さいならば予備の武器や備えもあるだろうが、ここは盛り土や簡易な櫓やぐらを建てただけの野外訓練場である。余るほどの武器が常備されているわけではないし、あったとしてもアルディスが勝手に使うわけにはいかない。

　野外訓練場へ立てこもってアルディスが障しよう壁へきを張り、ティオリア市からの援えん軍ぐんを待った方がましだったかもしれないが、そもそもアルディスにそんな指揮権はない。望んだことではないが成り行きで迎げい撃げきすることになってしまった以上、アルディスとしては与えられた役割を果たすしかない。

　もちろんいよいよとなればセレスとカレンを連れて後方へ下がるつもりだった。他の傭兵たちには悪いが、彼らはアルディスの護衛対象でもなければ庇ひ護ごすべき相手でもないのだ。

　しかしアルディスの判断は今一歩遅おそかった。野外訓練場の方向から戦いの音が聞こえてきたからだ。必死に防戦する傭兵たちの合間を縫ぬって、羽百足が土ど塀べいにたどり着いてしまったのだろう。

　アルディスの顔に初めて焦あせりが浮かぶ。

　時間が経てば経つほど状じよう況きようは悪くなる一方だと容易に想像できる。

「い、いやだ！　死にたくない！」

「持ち場を離れるな！　押し返せ！」

　野外訓練場から聞こえてくる声は戦せん況きようの悪化を如によ実じつに伝えてきた。土塀を守っている人員の内、現げん役えきの兵士はわずか二十二名。それ以外は全すべて新兵ばかりだ。たとえ戦う相手が獣けものだとしても危あやういだろう。まして敵は魔物だった。

「助けて！　誰だれか助けて！」

「負傷者を下がらせろ！」

「そんな余よ裕ゆうがあるわけないだろ！　まだ戦えるなら下がるな！」

「うわあああ！」

「くそぉ、ふたりやられた！」

　戦いの音に紛まぎれて届く声はもはや野外訓練場の守りも崩ほう壊かい寸前であることを物語っていた。その飛び交かう怒ど声せいと悲鳴の中に聞き覚えのある声が混じる。

「こっちに誰か回してよ！　このままだと突とつ破ぱされちゃう！」

　レダの声だった。

「レダさん!?」

　最前線のアルディスに聞こえたということは、その後方で戦っているセレスにも当然聞こえるだろう。レダの声を聞いたセレスがすぐさまそれに反応した。

「アルディス、ここお願い！　私はレダさんのところへ援えん護ごに！」

　呼び止める間もなく、セレスが踵きびすを返して野外訓練場の方へ駆かけていく。

「待て！　離はなれるな！」

　制するその声はセレスに届かなかったのか、それともあえて無視したのかはわからない。だがセレスが単独でレダの救きゆう援えんへ向かってしまったことは確かだった。

「申し訳ありません、アルディスさん！　わたしはセレス様の方へ！」

　今度はカレンがセレスの後を追って駆け出す。

　走り去って行くセレスたちの背中を一いち瞥べつすると、アルディスは一刻も早く目の前の金色羽を沈ちん黙もくさせようと魔ま剣けんクスィールの柄つかを握にぎり直した。
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　セレスとカレンの技量ならばそう易やす々やすと羽はね百足むかでに飲み込まれることはないだろうが、アルディスの目が届かないところへ行ってしまっては守るに守れない。

　かといって目の前の金色羽をこのまま放置してふたりの後を追うわけにもいかないだろう。他ほかの羽百足ならいざしらず、この相手に自由を与えるわけにもいかない。そもそもこの一帯はアルディスひとりで支えているようなものだ。アルディスが抜ぬければ途と端たんに戦線が崩壊してしまう。

　金色羽や他の羽百足を足止めするのは容易たやすいが、セレスたちの安全が保証されない今、勝負の決め手を欠いたまま膠こう着ちやく状態に陥おちいるのは避けたかった。

　幸い一体一体の羽百足は飛剣でも十分倒せる。しかし飛剣を使って休む間もなく次々と羽百足を屠ほふっているものの一向にその数が減る様子はなかった。

　羽百足を殲滅しない限り、金色羽に傷を与えてもすぐに羽百足を捕食して回復してしまう。このまま時間さえかければいずれは羽百足も尽つきるだろうが、それまでにどれだけの被ひ害がいが出るかわからないし、何よりその間セレスたちの身が危険にさらされ続けるのだ。

「せめて操る武器がもっとあればな……」

　問題は手数であった。

　現在アルディスが振ふるう剣はその手に握った魔剣が一本、そして飛剣として操っている重じゆう鉄てつ製のショートソード二本に複製魔剣一本の合計四本だ。魔剣が一本増えたところで羽百足の数の多さを考えれば焼け石に水である。店の従業員が「拍ひよう子し抜ぬけ」と言っていたように、形勢を逆転させるほど絶大な能力を持っているわけではないのだ。

　名前負けという言葉がアルディスの脳のう裏りに浮かぶ。

　ネーレの口にした『数多あまた退けし暴雨はやさめ』などという銘めいにそぐわない微び妙みような──。

　とそこまで考えたアルディスは『なぜ暴雨なのか』と疑問を抱いだく。複製するだけの能力を持った魔剣の銘に『雨』などという言葉がつけられているのは妙みような話である。

　もちろん銘とその能力に必ずしも深い関係があるとは限らない。単なる名めい称しようである可能性も否定できない。だがネーレに『本来の価値は金貨千枚どころの話ではあるまい』とまで言わせる魔剣が名前負けするような肩かたすかしの存在であるだろうか？

──雨。

──降り注ぐ無数の水すい滴てき。

──無数の……。

　アルディスはハッとする。

「魔剣を複製する特とく殊しゆ能力……」

　確かに魔剣は使用者であるアルディスの魔ま力りよくを使って作られた。その複製魔剣はオリジナルのクスィールに寸すん分ぶん違たがわぬ姿と切れ味、そして能力を持っている。

「全く同じ能力？」

　もしかして、とアルディスは息をのむ。

　複製された魔剣にオリジナルのクスィールが持つ『魔剣を複製する能力』までも完全に複製されているのであれば──。

　アルディスはすぐさま飛剣として操っていた魔剣を引き戻もどして手に握ると、自らの推論を確かめるため魔力を込めた。

　結果はすぐにアルディスの前に現れた。

「二本目……」

　当のアルディス自身が驚おどろきに声をもらす。目の前にさらなる魔剣が出現したからだ。

　右手に一本、左手に一本、そして目の前に三本目。

「だったら」

　アルディスは両手の剣を宙に浮かべ、新たに出現した魔剣へ手を添そえる。今度は先ほどよりも数倍の魔力を込め脳裏に複製する魔剣の姿を五本思い浮かべた。

　伸のばしたアルディスの腕うでを中心にして、まるで開いた花弁のごとく五本の魔剣が現れる。

「……そういうことか」

　この剣が持つ本当の能力、それは魔力の続く限り魔剣を複製できるということだった。通常の剣けん士しなら同時に使える剣はせいぜい両手に一本ずつの合計二本が限界。だから二本以上の剣けんを複製する利点は全くない。

　だが、剣魔術で複数の剣を同時に扱あつかえるアルディスにとっては一級品の剣が増える利点は大きい。膨ぼう大だいな魔力をもち、剣魔術によって多数の飛剣を操あやつれるアルディスだからこそ、この能力が最大限に生きる。

「ああ、なるほど。確かにおあつらえ向きだ」

　ネーレの言葉を思いだし、アルディスは口角を上げた。

　操る剣の数が増えればそれだけ手数も増える。たとえ満足に操ることができなくても、横に並べて一直線に飛ばすことは出来るし、上方からそれこそ雨のごとく射下ろすこともできるのだ。しかも魔力でその動きを操っているとはいえ実体を伴ともなう剣撃である。金色羽には通用しなくても周囲の羽百足には十分通用するだろう。

　アルディスはその膨大な魔力を注ぎ込み、無数の魔剣を作り出す。

　五十、百、三百、五百……。

　アルディスの腕に魔剣の花が咲さき、咲いたそばから剣魔術によって四方八方へと飛び去っていく。その隙すき間まを埋うめるように再び複製された魔剣が現れる。アルディスは保有する魔力の大半を費ついやして魔剣を複製した。どうせ魔術攻こう撃げきはほとんど効果がないし、飛剣を操るだけならばそれほど多くの魔力は必要としない。

　周囲を十と重え二十はた重えと白銀の飛剣が覆おおい尽くす。後に続く魔剣の出現が終息し、無数に複製された魔剣が弾はじけるように八方へと飛び散った。

　自らの周囲に二十本ほどの剣を残し、アルディスは味方の傭兵がいないエリアへ飛剣を向かわせた。地面に沿って水平に飛ぶ剣が羽百足の羽を軽々と薙なぎ、天空から降り注ぐ剣が多足の本体を大地に縫い付ける。

　それはまるで剣の形をした兵集団のよう。統とう率そつされた動きで淡たん々たんと羽百足を刈かり取っていくその様を、近くの傭兵たちが信じられないといった表情で見ていた。
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　土ど塀べいの上から新兵たちが必死の様相で矢を放ち続ける。決して多いとはいえない現役兵士たちが槍やりや盾たてを手に羽百足を押し止とどめ、その間に複数の矢を射かけて手傷を与あたえていく。傭よう兵へいたちのように魔ま物ものとまともに戦うほどの力がない兵士たちではそれが精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうだった。

　幸い新兵の放つ矢でも羽百足には突つき刺ささる。羽百足の動きが鈍どん重じゆうなため数さえ少なければ耐たえきることができたかもしれない。しかし魔物の数は五十や百ではないのだ。傭兵たちが多くを押し止めてくれてはいるが、膨大な数の羽百足を全て防ぐことなど出来はしない。

　迫せまり来る波のような群れのおぞましさに新兵たちは背筋に冷たい汗あせをかく。なまじ視点が高いために押し寄せる羽百足の群れがいかに多いか理解できてしまうのだった。

　土塀の下に降りて敵を防いでいるのは指導役を担になっていた現役の兵士ふたり。その後ろで土塀の上からレダを含ふくむ五人の新兵が弓で援護している。対する羽百足の数はレダの視界に入っているだけでも三体。百ひやく戦せん錬れん磨まの傭兵ならばともかく、新兵五人を含む七人では到とう底てい太刀たち打ちできる相手ではない。

　正面の羽百足に一体ずつ対たい峙じしていた兵士の横から、三体目が飛びかかった。

「危ない！」

　警告を口にしながらレダは矢をつがえるが、手元が震ふるえて狙ねらいがぶれる。放った矢は羽百足の横一メートル以上も離れた場所に刺さった。他の新兵に至っては矢を放つことすらできないでいる。

「うわあああ！」

　前と横から同時に襲おそいかかられた兵士はなすすべもなく羽百足に腹を食い破られる。新兵たちの中から悲鳴が上がった。腰こしを抜かして土塀の上で座り込む者まで出る始末だ。

　たまらずレダも弱音を吐はきそうになるが、これまでずっと『女のくせに』と見下していた男どもの鼻を明かしてやりたいという意地がなけなしの勇気を奮い立たせた。やっぱり女は役に立たない、などと身勝手な男たちに言わせたくはないのだ。

「射うって！　射たないと今度はあたしたちが死ぬんだよ！」

　自分も逃にげ出したい気持ちを抑おさえてレダは周囲の新兵たちを叱しつ咤たする。

「こっちに誰だれか回してよ！　このままだと突とつ破ぱされちゃう！」

　窮きゆう地ちに陥っているのはレダの場所だけではない。百人足らずの人間、しかも半数近くが新兵の状態で魔物の群れを防ぐこと自体が無理難題だったのだ。どこもかしこも羽百足をかろうじて押し止めているという感じで、今このタイミングで防ぼう御ぎよ線のどこかが突破されても不思議ではない。

　とうとうもうひとりの兵士も力ちから尽つき、遮さえぎる者のいなくなった羽百足が土塀に取り付き、よじ登ってきた。

　レダは弓を放り投げると、腰の剣を引き抜く。

　モゾモゾと無数の足で土塀をよじ登ってきた羽百足は、少し戦いの手ほどきをした程度のレダに敵かなう相手ではない。異形の羽百足相手にレダの足が震える。

「こんなところで死んでたまるもんか……！」

　自分を奮い立たせるようにつぶやいたレダへ、羽百足が迫り寄る。

「速い！」

　いくら動きが鈍重とはいえ魔物であることは変わりない。ただ移動するだけの速度と獲え物ものを襲うときのそれが同じわけはないのだが、戦いの初心者であるレダにはそんなことすら驚きよう愕がくの現実であった。

　狭せまい土塀の上を転げるようにしてレダが横に跳とぶ。

　羽百足の食いつきは避さける事が出来たものの、完全回かい避ひとまでは至らなかった。勢いのままにレダは足を引っかけられ体勢が崩くずれたまま飛ばされる。

　決して広いとは言えない土塀の上だ。当然間に合わせで作った土塀に落下防止の柵さくや仕切りなどがあるわけもなく、レダの身体からだを支え押し止めるものは何もない。そのままレダは野外訓練場の内部へと転がり落ちていった。

　幸い土塀の外側と違ちがい内側はなだらかな斜しや面めんになっていたため致ち命めい的てきなダメージを負うことはなかったが、それでもしこたま身体を打ちつけたレダは痛みのあまり自分がどこにいるのかもわからなくなっていた。

　握にぎっていた剣はすでにその手を離はなれている。

　視界の隅すみに落ちている誰かが落としたであろう抜き身の剣が見えた。ハッキリとしない意識の中、それを手にしなければという理り屈くつではない焦しよう燥そう感かんに駆かられて手を伸ばす。

　二度、三度と空から振ぶりした手がようやく剣にたどり着くが、震えてしまってまともにつかむこともできなかった。

　羽はね百足むかでが一体、まだ立ち上がれないレダに向かって這はい寄ってきた。

　それはレダにとって紛まぎれもない死の形。

　周囲に助けてくれそうな味方の姿は見当たらなかった。

（まだ死ねない）

　母親と幼い弟のふたりを残して死ぬわけにはいかなかった。今は亡なき父親の残してくれた蓄たくわえで何とか食べていけている。だがそれもいずれは尽つきるだろう。しかし幼い弟を抱かかえたまま母親が働ける職場などそうそう見つからず、だからこそレダが一家の生活を何とかして支えなければならない。

　女のレダが食い扶ぶ持ちを稼かせぐ手段など限られている。まともな職には就つきたくても就くことができない。女を売り物にするか、国を出て働くか。数少ない選せん択たく肢しのひとつを選ばなければならないと思っていた時、女性兵士の登用という降って湧わいたような幸運が舞まい込んできた。

　たとえ危険な仕事だろうがなんだろうがレダは迷いもなく飛びついた。兵士の給金ならば一家三人が暮らしていくには十分な金額がもらえる。しかもティオリアを離れずにすむのだ。たとえ一ヶ月の半分を駐ちゆう屯とん地ちで過ごしたとしても、他国へ働きにでるよりはよほどましだった。

（あの子が成人するまでは……）

　せめて幼い弟が成人するまでは自分が家を支えなければならない。

（だからまだ……、あたしはまだ──！）

　歯を食いしばり、身体に鞭むち打うって立ち上がる。

「あんたと、あたし……。どっちが、生き残れるか、賭かけてみる……？」

　通じるわけもない言葉を羽百足に投げつけてレダは剣を構えるが、ふらつく剣けん先さきはどうにも心こころ許もとない。しかもふらつくのは剣先だけではなかった。よろけたレダが倒たおれまいと片足を前に出してバランスを取る。

　様子を窺うかがっていた羽百足がその隙すきをついてレダに突とつ進しんしてきた。

　ふらふらの身体は力が入らない。体中が痛みを訴うつたえている。だがそのおかげか、初めて羽百足と対峙したときのような怖おそれと震えは不思議と感じなかった。

　向かってくる羽百足をレダは冷静に観察する。よく見ればそれほど速い動きではないだろう。指導役の兵士と手合わせを行った時に比べてもそれほど違いはなさそうだった。

（これくらいなら！）

　レダは相手をギリギリまで引きつけると、足もとを狙ってきた羽百足の攻こう撃げきを飛んでかわす。

　その際、すれ違いざまに剣を横なぎにして魔物の背に生えた黄色の羽を一枚断たち切った。

「やった！」

　思わず歓かん喜きの声をあげたレダは、すぐに信じられない光景を目にする。

　柄つかを握っていた自分の手が意思に反して開き、持っていた剣が明後日あさつて方向へ飛んでいったのだ。同時に右みぎ腕うでを強きよう烈れつな痛みが襲った。

「くうっ！」

　攻撃を受けたわけではない。ただ今この瞬しゆん間かんまで痛みを感じていなかった──、いや痛覚が麻ま痺ひしていただけなのだろう。

　いくらなだらかな斜面とはいえ、転がり落ち、意識が朦もう朧ろうとするくらいの衝しよう撃げきを受けている。極限状態で痛みを感じていなかっただけで、身体の方はとても剣を全力で振るえる状態ではなかったのだ。

（武器を……）

　慌あわてて周囲を見回すが、すぐ側に使えそうな武器は落ちていない。先ほどレダが手放したばかりの剣けんが最も近い場所にある得物だった。

　レダの背中を冷たい汗が滑すべり落ちる。動きの鈍にぶった身体で、しかも武器のひとつも持たない状態で、相手は現げん役えきの兵士ですら勝てない魔物ときている。

　逃げられるなら逃げているだろう。しかし次し第だいに足も痛み始めたレダには魔物から逃げ切れる自信はなかった。そもそも逃げるといってもどこへ逃げるのか。

　再び羽百足がレダににじり寄る。

　その時、後あと退ずさるレダと羽百足の距きよ離りがじわりと縮まる緊きん迫ぱくした状じよう況きようへひとりの人物が割り込んでくる。

「やだ、モゾモゾしないでー！」

　割り込んだのはシルバーホワイトの揺ゆれるポニーテールの少女。

　羽百足にとっては言いがかりにも等しい要求を突きつけながら、その人物が剣をひと振ふりする。綺き麗れいな弧こを描えがいた剣が魔物の羽を数枚まとめてバッサリと斬きり払はらった。

　その一いち撃げきでより危険な存在だと認にん識しきしたのか、羽百足は新たに現れた人間の方を向いて顎あごを鳴らしながら威い嚇かくする。

「うしろががら空きですよ」

　今度はどこからともなく深緑色のワンピースを着た少女が現れた。

　とっさに羽百足も反応するが背後を取られている以上はすでに手て遅おくれである。ワンピース少女の剣が羽百足の胴どう体たいを斬りつけ、たたみかけるように正面からポニーテール少女の剣がとどめの一撃を叩たたきつける。

（すごい）

　あっという間の出来事だった。

　兵士やレダたち新兵が手も足も出なかった魔ま物ものを、いとも簡単に片付けてしまったのだ。しかもそれを成したふたりはレダとほとんど歳の変わらない少女たちである。レダは自分の命が助かったことよりも、ふたりの見せた強さに魅み了りようされていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　そんなレダへ心配そうな声をかけてくるのは青い瞳ひとみをしたポニーテールの少女。

「え、あ……うん」

「間に合って良かった。でもちょっと怪け我がしてるよね？」

「だ、大丈夫。痛みはあるけど動けないほどじゃないから」

　安心した様子の少女に向けてレダは助けてくれた感謝を口にする。

「セレス、さん。だったよね？　助けてくれてありがとう。来てくれなかったら……危なかった」

「まだ安心するのは早いですよ」

　もうひとりの少女が周囲を見回しながら言った。

（確か……、カレンさんだっけ？）

　若芽色の髪かみをした少女の名をレダは記き憶おくから掘ほり出す。

「ねえカレン。なんだかどんどんこっちに向かって来てるように見えるんだけど、気のせいかな？」

　土ど塀べいを乗り越こえてきた羽百足がさらに野外訓練場の中へと入り込んで来ている。その数は見えているだけでも三体。セレスの言葉通り、他ほかの新兵たちには目もくれずレダたちの方へと一直線に向かってくる。
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　心底嫌いやそうな顔のセレスへ、カレンは気休めの言葉すら口にしない。

「この期ごに及およんで何故なぜ気のせいだなどという結論に至るのか理解はできませんが、セレス様のご認識通りかと。まあ向かってくるなら返り討うちにするまでです。女だからと散々侮あなどってくれた者たちにたかが女の力を見せつけてやりましょう」

「やだなあ」

　そうは言いながらも観念したのか、セレスはカレンと同じように剣を構えて羽百足を迎むかえ撃うつ態勢に入った。
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　数え切れないほどの魔ま剣けんを従え、アルディスは周囲の羽百足を一いつ掃そうすべく蹂じゆう躙りんする。上空へ並べられた飛剣が雨あられのごとく打ち下ろされると羽百足はいとも簡単に貫つらぬかれて絶命していく。

　またたく間に金色羽の周囲にいた羽百足を一掃し、アルディスはオリジナルのクスィールを手にして突つっ込んだ。

　すかさず金色羽が触しよく手しゆを伸のばしてくるが──。

「来るとわかっていれば！」

　不意打ちでもなければアルディスには通用しない。

　四方から迫せまる触手をアルディスは飛剣で迎え撃つ。

　それぞれの剣がまるで見えざる剣けん士しによって振るわれているかのように剣撃を繰くり出し、触手を次々と斬り落として行く。

　身を守る二十本の護衛に囲まれながら、アルディスは切り開いた道を駆け抜ぬけた。

　もはやそれを遮さえぎる者はいない。

　身体からだを沈しずめて地面を蹴けると、矢のようなスピードで金色羽へ一撃を放つ。

　金色羽は思いのほか俊しゆん敏びんな動きを見せそれを避さけようとするが、完全にかわしきれるわけもない。胴体右側に並ぶ細い足がまとめて十本ほど本体から切り離はなされた。

　太い尾おをしならせて金色羽が反はん撃げきしてくる。空気を切り裂さくにしてはずいぶんと低い音を立てながら魔物の尾がアルディスへ振るわれた。

　対するアルディスは周囲の魔剣二十本を針山のように並べて迎え撃つ。

　金色羽の尾が自ら剣の針山へ飛び込み串くし刺ざしとなったが、その勢いはまだ衰おとろえない。剣に貫かれたまま巨きよ大だいな丸太のごとき尾がアルディスへと襲おそいかかろうかという間ま際ぎわ、その動きが見えない壁かべにぶつかって弾はじかれた。

　衝しよう突とつの瞬間、アルディスの前に薄うすい膜まくが可視化されて浮うかび上がる。防ぼう御ぎよ用の物理障しよう壁へきだ。

「上々！」

　飛剣と物理障壁の合わせ技によって金色羽渾こん身しんの一撃を防ぐことに成功したアルディスは、声を弾はずませると魔剣を振りかぶった。

　尾を突き刺さしていた二十本の飛剣が蜘蛛くもの子を散らすように左右へ散らばって行く。

　その中心線をなぞるようにしてアルディスは金色羽の尻尾しつぽを上から斬り下ろす。

　すでに二十もの穴を空けられていた尾は全力で振り下ろされたクスィールの刃やいばに耐たえられなかった。

　重い音を立てて尾が本体と離れ離れになり、断面から大量の体液があふれだす。

　痛みに耐えかねたのか、それとも激げき昂こうしているのか。金色羽は身体をよじらせて暴れ始める。

　その傷を癒いやそうと考えたのだろう。残された触手で周囲をまさぐり手近な羽はね百足むかでを摑つかもうとするが、すでに生きている個体は近場に存在しない。

　やはりすでに死んだ羽百足相手では捕ほ食しよく行動へ移らないらしく、死し骸がいには目もくれなかった。当然金色羽の傷は塞ふさがる気配もない。

「回復さえしなければ──！」

　もともとアルディスの敵ではない。

　振り抜いたクスィールが金色羽の胴体部を捉とらえ、浅からぬ傷を与あたえる。

　たまらず金色羽が反撃してきた。まばゆい輝かがやきの羽をバサリと動かして風の魔ま術じゆつを発動する。

　至近距離から放たれた不可視の風では、さすがのアルディスも避ける事が難しい。

　とっさに魔法障壁を前面に展開してそれを防ぎながら、飛剣を背後から回り込ませて金色の羽をまとめて切り裂く。

　途と端たんにアルディスに叩きつけられていた風の魔術がピタリと止やんだ。

　もはや勝負は決している。

　動きが鈍り、尾を失い、羽すら無残に刈かり取られた金色羽にはアルディスを凌りよう駕がする力などもはや残っていないだろう。

　魔法障壁を解き、アルディスがクスィールを両手で握にぎりしめる。

　渾身の力を込めて剣を振り下ろすと、最初に対たい峙じしたときの固さが噓うそのように金色羽の頭部が真っ二つに割れた。

　同時に飛剣を操あやつってその胴体部へ次々と突き刺す。

　身をよじり、悲鳴をあげる代わりに残った足をバタつかせるその音が次第に小さくなる。しばらくは痙けい攣れんするように身体が動いていたが、それも落ち着いて金色羽は完全に動きを停止した。

　しかし戦いが終わったわけではない。アルディスの周囲を除けば羽百足はまだあふれんばかりの数が見えるし、何より野外訓練場に向かったセレスたちの安否も気になる。

　アルディスは周囲の様子をうかがうと、戦線が崩くずれそうになっているところへすぐさま飛剣を送り込んだ。
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　アルディスから離れた位置で戦っていた傭よう兵へいたちは、絶え間なく押し寄せる羽百足に苦戦していた。

「なんだよこいつら！　こんなの聞いてねえぞ！」

　魔ま術じゆつ師しらしき風ふう貌ぼうの傭兵が悪態をつく。

「文句を言う暇ひまがあったら『火球』のひとつでも唱えたらどうですか！」

「唱えたって無む駄だだろうが！　こいつらにゃ効きやしねえよ！」

　羽百足の攻こう撃げきを盾たてで押し返しながら重装備の傭兵が叫さけぶと、それに負けじと魔術師が怒ど鳴なり返す。

「じゃあ支し援えん魔ま法ほう使えばいいじゃないですか！」

「さっきからやってるっての！」

　口では罵ののしり合いながらも慣れた連係で押し寄せる羽百足を食い止めていたが、それにも限界があった。

「いったいどんだけ湧わいてくるんだよ！」

「知りませんよそんなこと！」

　彼らとてティオリアを拠きよ点てんにして五年以上生き残ってきた傭兵である。戦いが始まってほどなく、目の前に現れる羽百足の強さを理解することはできた。

　決して倒たおせない相手ではない。一体、二体ならば魔法に頼たよらずとも倒せるだろう。五体程度でも問題なく処理できる。しかしその数が十体を超こえれば前衛の傭兵だけでは支えきれなくなるし、二十を超えるとさすがに剣けんや槍やりだけでは太刀たち打ちできない。

　数が多い相手は攻こう撃げき魔法を使って薙なぎ払はらうのが効果的だが、目の前に迫る羽百足にはまったくといっていいほど魔法が効かなかった。

　しかもその数は増える一方だ。まるで海岸で押し寄せる波を相手に必死で足搔あがいているような錯さつ覚かくに陥おちいる。

「これはまずいですかね？」

　重装備の傭兵がこめかみから汗あせをたらしながらつぶやく。

「やばい、囲まれるぞ！」

　仲間があげる警告の声に振ふり向くと、羽百足の群れが傭兵たちの背後に回り込んでいる様子が目に入った。仲間は『囲まれる』と表現したが、正確には羽百足の波に飲み込まれようとしているというのが適切だろう。

「このままじゃ俺たちもやられる！」

「逃にげよう！」

「ダメだ！　訓練場には女たちがいるんだぞ！」

　弱気になる仲間たちを重装備の傭兵は一いつ喝かつする。

「俺たちブロンシェルの男が守ってやらずに誰だれが女たちを守るんだ！」

　共和国は男尊女じよ卑ひの国である。

　余興の腕うで比くらべで女相手に大人げない戦い方をしていた傭兵のように、男だからと我が物顔にふるまう者は多い。だがその一方で女を守るのは男の責務だという意識が他国よりも強い。彼らにとって女と子供は男が命がけで守るべき対象である。我が身可愛かわいさに女子供を見捨てるというのは、ブロンシェル共和国の男にとって最も恥はずべき行こう為いであった。

　とはいえ彼らが絶体絶命の窮きゆう地ちに陥っていることは間ま違ちがいなく、このままでは羽百足の群れに飲み込まれてしまうことは火を見るよりも明らかだった。

　誇ほこりに殉じゆんじてここで死ぬか、それとも誇りを捨てて逃げだすか。

　迷う傭兵たちの頭上から突とつ然ぜん無数の何かが降り注いだ。

「な、なんだ！」

「新手の魔ま物ものか！」

　降り注いで来たのは陽ひを反射して白銀に輝く剣。それが操り手の姿もなく上から落ちてきた。その切っ先をぶれさせることなく、飛剣は打ちつける豪ごう雨うのように傭兵を囲んでいた羽百足に向かって降り注ぐ。

　無防備な頭上から襲いかかった飛剣たちはいとも簡単に羽百足の身体を貫くと、そのまま地面に突き刺さる。矢のように羽百足の身体を地面に縫ぬい付けたその姿は、まるで小型生物の標本を固定する針のようだった。

「剣……？」

　突然降り注いだ無機物の姿に傭兵たちが啞あ然ぜんとする。

　そんな彼らをよそに剣はひとりでに動き出し、自らを羽百足の身体から引き抜くと再び宙に舞まう。今度は傭兵たちの目線と同じ高さで横向きに整列すると、まるで槍やり衾ぶすまのような密度を保ったまま押し寄せる羽百足の一団に飛んでいった。

　整列した飛剣がまるで敵てき陣じんを突とつ破ぱする騎き馬ばのように羽百足の群れを貫く。飛剣が通ったあとには屠ほふられた羽百足の骸むくろが横たわるのみ。あまりに非現実的な光景を目にして、傭兵たちは戦う事も忘れて立ち尽つくした。

「味方、なのか……」

　またたく間に羽百足を駆く逐ちくしていく横並びの飛剣。それは『剣列』とでも呼べばいいのだろうか。傭兵たちの周囲にいた羽百足を根絶やしにすると、そのまま他ほかの獲え物ものを求めるように行動範はん囲いを広げていく。

　傭兵たちは戦う相手を失って、呆ぼう然ぜんとその光景に魅み了りようされる。

「すげえ……」

「いったい誰が？」

　意思を持つかのような飛剣の動き。羽百足だけを標的にして一いつ切さいの慈じ悲ひもなく蹂じゆう躙りんし続けるそれが、誰かの意思によって生み出されていることは間違いなかった。

「あいつじゃねえのか？」

　声に反応して重装傭兵が目を向けると、そこには黒くろ髪かみの魔術師とおぼしき少年がいた。

　その少年は自らも一本の剣を手に羽百足の群れへと飛び込むと、またたく間に周囲の羽百足をなで切りにして行く。

　その姿に重装傭兵は見覚えがあった。

「あの少年は、確か腕比べの時の……」

　女相手に大人げない戦いをしていた傭兵、それを軽くあしらって周囲を一喝した少年だった。

　少年の周囲では常に十本以上の剣が浮いており、彼の行く手を遮る羽百足が現れるたびに意思を持っているかのような動きで切り裂さいていた。彼が従える飛剣と先ほど傭兵たちが目にした飛剣たちが同じ外見であることから、おそらくそのすべては彼の意思によるものなのだろう。

　しばらくは圧あつ倒とう的な力と理解不能な術に呆然としていた傭兵たちだったが、ようやくその口から安あん堵どの息を漏もらす。

「とにかく……、助かったか」

　誇りを捨てるかそれとも死ぬか、ついさきほどまで彼らは絶体絶命だった。

　あの少年が何者なのかはわからない。だが少なくともあの少年によって自分たちが命拾いをしたことは確かなのだろう。

　もちろんまだ戦いは続いている。押し寄せる羽はね百足むかでは少年の飛剣によって数を減らしているが、それでも全すべてを討うち取れるわけではないのだ。飛剣を逃のがれた数体の羽百足が傭兵たちの方に向けて迫せまってきていた。

「抜ぬけてくる魔物を掃そう除じしましょう。あの程度なら我々だけで十分食い止められます」

　仲間の反応を確かく認にんし、重装傭兵はまばらに向かってくる羽百足へと狙ねらいを定める。

「これ以上は一体も通しません」
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　さほど広くもない密室で九人の男たちがテーブルを囲んでいる。ティオリア市庁舎にある議場のひとつで人目を憚はばかり密談をしているのは保守派と呼ばれる者たち。市の中でもそれなりの職に就ついている有力者たちだ。

　彼らはただ待っていた。企くわだてによりもたらされるであろう吉きつ報ぽうが飛び込んでくるのを待ちわびていた。

　やがてその報しらせは伝令の兵という形をとって彼らの元に届く。

　慌あわてた様子で議場に入って来た兵士が軍官長の側に歩み寄って耳打ちをする。沈ちん黙もくに包まれた狭せまい議場では兵士の小声すらもかすかに漏れ聞こえてしまう。

「軍官長。野外訓練場から至急の救きゆう援えん要よう請せいが届いております」

「やっと来たか……」

　待ちに待った報告を聞かされ、軍官長の口から失言がこぼれ落ちる。

「……今なんと？」

「いや、なんでもない。詳くわしく聞かせろ」

　軍官長は報告を促うながすことで自らの失敗をうやむやにした。

　短くない時間、議場内に奇き妙みような静けさが広がり、他の八人は黙だまって軍官長と兵士を見守る。

「わかった。対応を検討したのち追って指示を出す。下がっていろ」

　やがて報告が終わったのか、軍官長は兵士にそう伝えると議場から出て行くよう指示する。

「はっ」

　伝令の兵士が議場を出ると、一味の中でも指導者的な立場にいる銀ぎん髪ぱつ男が軍官長に短く問いかける。

「来たか？」

　何が来たのかなど、この場にいる全員がすでに理解していた。

「来ました」

「ようやくか」

　軍官長もまた短くひと言で応こたえると、銀髪男は安堵したようにつぶやいた。

「狙い通りというわけですな」

「ああ、これで野外訓練場の連中は壊かい滅めつだ」

　テーブルに着く他の男たちも安堵の表情を浮うかべている。その報告が届くかどうか、それは彼らの企たくらみにとって成否を左右する分ぶん水すい嶺れいだった。

「あとは封ふう印いんされた魔物とやらがこちらに向かって来た時の話だが」

「無論手は打ってある。矢も食しよく糧りようも備び蓄ちくは十分だ。封印された魔物とやらがどれほどの力を持っているのかは知らんがティオリアの外がい壁へきは早々破られるものではないし、万一の場合でも籠ろう城じようして首都からの援えん軍ぐんを待てばいい」

　彼らにとって野外訓練場の兵士たちを見捨てることは既き定てい路線であった。被ひ害がいが大きければ大きいほど、女性兵士登用を強行に押し進めた現ティオリア市長を弾だん劾がいしやすくなる。当然自分たちにまでその累るいが及およぶことは望んでおらず、ティオリア市で防衛を行うための準備は万ばん端たんであった。

　各おの々おのが自分の役割を果たすべく腰こしを浮かしかけたその時、議場の扉とびらが前まえ触ぶれもなく開いた。姿を見せた人物に男たちは目を丸くした。

「し、市長？」

　驚おどろく面々をよそに議場へ入ってきたのはティオリア市の最高責任者である市長本人だった。その後ろへ付き従うように白いフードで顔を隠かくし、全身もまた白い長衣で包んだ人物がひとり立っていた。

「これはこれは市長。突然どうなされましたかな？」

　瞬しゆん時じに驚きよう愕がくの表情を厚い皮の下へ隠し、銀髪男が平静を装って訊たずねる。

「どうしたとはこちらのセリフですよ。保守派の皆みなさんが雁がん首くびを揃そろえてなんの密談でしょうかね？」

「いえ、魔物の大軍が現れたと伝令がありまして。その対策を議論していたところです」

　軍官長が代表して答えると、市長の声に若じやつ干かんの呆あきれがこもる。

「へえ、責任者の私をのけ者にして？」

「緊きん急きゆう時なれば、まずは一刻も早く対応するが肝かん要ようかと。初動が遅おくれればそれは深刻な事態を招き寄せますゆえ」

「その方針を決めるのは私の仕事だと思うけどね。それで？　肝かん心じんの初動方針は決まったのかな？」

　いくら水面下では敵対しているとはいえ、表向きは彼らにとっての上役である。問われれば答えないわけにもいかない。

「……大変申し上げにくいのですが」

「一刻も早い対応が必要なんでしょう？　言いよどんでいる時間がもったいないんじゃないの？」

「それでは率そつ直ちよくに申し上げます。すぐさま首都に応おう援えんを要請し、魔物に対しては城門を固く閉じ籠城すべきかと」

　市長は軍官長へ冷たい視線を送るとさらに問いを重ねる。

「訓練をしている兵士たちから救援要請はなかったの？」

「来ておりますが、報告によると魔物の数は非常に多く、おそらく野外訓練場の兵士たちはすでに飲み込まれていると思われます。今から救援を送っても間に合わないばかりか戦力を無む駄だに分散させてしまうだけでしょう」

「ふうん、見捨てるわけ？」

「やむを得ぬ決断です！」

　あえて挑ちよう発はつするような市長の物言いに、軍官長が声を荒あららげた。

「まあ、首都に応援を請こうのはいいと思うよ。というかもう連れん絡らく済みだけど」

「なっ！　いつのまに……？　いや、それならば話も早い。すぐに籠城の準備を！」

　市長の口から出てきた予想外の言葉に驚きと戸と惑まどいを見せながらも、すぐに軍官長は気を取り直して準備の下命を求める。

「でも籠城するつもりはないけどね」

「なんですと？」

　軍官長だけではなく、他の男たちもこれには目をむいた。

「せっかく徴ちよう募ぼした訓練兵をむざむざ死なせるわけにはいかないからね。籠城準備に必要な最低限の兵を残して残りは訓練部隊の救援に向かう」

　市長の選せん択たくは道義的に賞賛されて然しかるべきものだが、純軍事的には悪手であり、軍官長たちにとっては絶対に受け入れられないものである。途と端たんに市長へ向けて反対の声があがる。

「馬ば鹿かなことを！　魔ま物ものの数は百や二百ではないのですぞ！」

「わざわざ兵を損そこないに行くだけです！」

「軍を預かる者として断固反対いたします！」

　しかし市長はすました顔で政敵たちへさらりと言い放つ。

「それは困ったね。市長の判断に従えないというのなら君らを罷ひ免めんしなくちゃいけなくなる」

　当然保守派の男たちも引き下がってはいられない。

「それならばこちらにも考えがありますぞ。市長が個人的感情と自らの政策に固こ執しゆうするあまり、ティオリア市全体を危機にさらすような間ま違ちがった判断を下すとおっしゃるのなら、我々はあなたの裁定に異を唱えさせていただく」

「そもそも女を徴募するなどということ自体が間違っていたのだ！　市長が独断で進めた施し策さくが頓とん挫ざしそうだからと、多くの兵士と市民を危険にさらして良いはずがない！」

「我々は市長の即そく時じ辞任を要求する！」

「あなたのやり方にはついて行けない！」

　次々と男たちが声こわ高だかに叫さけぶ主張に、それまでただの背景と化していた白いフードの人物が鼻で笑って言った。

「いつの時代も愚おろか者というものは消えてなくならぬな」

　成人男性とは思えぬその高い声に、男たちの顔色が変わる。

「その声……！　女か？」

「市長！　女を議場に連れてくるなど、どういうおつもりか！」

「女が男同士の会話に口を挟はさむなど、出過ぎたマネをするな！」

　まさに非ひ難なん囂ごう々ごう。むしろ先ほどよりも語気を強め、逆上するかのように叫ぶ男たちを見た市長は呆れた表情を隠そうともしなかった。

「やれやれ。本当にどうしようもない人たちだね。彼女は私の補ほ佐さ役だ。それ以上の侮ぶ蔑べつはやめてもらおう」

「女を市長補佐にするなど、あなたは何を考えておられるのだ！　ますます市長の座にはふさわしくない！」

　実は市長補佐の職などというものは共和国に存在しない。慣例的に代々任命されてはいるものの、実体としては私的に雇こ用ようした秘書のようなものだった。当然それが公職法で就労を禁止されている女性であろうと、誰だれからも非難されるいわれはなかった。

「もう良いのではないか？　これ以上のたわごとは聞くに堪たえぬ」

「そうだね。もういいか」

　白いフードの女が促すと市長がそれに同意する。

「言うに事欠いてたわごとだと！」

「はいはいそこまで。君らは私を市長の座からどうしても引きずり下ろしたいみたいだけど、ざーんねん。職を失うのは君らの方だよ」

　市長の言葉に保守派たちの声が一時絶える。

「我らを解任するおつもりですかな？　しかし市長職はかつての貴族領主とは違ちがいますぞ。勝手に貴方あなたの個人的な判断で我らの職を解くことはできません」

「もちろん知ってるよ。仮にも市長なんだし。だからはい、これ」

　懐ふところから取り出した紙の束を市長はテーブルの上へとバラ撒まいた。訝いぶかしむ保守派たちに向けて、冷たい声で市長が通告する。

「クラウス・フォン・エルフィンゲン、ミハエル・フォン・エルフィンゲン、ジークハルト・フォン・バルテル、オリバー・フォン・エルフィンゲン、アルベルト・ランメルツ、ノルベルト・フォン・エルフィンゲン、トラウゴット・フォン・エルフィンゲン、ローマン・フォン・エルフィンゲン。以上八名の職を解く。中央政府の承しよう認にん済みだ」

　テーブルにバラ撒かれたのは八人分の解任状。中央政府が発行した正式な書類だ。

「な、な……！」

「ど、どうして！」

　自分の名前が書かれたその解任状を手に取り、保守派の男たちが狼ろう狽ばいする。絶句する者、肩かたをふるわせる者、顔面を青くして立ち尽つくす者、様々である。

「君らが裏でコソコソしていたことなんてお見通しだよ。王国時代の禁書を無断で持ち出したこと。北の神しん殿でん跡あとに傭よう兵へいを向かわせて魔物の封印を意図的に解いたこと。軍の内部で示し合わせて新兵訓練へ非協力的だったこと。魔物に新兵たちを襲おそわせ、それを失点として追つい及きゆうし私を市長の座から引きずり下ろそうとしたこと。ぜーんぶだ」

「な、何のことだか」

「い、言いがかりはやめていただきたい！」

　反論する保守派の声に先ほどまでの力強さはない。

「言いがかり？　なんの証しよう拠こもなしに中央が君らの解任を認めるとでも思ってる？　やっぱりこいつら馬っ鹿じゃないの？」

　そんな彼らへ逆に問い返すと、市長は保守派たちの中で唯ゆい一いつ冷静だった小太りの男へ悪意丸出しの問いを投げかける。その口調は問いかけというよりも仲間内での雑談に近い。

　保守派たちの視線が集まる中、小太り男は市長が放ほう棄きした説明責任を代わりに果たし始める。

「無駄な足搔あがきはおやめになった方がいいですよ。あなた方の発言、行動は全すべて中央政府に報告済みです。公文書法違い反はん、魔物誘ゆう引いん罪、軍の私物化──」

　言いながら小太り男が保守派たちの罪状を指折り数える。

「魔物を呼び寄せ、兵士たちを意図的かつ悪意をもって犠ぎ牲せいにしようとしたことは許されざる罪ですし、ましてや放置しておけばティオリア市が壊かい滅めつしかねないほどのことをしでかしたのです。騒そう乱らん罪の適用も覚かく悟ごしておくべきでしょう」

　突とつ然ぜんのことに混乱していた保守派たちはようやく我に返ると、市長が投げてよこした解任状の中へ小太り男の名がないことに気付いた。

「キ、キサマ裏切ったのか！」

「人聞きの悪いことを言わないでください。そもそも私はティオリア市の公僕です。ティオリア市長の命に従うのは当然の義務ではないですか」

　飄ひよう々ひようと答えながら小太り男はゆっくりと歩いて行き、白いフードの女と並んで市長の後ろへ立つと、最後にとどめの言葉を投げつける。

「あなた方が勝手に味方だと思い込んだだけでしょう？」

「キサマぁ……！」

　保守派の男たちが憤ふん怒ぬの表情を浮うかべた。

「こうなれば実力行使だ！　あの三人を捕とらえろ！」

「消してしまえば後はどうとでもなる！」

　軍官長の短たん絡らく的な言葉を銀ぎん髪ぱつ男が後押しすると、保守派の男たちはイスを壁かべ際ぎわへ蹴けり出し、市長一派を拘こう束そくしようと動き始める。

　数の上では八人対三人。人数差が倍以上ある上、保守派の方は八人中三人が軍人だ。しかも市長側のひとりが女性とくれば戦力差は圧あつ倒とう的である。まともに戦えば市長側が不利であろうことは誰の目にも明らかだろう。

　しかし市長に慌あわてた様子は見られない。小太り男と互たがいに顔を見あわせると肩をすくめて不思議そうに口を開いた。

「今さら足搔いても遅おそいんだけど、それがわからないのかねえ？」

「私たちを消しても彼らの罪はもう隠かくしようがないと思うんですが……。だいいち今はそんな事をしている場合じゃないでしょうに」

　のんびりと会話するふたりを囲むように保守派の男たちが迫せまる。

「出口をおさえろ！　逃にがすな！」

　ふたりが出口の扉とびらを押さえに走り、残った六人が市長たちに襲いかかった。

　その時、白いフードの女がおもむろに腕うでをかざす。まるで長衣の袖そでを洗い立てのシーツに見立て、ふわりと広げるかのようにたおやかな所作がもたらしたのは市長を守る物理的な障しよう壁へき。

「うがっ！」

　不可視の障壁に勢いよくぶつかって、みっともない声をあげた六人が壁かべに弾はじかれる。

　同時にすかさず小太り男が扉の前に陣じん取どるふたりへ飛びかかって叩たたき伏ふせた。扉側のふたりはもともと荒あら事ごとが苦手な人間だったらしく、多少武術の心得がある小太り男の敵ではなかった。

「いやいや、悪いね」

　完全に他人ひと任まかせだった市長が白いフードの女をねぎらう。

「悪いと思うなら少しは動く気配くらい見せたらどうかね？」

「君がいるのに私なんかが出しゃばる必要ないでしょ？」

「我われも荒事は不得手なのだがな」

「とてもそうは見えないけど？」

　女は謙けん遜そんするが、小太り男や市長から見ればその力量は驚おどろくべきものであった。三人の軍人を含ふくむ六人の男を軽々と物理障壁で防ぎきるだけでも大したものだが、女の場合それを魔ま法ほうの詠えい唱しようなしで瞬しゆん時じに生み出すのだ。それがいかに常じよう軌きを逸いつしていることなのか、それなりの教育を受けた者であればすぐに理解できるだろう。

「彼かの者と比べれば我の力など微び々びたるものぞ」
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「まあとりあえず、守ってくれてありがとうね」

「ふむ。素す直なおなところは我が主あるじの美点だな」

「そいつはどうも」

　周囲の状じよう況きようを意にも介かいさず、あくまでものんきに会話を交かわす市長と白フード。もちろんのんきなのはこのふたりだけである。数分も経たたずに騒さわぎを聞きつけた警備の兵が複数人議場へ飛び込んできた。

「さて、それでは後片付けに移るとしようか。警備兵、彼らを拘束しろ！」

　状況を把は握あくできず戸と惑まどいを浮かべる警備兵たちに向けて市長が強い口調で指示を出すと、ぶつけた頭を押さえながら銀髪男が言葉で嚙かみつく。

「キサマ！　何の権限があって！」

「権限も何も君らは法を犯おかした犯罪者、私はティオリアの市長。君らの身み柄がらを拘束すべき理由も職権も十分あるのだけれど」

　何を言っているんだとばかりに呆あきれ顔を見せる市長。

　追い打ちをかけるように小太り男が言葉を引き継つぐ。

「この期ごに及およんで見苦しいですよ。抵てい抗こうしたところで立場が悪くなることこそあれ、状況が良くなることはありませんからね」

「くっ……」

　集まってきた警備兵たちに拘束され、保守派たちはひとりずつ議場から連れ出されていった。

　最後に連れ出されていく銀髪男が顔を歪ゆがませながら捨てゼリフを吐はく。

「だがキサマとて市長のイスに座っていられるのは今のうちだけだぞ。キサマが強ごう引いんに進めた施し策さくの結果、新兵どもが魔ま物ものに全ぜん滅めつさせられれば責任問題は免まぬかれん。せいぜい今のうちにイスの座り心地ごこちを堪たん能のうしておけ」

「本当に馬ば鹿かな人たちですねえ。私がなんの手も打っていないと思っているのですか？　新兵たちには十分強力な護衛をつけていますとも。きっと彼なら魔物から兵たちを守ってくれるでしょう」

「ふんっ、強がりを！」

「どうとでも。あなたに理解してもらえなくても構いませんので。というか、あなたのおつむでは到とう底てい理解できないでしょうし」

　上から目線で哀あわれむ市長に、再度銀髪男が激げき昂こうする。

「私はエルフィンゲンだぞ！」

　それまでただただ呆れかえるだけだった市長の顔から表情が消える。

　飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きから一転変わって突つき刺さすような鋭するどい目線を銀髪男へと向けた。

「だからどうした。エルフィンゲンの誇ほこりをはき違えた愚おろか者が……、連れていけ！」

　喚わめきながら連行されていく銀髪男の背に向けて、市長は誰だれに聞かせるでもなく小さな声で吐き捨てる。

「救いようがない」
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「イヤぁ、気持ち悪い！」

「セレス様、前に出すぎかと」

　次々と現れる羽はね百足むかでに対して、悲鳴をあげつつ剣けんを振ふるって払はらいのけるセレス。それを横からフォローするようにカレンが牽けん制せいし、防ぎ、とどめを刺す。

　流れるようなコンビネーションの前に、羽百足がいとも簡単に斬きり伏せられていった。

「来るな来るな来るなー！」

「お見事です、セレス様」

　デタラメに剣を振るっているように見えるセレスだが、そのひと振りひと振りは確実に羽百足の身体からだを捉とらえている。言葉とは裏腹に羽百足へ向かって致ち命めい的てきな一いち撃げきを繰くり出し続ける彼女の戦い方は、レダの想像する強者とはかけ離はなれていた。しかしその結果もたらされている光景を見れば、セレスが間ま違ちがいなく確かな力を持った傭兵であることは見て取れる。

「すごい……」

　感かん嘆たんの声をもらしながらレダはふたりの戦いを見守っていた。

　先ほど羽百足との一戦で弾き飛ばされた剣を回収し、一応戦う姿勢は見せているものの、自分があのふたりと肩をならべて戦えるなどとは自うぬ惚ぼれていない。レダにできるのは少しでも足手まといにならないよう自分の身を守ることだけだ。

「女でも、あんなに強くなれるんだ」

　それはレダにとって何よりの光明だった。

　確かに腕うで比くらべで負けたときのように純じゆん粋すいな膂りよ力りよくでは男に勝てないかもしれない。だが目の前で舞まい踊おどるように羽百足を翻ほん弄ろうし続けるセレスたちの戦いを見れば、膂力は戦いの一要素でしかないことがよくわかる。たとえ純粋な力で劣おとっていても戦いようはあるのだ。

　レダが欲ほつするのは最強の称しよう号ごうでも男たちを超こえる力でもない。ただ自分の身を守り、家族の生活を守れるだけの力だ。その答えとなるべき手本が目の前で繰り広げられている。

　次し第だいに土ど塀べいを越えてやって来る羽百足の数が減り始めた。

「助かるかも……」

　さすがのセレスたちも疲つかれが見えるが、このまま土塀を越えてくる羽百足の勢いが弱くなれば何とか生き残ることができるかもしれない。現げん役えきの兵士ですら倒たおせなかった魔物を十体以上屠ほふり、男の手を借りることなく女である自分たちだけで、だ。そうすれば「女が兵士になって何の役に立つ？」と女性兵士登用に批判的だった男たちも黙だまらざるを得ないだろう。

「あともう一ひと踏ふん張りです！」

　カレンの言葉はそんなレダの心境を端たん的てきに言い表していた。

　だがそれは同時に、疲れのピークに達していたセレスたちの油断にも繫つながっていた。

　セレスとカレンが正面から二体の羽百足に対たい峙じしていたとき、突然思いもよらぬ方向から新たな羽百足が現れる。他ほかの場所で防ぼう御ぎよ線が破れ、野外訓練場の内部に新たな羽百足が浸しん透とうしてきたのだ。

「レダさん、後ろ！」

　セレスの警告にレダが後ろを振り向くと、そこにはいつの間に忍しのび寄ったのか新たな羽百足の姿があった。

　突とつ然ぜんの事態に思考と呼吸が停止する。

　ゆっくりと羽百足がレダに襲おそいかかる。実際は全力で身をかわして間に合うかどうかというタイミング。しかしそれがレダの目にはコマ送りのようにしか映らない。

　避さけられない。妙みように冷静なレダの思考がそう判断した時、誰だれかが自分の身体を庇かばって飛び出してきた。

　衝しよう撃げきと共にレダの視界がめまぐるしく回転した。

「セレス様！」

　カレンが悲痛な声で叫さけぶ。

　立ち尽つくしていた自分を突き飛ばし、セレスが羽百足から救ってくれたのだとレダは気付く。鋭い顎あごで身を食い破られることだけは回かい避ひできたが、その代わりふたりもろとも吹ふき飛ばされてしまった。それは状況のさらなる悪化を意味していた。

　レダの視線がセレスの姿を捉える。レダの身を庇ったセレスはより深刻な衝撃を受けてしまったのだろう。苦く悶もんの表情で立ち上がろうとするがその動きはあまりにも鈍にぶい。

「うぅ……」

　剣を握にぎろうとするが手に力が入らないらしい。乾かわいた音を立てて剣が地面に落ちた。

　そんな無防備なセレスへとにじり寄る羽百足。カレンが何とか駆かけつけようとしているが、目の前にいる二体の羽百足に背を向けられるわけもない。レダに至ってはもともとダメージを受けていたところに追い打ちの一撃を受ける形となり、もはや立ち上がることすら無理だった。

　セレスが倒れればどうなるだろうか。さすがのカレンもひとりで三体もの羽百足を相手にはできないだろう。

　レダの脳のう裏りに再び死の恐きよう怖ふが浮うかび上がった。

　必死に力を振り絞しぼって立とうとするセレスへ羽百足が這はい寄る光景を目にしながらも、何もできない自分の無力さを思い知らされる。痛みのせいで言うことを聞いてくれない身体が恨うらめしい。ほんの少し前まであった高こう揚よう感かんが噓うそのように消え去り、かすかに見えていた希望が塗ぬりつぶされていくように思えた。

　視界の端はしでさらに土塀を乗り越えてくる羽百足の姿を見たとき、レダの全身から力が抜ぬける。

　レダが生きることを諦あきらめ、心が折れた瞬しゆん間かん──。

　あり得ない光景が目の前に展開される。

　どこから飛んできたのか、上空から白銀に輝かがやく剣が舞い降りたのだ。

　狙ねらい澄すましたように羽百足へと向かった剣の切っ先が、羽を貫つらぬき、長い胴どうの中心を貫いて地面へ突き刺さる。羽百足もそんなところから攻こう撃げきを受けるなどと予想もしていなかったのだろう。回避する気配も感じられず、その身で三本もの剣を受け止めぐったりと力を失う。

「な、にが……？」

　目の前で起こっている事態を理解できずレダはあわてて周囲へと目をやる。カレンが対峙していた羽百足にもいつの間にか白銀の剣が打ち込まれていた。

「同じ、剣……？」

　寸すん分ぶん違たがわぬ装そう飾しよくと色の剣はブロンシェル共和国の制式装備と明らかに異なる。ましてやその使い手の姿が見えないのだ。レダが当とう惑わくするのも当然だった。

「剣が……飛んで、勝手に？」

　土塀に目を向けたレダはその光景に目を丸くする。

　土塀を乗り越えて野外訓練場の内部に入り込もうとしていた羽百足が、持ち手もいないのに浮いたまま動き回る剣に切り裂さかれていたからだ。その剣の姿形が先ほどセレスを救ったものと全く同じであることがレダにはわかった。

　理解できない状じよう況きように陥おちいりながらも、剣が羽百足だけを排はい除じよ対象と認にん識しきしているとレダは見て取る。どうやら命拾いをしたらしいと安あん堵どしたレダの目前へ藤ふじ色いろのローブに身を包む見覚えのある姿が降り立った。アルディスである。

「間に合ったか」

　アルディスはレダの様子を一いち瞥べつすると、セレスの側に寄ってひざをつく。

「良く守りきったな」

　戦場に似つかわしくない温和な声こわ色いろでそう言うと、空いた左手をセレスの頭へねぎらうように軽く載のせる。

　その右手に握られた剣を見て、ようやくレダは自分たちの窮きゆう地ちを救ってくれたのが誰かを理解した。羽百足を貫き危機一いつ髪ぱつのセレスを救った剣と、アルディスの握っている剣が全く同じであったからだ。

　ああそうか。とレダはこれまでにない無力感で包まれる。

　なおも土塀を越えてやって来る羽百足を飛剣で斬り払い、野外訓練場内部に残った羽百足の残党をアルディス自ら殲せん滅めつする光景をぼんやりと眺ながめながら、レダは泣きたくなるほど情けない気持ちでいっぱいになった。

　自分に力がないのはわかっていた。それでも女性兵士登用のチャンスを逃のがすわけにはいかず、怖おそれを押し殺して志願した。

　訓練で力も体力も男性兵士に劣ることをいやでも思い知らされた。それでもセレスとカレンの強さを目まの当たりにして、女でも戦えるのだと、男に決して劣らぬ働きができるのだと希望を抱いだいた。

　しかし結局のところ、蓋ふたを開けてみればレダ自身もセレスたちも羽はね百足むかでの前に力ちから尽つきかけ、男であるアルディスに助けられただけに終わる。これでは『女は男の庇ひ護ご下で慎つつましくしていればいい』などと公言する男たちの言う通りでしかない。

　なにかが変わればと、変わって欲しいと願って兵士に志願した結果、最終的に理解できたのは男に救われて命を長らえた自らのふがいなさであった。
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　訓練中の新兵たちを魔ま物ものの群れが襲った事件から七日が経過した。

　圧あつ倒とう的な数の魔物に対して迎むかえ撃うったのは新兵を含ふくめてわずか百人足らず。全ぜん滅めつ必至と思われた戦いは、良い意味で予想外の結果に終わる。

　死者十八名、重傷者三十一名、軽傷者を含めればほぼ全員が傷を負うという大きな被ひ害がいが出たが、十倍にも二十倍にも達するかと思われる戦力差を思えば逆に奇き跡せき的な被害の少なさとも言えた。しかも新兵からは犠ぎ牲せい者しやがひとりも出ていない。十八名の死者はいずれも護衛の傭よう兵へいと指導役の現役兵士たちだった。

　犠牲者の縁えん者じやにとっては何の慰なぐさめにもならないだろうが、新兵たちの中から犠牲者を出さずにすんだことはティオリア市にとって不幸中の幸いだったと言えよう。もし新兵、特に今回物議を醸かもした女性新兵から犠牲者が出ていれば、おそらくその責任を巡めぐって無む駄だな政治的駆け引きが起こっていたことは間違いがない。

　犠牲者の葬そう送そうが済み、種々雑多な問題と混乱が一段落したところでティオリア市主しゆ催さいの祝勝会が開かれた。

　今回の戦いで勝者もなにもないだろうに、という声があるのも確かである。だが表向き、何らかの区切りが必要であることはアルディスにも理解できる。得るもののなかった戦いであるからこそ目に見える形でけじめをつけ、功績を讃たたえることで戦いの意義そのものをわかりやすく示す必要がある。それが政治というものだろう。

「報ほう酬しゆうだけくれればそれでいいんだがな」

　当然護衛の傭兵として戦いに参加していたアルディスは祝勝会に招待されている。アルディスだけでなく生き残った傭兵や兵士、新兵も含めて重傷で治ち療りよう中の者以外は全すべて祝勝会場へ足を運んでいた。

　報酬は祝勝会の場で市長から直じかに手て渡わたす、などと言われれば「勝手にしろ」というわけにもいかないだろう。そもそもアルディスは目立ちすぎた。自ら活かつ躍やくを喧けん伝でんしたりはしないが、戦場でその働きを目にした傭兵たちから話が広がり、ここティオリアにおいてもアルディスは関係者たちから好こう奇きの視線を浴びるはめになっていた。祝勝会はどうでもいいから報酬だけ寄よ越こせと言っても、周囲は何とかしてアルディスを出席させようと躍やつ起きになるだけだろう。

「でも、堅かた苦くるしいパーティじゃなくて良かったよね」

　アルディスのとなりで皿を片手にほのぼのと食事に勤いそしむのは、同じく市長から招待を受けたセレスだ。側にはふたり分の飲み物を手に控ひかえるカレンの姿もある。

「一応は傭兵や一いつ般ぱん兵士が主役ということになっていますから、主しゆ催さい者しや側も配はい慮りよしたのでしょう」

　カレンの言う通り、今回の祝勝会には特定のドレスコードもなく、傭兵たちは普ふ段だん通りの装いで出席している。兵士たちの方も制式装備を身につけているだけだ。

　祝勝会の開始からすでに三十分が経たっている。

　お偉えら方がたの挨あい拶さつが終わり、今は戦いを生き抜いた兵士たちがひとりずつ壇だん上じように呼ばれている。新兵を守り抜き魔物を討とう伐ばつした功績を讃えて、彼らには市長の手で勲くん章しようが授じゆ与よされていた。

　どうやらレダたち新兵も魔物の被害を防いだ功績で勲章を授与されることになっているらしい。女性新兵を必要以上に持ちあげようとしているあからさまな思おも惑わくが見え見えだが、もともとそれを狙っていたのだろうからアルディスがどうこう言うことではない。

　ふとアルディスが壇上から視線を外すと、壁かべ際ぎわの目立たない位置でひとり佇たたずむレダの姿が目に入った。他ほかの新兵たちが高揚感に包まれた表情を見せているのとは対照的に、どこか影かげの感じられる目で壇上を見つめている。

　その様子が気になったアルディスは、セレスとカレンをその場に残してレダの元へと歩み寄る。

「浮かない顔をしているな」

「あ……、アルディスさん」

　話しかけて来たのがアルディスだと気付きレダが作り笑いを浮かべた。その瞳ひとみに何やら複雑そうな感情を読み取ってアルディスが問いかける。

「どうした。実戦で死にかけて兵士になったことを後こう悔かいしているのか？」

「後悔、ってのとはちょっと違ちがうかな……。いや、そりゃちょっとは後悔もあるんだけど。ただその……ね」

　言いにくそうに口ごもったレダが軽いため息と共に本音を漏もらす。

「なんていうかね……。女の社会進出だ、初の女兵士登用だって言っても結局あたしは何にもしてない。できてない。魔物との戦いだってぜんぜん役に立たなかったあげく最後はアルディスさんに……、男に守ってもらっただけだもん」

　初めて会った時、荒あらくれ者相手に啖たん呵かを切った本人とは思えないほど意気消しよう沈ちんした様子を見せる。

　レダがポツリと言った。

「勲章なんて受け取る資格あるのかな？」

　それを聞いてアルディスは、レダが顔に影を落としている訳を理解した。

　初うい陣じんで何の活躍もできず、醜しゆう態たいをさらしただけの新人が陥る自己嫌けん悪おと慚ざん悔かいの念だ。戦場の恐怖に怯おびえて周囲の足手まといとなった者や、実戦を知らず自分の実力を過信していた者が生き残った後でこの状態にはまり込むことが多い。

　レダの場合はそこに彼女特有の──というより共和国特有の事情があわさって、なおさら自己嫌悪と過小評価に繫つながっているのだろう。

「なんだ、そんなことか」

「──そんなことって！」

　笑い飛ばすようなアルディスの口調にレダが思わず反発した。

　アルディスはだからどうしたといった顔でレダの落ち込んだ心を解きほぐそうとする。

「先達が新米を守ってやるのは当たり前の事だろう。誰だれも初陣の人間に戦果なんぞ期待しちゃいない」

　当然のように言い放ったアルディスは、それでも納なつ得とくしたとは言いがたい顔のレダに向かって別の言葉を投げかける。

「だいいち資格も何も勲章なんてもう持ってるだろうが」

「……なんのこと？　あたしは今日まで一度も勲章なんてもらったことはないよ」

　何を言っているのかとレダの表情が懐かい疑ぎに染まる。

　人生の先達として、数多あまたの戦場を生き抜ぬいた経験者として、アルディスは諭さとすように優やさしくその意味を口にする。

「命がけの戦場から生きて帰ってきただろう？　傭兵だって兵士だって、初陣を生き残ったヤツはみんなひとつだけ勲章を持って帰るんだ。誰だって最初に手に入れる勲章はこれ」

　と言いながらアルディスが自分の左胸を人さし指でトントンと叩たたく。

「持って帰った自分の命。ただそこにあるだけで十分誇ほこっていい。なにひとつ代わるもののない世界にひとつだけの、自分だけの勲章だ」

　指の向きをレダの左胸に変えてそう言いきった。

「救国の英えい雄ゆうだって伝説の魔ま導どう士しだって最初の初陣で生き残ったからこそ、その後の功績がある。そいつらのスタート地点とあんたのスタート地点にいったい何の違いがあるというんだ？　武ぶ勲くんだとか功績だなんてもの、生きてさえいれば後から勝手についてくる」

「いや、そんな英雄とか伝説と比べられても……」

　いきなりご大層な存在を引き合いに出されレダが苦く笑しようする。

「あんたが手に入れた最初の勲章に比べれば、あそこでもらう勲章なんぞに大した価値はない。ついでにもらっておこうくらいの気持ちで受け取ればいいさ」

「こんなあたしでも……、勲章をもらうに値あたいすると？」

「逆だ。あの勲章はあんたへ与あたえられるには役不足──いや、物だから価値不足というべきか。まあ大したものじゃないってことさ。仕方がないからもらってやれよ」

　アルディスの言葉に少しだけうつむいていたレダが、顔をあげて意を決したように問いかけてくる。

「あたしは、今のあたしは何にもできなくて、自分が生き残るだけで精せい一いつ杯ぱいだけど。……そんなあたしでも、いつかは誰かを守れるくらいに強くなれるのかな？　女の自分がティオリアを守ってるんだって、堂々と言えるようになるのかな？」

　その問いかけに対しては明確な返事をせず、アルディスはただ自分の知っている事実だけを伝えた。

「誰だって最初ははいつくばって打ちのめされるところからがスタートなんだ。あんたがこの先強くなれるかどうかなんて俺にはわかるわけがない。だけど戦いの先達としてこれだけは断言してやる。戦って、戦って、戦った先に強さを手に入れることができるのは、無様だろうがみっともなかろうが結局は生き残ったやつだけだ。強くなるための権利を得られるのは、自分の無力を知ってなお歯を食いしばってそこから立ち上がったやつだけだ。男だとか女だとか、そんなことは大した違いじゃない。死線の上で命がけの剣けん舞ぶを踊おどっている時にそんなものが入り込む余地なんぞあるものか」

「大した……違いじゃない……？」

　その言葉を聞いてレダがどう受け取るかはアルディスにも予想できない。しかし結局のところ最後に決め手となるのは本人の意思だ。戦いに身を置く以上、程度の差こそあれ苦難の道は続いていく。死ぬ思いをして何とか生き残ったとしてそこで心が折れるか、それとも堪たえ忍しのんでなおも前に進めるか、それがその人間の強さを決める土台となる。

　戦うのが勝てない相手ならば生き残ることこそが最良の結果だ。生きてさえいれば強くなれる可能性が残っているのだから。

　だからアルディスはまだ自分が強くなれると信じていた。打だ倒とうすべき敵の強さを考えれば、そう信じていないかぎりとうの昔に心も折れているだろう。

「まあ今回は正直相手が悪すぎた。だがあんたは立派に戦っただろ。少なくとも自分の力で立ち向かってその結果生き残った。それは誇っていいことだ。だから胸を張って受け取って来い」

　アルディスはそう言うとレダの背中を押して送り出す。

　壇上では女性兵士たちがひとりずつ呼ばれ、市長の手から勲章を受け取っているところだった。進行役の人間が読み上げる中にレダの名もある。勲章を市長から受け取るレダの顔には先ほどと比べて少しだけ明るさが戻もどっていた。

　やがて生き残った現げん役えき兵士や新兵たちへの勲章授じゆ与よが終わると、今度は護衛として参加した傭兵たちへの報酬が手渡される。セレスとカレンも個別に報酬を受け取り、最後にアルディスの名が呼ばれた。

　壇上に上がったアルディスへ温和そうな面おも立だちの市長が言葉をかける。

「貴き殿でんの活躍は獅し子し奮ふん迅じんと呼ぶにふさわしくすばらしいものだったと聞いています。無数の魔ま物ものを真っ向からひとりで防ぎ、ひときわ巨きよ大だいな魔物を屠ほふり、さらには数多の飛ひ剣けんを用いて魔物を殲せん滅めつしたと」

　確かに今回の件でアルディスの働きは絶大であった。それは傭兵たちも認めるところだろう。だからこそ市の首長から直接その功績を讃たたえる言葉があっても不思議ではない。

　ただ、その声が少々芝しば居いじみていることにアルディスは内心眉まゆをひそめる。

「それが多くの兵士を救い、ひいてはティオリアをも救ったことは言うまでもありません。私はティオリアの民たみや兵士たちを代表する者として、貴殿に心からの感謝と賞賛を送ります。残念ながら我が国は王や貴族の支配する封ほう建けん社会ではありません。私はあくまでも民から施し政せいを任されているひとりの行政官です。ですから私の一存で貴殿へ贈おくることができるのは規定通りの報ほう酬しゆうと感謝の言葉のみ。貴殿の働きに報むくいることができず心苦しい限りです」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで謝罪の言葉を口にする市長。その様子をアルディスは冷めた気持ちで見ていた。どう見てもわざとらしい演技であることが見え見えだったからだ。

「しかしそれだけで我々ティオリアからの感謝を示すには、あまりに不足しているのも事実です。ですので私からささやかですが別の贈り物をご用意しました」

　もはやその言葉はアルディス本人ではなく会場にいる全すべての人間に対して向けられていた。居い心地ごこちの悪さを感じるアルディスをよそに市長はその両りよう腕うでを左右に広げると、舞ぶ台たいへ上がった演者のように朗々とした声で綴つづる。

「圧あつ倒とう的窮きゆう地ちにあっても揺ゆるがぬ心と貴殿の比類なき精強さを讃え、天あま翔かける幾いく多たの飛剣に掛かけ、ティオリア政庁の名において『千剣の魔ま術じゆつ師し』の称しよう号ごうを贈らせていただきます！」

　まるで宣言するかのような市長の言葉に会場中の人々がざわめいた。

　なるほど、考えたものである。貴族と違って市民の代表者でしかない市長は出来る事にも限りがある。いくらアルディスの功績が大きいものだとわかっていても、特別にひとりだけ報酬を増やすこともできない。

　しかしレダが授与された勲章はあくまでも軍に所属する兵たちへ与えられるものである。軍属でもなく、ましてや他国人のアルディスに与えるわけにはいかない。だが違った形で名めい誉よを与えるのであれば市の予算を使う必要もなく、軍がどうの国がどうのという枠わく組ぐみに制約を受けることもないだろう。

　呆あきれるほどに演出過か剰じような市長の振ふる舞まいは、虚きよ実じつの称号が少しでも価値のあるものに感じられるようにという狙ねらいがあるのかもしれない。

　会場のざわめきが次し第だいにアルディスを賞賛する歓かん声せいへと変わっていく。

　同時にアルディスは苦笑を禁じ得ない。

　今回与えられた称号は『千剣の魔術師』。それが意味するところは結局どこまでいってもアルディスが魔術師扱あつかいされているという現実だ。

　確かに今回羽はね百足むかでを殲滅するのに用いたのは無数の飛剣である。端はたから見てそれを剣けん士しの仕し業わざだと考える者はいないだろう。

　正直アルディスとしては称号などどうでもいい話なのだが、大勢の人間から視線を向けられるこの状じよう況きようですげなく断れるほど無神経でもない。同様に自分が「魔術師ではない」と主張して盛り上がっている雰ふん囲い気きをしらけさせる必要もなかった。

　ちらりと周囲へ目をやると、レダが憧どう憬けいの念を目に宿してこちらを見ていた。兵士たちの列に直立不動で並ぶワズアードが視線だけでアルディスへ感謝の念を伝えてくる。

　別の場所ではセレスが我が事のように誇らしげな表情で濃こい青色の瞳ひとみをアルディスへ向けている。そのとなりに立つカレンは無表情を装いながらも何故なぜか鼻がピクピクと動いていた。

　顔見知りの者たちから無言の後押しを受け、アルディスは無理に固辞することもないだろうと納得する。

「まあ、レダにもああ言ったばかりだしな」

　報酬のついでにもらっておいてやるか、と観念してアルディスは素す直なおにその称号を受け取ることにした。




　　　　[image: ]




　祝勝会が滞とどこおりなく終わり、市庁舎から宿へ戻るアルディスたちを見慣れた姿の三人が待っていた。フードを深く被かぶって顔を隠かくした双ふた子ごとその守もり役でもあるネーレだ。

　アルディスの姿を見つけるなり、小さな手足を懸けん命めいに動かして双子が駆かけ寄ってくる。

「お帰りアルディス」

「ごはんおいしかった？」

　さすがに祝勝会の場へ無関係なネーレと双子をつれて行くわけにもいかず宿に残らせていたのだが、帰りを待ちきれなかったのだろう。ネーレが意味もなく出で迎むかえに双子を連れ出すとも思えない以上、外や他人への恐きよう怖ふ心が薄うすらいできた双子の方が言い出したに違ちがいない。

「ああ、ただいま。食い物は……まあ、うまかったぞ。訳のわからん料理ばかりだったが」

　駆け寄ってアルディスの腰こしに抱だきつく双子を受け止めると、フード越ごしにその頭を撫なでてやる。

「訳のわからぬとはずいぶんな言いようだ。おそらく王国時代から伝わる伝統的な宮きゆう廷てい料理であろう。かつてブロンシェルは食の聖地としても知られた土地であるからな」

　咎とがめるような口調ではないものの、ネーレがアルディスの不見識を指し摘てきする。

「そうなのか？」

　同じく祝勝会に出席したふたりへアルディスは問いかけるが、セレスもカレンも首を傾かしげるばかりであった。

「ときに我が主あるじよ、祝勝会に見覚えのある顔はあったかね？」

　いきなりの問いかけに意表を突つかれたアルディスがネーレの方を向く。つられてフィリアとリアナも同じ動きをした。

「見覚えのある顔？　そりゃあ、レダは出席してたが……」

　問いかけの意図が理解できずアルディスは答えに困る。確かに祝勝会では野外訓練場で見かけた覚えのある傭よう兵へいや兵士もいたが、そもそも彼らはネーレと面識があるわけではない。ネーレの言う『見覚えのある顔』にはあたらないだろう。

「そうか、ならば良い」

　そんなアルディスの困こん惑わくを無視してネーレは勝手に納なつ得とくする。

「どういうことだ？」
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「なに。礼など求めておらぬだろうが、顔くらいは出しておいても良いかと思ったのでな」

　ちらりとアルディスの腰に収まる魔ま剣けんを一いち瞥べつする。それ以上は口を開くつもりもないようで、ネーレはアルディスたちに先んじてさっさと歩き始めた。

「ねえアルディス、だっこして」

　なお意味不明なネーレの言葉に引っかかりを感じながらも、アルディスは両手を伸のばし催さい促そくしてくるフィリアを右みぎ腕うでで抱かかえ上げた。

「ほら、リアナ」

　羨うらやましげにそれを見上げていたリアナへ左手を差し伸べて同じように抱え上げる。

　今回は直接双子を守るための戦いではなかったが、あのまま羽百足たちの歩みを止められなければティオリア市全体が危険にさらされていたことだろう。結果的にアルディスの奮戦はティオリアの一いつ般ぱん市民と共に双子たちの身をも守ったことになる。

　セレスとカレンを守りきり、レダを守り、全てではないが兵士たちの命も守ることができた。かつて何ひとつ守れなかった自分が今はたくさんのものを守れている。両腕にのしかかる重みを感じながら、アルディスは大きな満足感と小さな悔くやしさをかみしめて前へと踏ふみ出した。
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　人々に忘れ去られた厄やく災さいがひとつ消え去ったと同時に、歴史の表おもて舞ぶ台たいへ新たにひとりの傑けつ物ぶつが現れる。

　この年、ブロンシェル共和国の公文書に『千剣の魔術師』なる称号を与あたえられた人物の名が初めて記された。当初は報酬代わりに窮きゆう余よの策として授さずけられた称号がひとり歩きを始め、彼の物語を飾かざる序章の一場面として大陸中に知れ渡わたるのはまだ当分先の話である。
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　今回はそれほどお待たせしなくて済んだでしょうか（自己評価）。

　本作もこれで四巻目。三巻に続いて全編書き下ろしのストーリーとなりました。Ｗｅｂ版とは完全にかけ離はなれた展開で、この先どこへ向かって行くのか当の作者にもさっぱり予想がつきません（自業自得）。

　ここまで違ちがう内容になってくると、作者自身でも頭の中で書しよ籍せき版とＷｅｂ版がごっちゃになってきます。うっかりＷｅｂ版にのみ書いた内容を書籍版でも書いたつもりになってしまうのが恐おそろしいところ。「あれ？　これって書籍版では書いてあったっけ？」と執しつ筆ぴつ中に手元へ置いてある前の巻を開いては確認することが増えました。

　当然該がい当とう箇か所しよを探す過程で前後の文章を読み進める形になるのですが、しばしば確認部分とは別のところへ目が行ってしまいます。「ここの文章はこうした方が良かったかも」とか、「この表現はくどすぎたかな」とか、「ここは説明が足りなかった」とか、「この部分いらない描びよう写しやだったなあ」とか、自分の作品から結構なダメージを食らってしまうわけですね。まあそれもひとつご愛敬ということで……。根底にある世界観と設定は同じなのでそうそう大きなズレは生じないはずですが、なんだか抱かかえなくてもいい苦労を抱え込んでいる気がします（再び自業自得）。

　一方でＷｅｂ版とは違った物語を考えるのもそれはそれで楽しいものです。労力は増えますがその分創作の楽しさも増えますから、収支トントンといったところでしょう。

　違った物語といえば、黒くろ須す恵え麻ま先生による本作のコミカライズ版第一巻が先日ビッグガンガンコミックスから発売されました（強引な話の転てん換かん）。文章で描写されるのとはまた違った躍やく動どう感のある戦せん闘とうシーンや双ふた子ごたちの愛らしさが描えがかれていますので、書店へお立ち寄りの際はぜひ手にとってお確かめください。ついでにレジへとお持ちいただければなお幸いです（露ろ骨こつな宣伝）。

　本書ではようやくタイトルを回収できたということもあり、物語としては一段落ついたところでしょうか。そろそろアルディスとまともに戦えるライバルキャラとか出したいなと思いつつも、続きが出るかどうかは皆みなさんのお力にかかっていますので（どこまでも他力本願）、どうか今後とも応おう援えんのほどよろしくお願いします。


高たか光みつ　晶あきら
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『ネーレといっしょにおるすばん』







　アルディスが側にいない。

　おしごとだからって、セレスやカレンといっしょにどこかへお出かけしていった。しばらく帰ってないって言われて悲しくなったけど、私たちが悲しくなるとアルディスも悲しい顔になるからがまんしなきゃって思った。

　リアナとネーレ、そして私の三人でおるすばんするのもはじめてじゃないからだいじょうぶ。それにおるすばんのときはアルディスにないしょでちょっとだけ楽しみにしていることがある。

「ねえ、ネーレ。魔法見せて」

　言いだすのはいつもリアナ。

「見せて見せて」

　もちろん私だって魔法は見たい。だからリアナの横でネーレを見上げていつものようにお願いする。

「またかね？　お主ら、ずいぶんと魔法が気に入ったようだな」

　ちょっとだけあきれたような顔でネーレが私とリアナの頭をそっとなでる。アルディスみたいにわさわさとなでられるのも好きだけど、ネーレのふわふわしたなで方も気持ちいい。

「まあ良かろう。血を流すのに使われるより、暇つぶしの娯楽として使われる方がまだましというものであろうしな」

　ネーレはよくわからないことを言うと、手のひらを上に向けて私とリアナへ見せる。そうしたらいきなりネーレの手のひらいっぱいにとうめいできれいな石ができた。

「わあ、きれいー！」

「きらきらだー！」

　すごいすごい！

　ピカピカでつるつるで、窓から入ってくるお日さまの光を反射してきらきら光っている。見たことはないけれど、宝石っていうのはこんな感じなのかなあ？　でも宝石だったらこんなに大きいはずないよね。ネーレの手にあるきらきらは私がグーをした時よりも大きいもん。

「これなあに？」

「……しょせんはただの石よ。綺麗なだけの、な」

　やっぱり宝石じゃないのかな？

　すごくきれいでじっと見ていたら、音もしないで石がきえていった。

「あ、なくなった……」

　もっと見てたかったのに……。

「ねえねえ、リアナたちにも魔法って使えるの？」

　ざんねんな気持ちいっぱいの私の横で、リアナが自分の手をふりながらネーレに聞いていた。

「魔法が使いたいと？　ふむ……」

　ネーレがあごに手をあてて考えている。

「使えるか使えないかで言えばおそらく使えるであろう。これだけ年月が経てば誰の身体に誰の血が流れているかなどもはや意味はあるまい」

　またネーレがよくわからないことを言うけど、そんなことはどうでもいい。だいじなのはネーレが「使える」って言ったことだから。

「リアナたちも使ってみたい！」

　すぐにリアナが元気よく手をあげた。

「フィリアたちも！」

　おんなじように私もまっすぐ手をのばす。

「そうか。……多少なりとも身を守る術が得られるのであれば、我が主の思惑に反することもあるまい。良かろう」

　あっさりとそう言ったネーレはお部屋の中にあるイスへすわると、右ひざへ私を乗せ、おんなじように左のひざへリアナをすわらせる。すぐちかくにある長いネーレの髪からいいにおいがした。

「さて、まずは魔力について話さねばな」

　私とリアナのおなかにふわっと手を回してネーレが話しだす。

「この世界にはお主らが魔力と呼ぶものがおる。人や獣、植物、なんにせよ命のあるところには濃淡の違いこそあれ必ず魔力は存在する。魔力のない場所では生命は存在できぬからだ」

　のうたんってなんだろう？　またわかんない言葉がでてきたけど、あとで聞けばいいや。

　三人で同じようにまどの外を見ながら、頭の後ろから聞こえてくるネーレの言葉をしずかに聞きつづける。

「魔法とはつまりその魔力に対して命令を下し、法則の許す限りで改変をもたらすことを言う。わかるか？」

　うん、ネーレがなにを言っているのかちっともわからない。

　私はだまって首を振る。リアナの方はつまらなさそうな顔で「わかんない」と答えた。

「そうだな。まずは見るが良い。ごく初歩的な魔法、光をもたらす魔法がこれだ」

　ネーレがそう言うと、私たちをまぶしい光がいきなりてらす。

　上を見ると、天井へくっつくみたいにして光のたまがうかんでいた。

「あれ、見たことある！」

　私はとっさに叫んだ。

　もちろんリアナも見覚えがある光のたまだ。

「アルディスも使ってたよ」

　ネーレと会う前にも何度か見たことがあった。はじめて見たときはやけそうなほどまぶしくてびっくりしたっけ。

「そうだな。魔術師の卵たちが最初に手ほどきを受けるという簡単な魔法。世間では『明光』と呼ばれておるようだ。詠唱は『夜を開き灯火をもたらせ──明光』」

　ネーレがそう言うと、部屋にうかぶ光のたまがもういっこ生まれた。

「あ、増えた！」

　リアナがおどろいて大声をあげる。

「かつてはその詠唱もまた違っておったな。確か以前は……『古き大地に新しき光の恩恵を』であったか」

「また増えた！」

　こんどは私も声に出す。

　さっきとおんなじように光のたまがふえた。ぜんぶで三こ。お昼なのに部屋の中がお外よりもあかるい気がする。

「直接的な方法であればこんなのもある。『命令（オーダー）一八四八八九四一〇四。暫定管理権限付与コード[image: ]○★[image: ]※△＠[image: §]◎■◇※△[image: ]＄▼』」

　なんだかむずかしそうな言葉をネーレが口にする。さいごのなんて、何をしゃべっているのかさっぱりわからない。

　でもネーレが言い終わるとまた光のたまがふえた。これで四こ目。もうまぶしくて上が見られないくらいだった。

「もっとも、明かり程度ならばただ単純に『照らせ』──」

　そのひとことで五こ目の光が生まれる。

「──と命じるだけで良いし、権限認証さえ通っておれば思考を読み取って命令に応じるであろう。詠唱など、特権を独占しようと目論んだ輩の植え付けたまやかしに過ぎぬ」

　けんげん？　にんしょー？　とっけん？　まやかし？　わからない言葉だらけ。ネーレがなにを言っているのかさっぱりわからないけど、聞きおぼえのある言葉がいっこだけあった。

「えいしょーって？」

　その言葉だけはこれまでにも何度か聞いたことがある。

　首だけを後ろにまわしてネーレのあおい目を見た。

「先ほど紡いだ言葉のことだ。魔法の使用には詠唱が必須──という認識が一般的だが、本来そのようなものは要らぬ。どのような言葉であれ、ただお主らが魔力と呼んでおるものに命ずれば良いのだ。極論を言えば言葉にせずとも資格さえあれば魔力は働くであろう」

「アルディスやネーレみたいに？」

　ふたりが魔法を使うのは何度も見ているけど、あんなに長いえいしょー？　っていうのはしゃべってなかった。でもふつうの人はちがうってネーレは言う。じゃあアルディスはふつうじゃないってことなの？

「然り。生まれつき魔法が使えるものは本能的にそれを理解しておるのであろう。我が主のようにな」

「ネーレは違うの？」

　こんどはリアナがきく。

「我の場合は違うな。本能ではなく理論でそれを理解しておるからこのような事も出来る」

　りろん、ってなんだろう？　また知らない言葉だ。

　考えている間に光のたまがぜんぶ重なっていっこになった。まぶしい。

　あわてて目をとじたらこんどはきゅうに暗くなる。そっと目を開けるといつのまにか光のたまはぜんぶ消えていた。

　きゅうに部屋の中が夜になったような気がするけど、さっきお昼ごはん食べたばっかりだからまだお外は明るいし、お日さまだってお空にうかんだままだ。ふしぎな感じがする。

「どうすればリアナたちにもできるの？」

　リアナがガマンできなくてネーレの服を引っぱっている。

　私も魔法にはすごくきょうみがあるけど、リアナは私よりずっと魔法が好きみたいだ。

「そう慌てずとも良い。我が主たちが護衛の仕事から帰ってくるまでにはしばらくかかろう。時間はたっぷりとある。学びたいというのであれば戯れに指南するのもやぶさかではない」

　たわむれ？　しなん？　やぶさか？　ネーレの言葉はわからないのがおおすぎる。

　でもたぶんおしえてくれるってことなんだろう。だっていつもは笑わないネーレがすこしだけ笑っているもん。

「本来そういったことは彼の者の役目なのだが……。まあそこまで厳密な線引きがあるわけでもないし、構わぬであろう」

　さっきまでとはちょっとだけちがう顔をして、ネーレが窓からお外を見る。窓からはこの町でいちばん大きな建物が見えていた。
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